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体育における男女差の研究

そのＩ体育的活動の実際場面における男女差の実証的研究

横山一郎

Ｌ研究の目的

身体的発達，迩動への興味，欲求などが男女（鋪一次性徴期の性遼を韮叩に社会梨団としての息

味避ここでは表わすものとしてⅢいたい）によって鋼なり，従って体育においても男女によって

取扱いを迎えなければならないといわれている。体育が身体育成（physicalculturc）や身体
iljll純（pllysicaltraining）だけを目的としていた時代から現在では行､11棟式全般との関述に

おいてその目的を見いだすように変っている。すなわち新しく社会人としての性格の育成と

ゆう広い，新しい分野が目的の中に要求されているのである。２０世紀後半から我国の社会形

態の変化（ここでは男女同柵の思想通根底とするが)は女性の社会生活中における活動分野を広げ，

行励機式を決定づける因子についての今迄の取扱い方法にあらためてその考察が要求されて

いるようである。近年の社会科学の研究方法などの変化は社会学でⅢいていた方法に，ある

いは解釈法に新しいl1UI11Huをなげかけているように思われる。社会学の尖iIi[性の要求は行､h織

式の決定因子として先天的因子，後天的因子の分類のみによりその具体的究明はおろそかに

されたような例をもみいだされた。作用の仕方,作用の度合がこの頃問題にされているのもそ

ういったことに起因しているのかもしれない。淌水鍵太郎氏は「先天的と思われた因子の１１｣Ｉ

にも人llUが後天的に学習狸得した行mil様式は一般に無恋識の底に沈澱することによって単に

特定個人のみでなく周囲の人1H1の共有するところとなることによって宛ら先天的自然的なる

行､b概式の如く現われる勘合がある」としその分顛の内容が変化し，行uuj様式の中でも旅､ｈ

的部分の多い事を説いている。身体活動の第一次性徴jIUの分類による男女の迎いは先天的理

由にだけ考えられていた中にも上述のようなものが含まれ，それらは行IlMl様式の変化ととも

に変化を余儀なくされるようなものが含まれているとするならば，先天的因子の後天的因子

への移行によｂ，活動状況の変化が充分に予測できるであろう。自然科学や社会科学の発達

は先天的因子過五説や後天的因子過)Ⅱ説に多くの批判をあびせているが，体育的事象で要求

されているのは後天的因子についてもっと兵体的に研究方法を吟味することではあるまいか。

ジ罰ンフィスク（JohmFiskc）はその著謝｢ThcMcamingorInlXmcy；1909」で「人間は幼

児jIllの絶えざる延長（Stcadyprolongationo「imlhncy）であり，WllqlI生活が益々複雑，ｊ=Ｌ

つ多椴に蛙ろが故に人|川の原境へadjustmcntのために学ぶべき｡】項が漸次ふえこれに比職

して先天的なるものの役剖が縮少しつつある」とのべ，さらにローレンスフランク（Lawrc‐

nccFTank）は「PhysiologicalTcnsionandSocialStructurc，int1ucPcrsonalityand

tIlcSocialGroup；1920」で「各個人が元来いかなる性質を有しているかを知ることが不可

能なこととして，人1111の内臓の生理的なjilmIIは純粋に個人的乃至個体的のものとしていたに

もかかわらず社会的統制の下に立っている」と血iIEしている。又身体の形態的機能的発達に
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ついて‘その一例としてiilj水三雄氏は111生時|`Ｍ１と学童期の体lR，身長との棚BLI度について

｢男女ともに111生時体正は学煎1Wの各学年を通じての体､rに余りIlLl係しない」と尖illﾋﾞし，八木

薇次氏は「外的，後天的な影響因子のFII類ははrMまだ多岐に11:っているが，その股も並婆な

る且つ根本的な要素を求むるならば栄養と助鋤及び休養である…」とのべ，竹之下休蔵氏は

「労勘と云う用語の｢１１にはjilnlihが含まれ，ある時MIIにはもっぱら皿動と解してよかろう。こ

の考え方に成って外的影響因子を社会経済的因子におきかえるならば，栄鍵も労働も休養も

家庭のもつ潴条件，職業，職｣【鮒，都市や農村聯の基礎的社会のもつiMi条件，附胴する徽機能

楽団等によって制約されるからこれらとのUAI辿においてながめる必要がある」と述べていろ。

これらは体育的活動の11:Iにも後天的因子の大きいujiを実ｉｉｌＬようとする試みであるとlIii時に，

一般的に第二次性徴期をすとすであろうと思われる学校災H1における教育機能の一風として

の体育にも抑せられた今後の研究分野でもあろう。教育学者ツ:ﾔーナー（Ｗ､L,Wamer）は

｢教育の秋極的任務の一つがTIj民性，社会性の行成にある」と云い，lFilじく教育学者デュルケ

ム（EmilcDurkI1cim）はその若香「EducatianetSocioIogi⑫；1922」で「救育の目的は全

体としての政治的社会がまた181人に対して，特に予定されている特殊的環塊が子Uliに対して

要求する一定数の肉体的，知的，及び道徳的，iWi状態を子供の111に現出させまた発達させる

噸にある。iii単に云えば「鵜いＩU代に対して行われる一顧の社会化（Sociolization）である」

と述べている。社会化においては個人的存瓶（GtrcindMdual）と宗教的i洲ii仰叺道徳的禰

偲念及びiMf(Ij榴，国民的或いは職業的伝統，染合的潴意見など含んだ社会的存在(GLrCSOCial）

を形成することを意味していると解釈されるが，体育的実際場面において学校における教育

としての体育の位置づけにおいてliilじような鋤念かけが要求されるであろうし，学校体育に

おいて今後特にこの面の探究や働きかけが璽求されるであろう.学校集団をはなれてみても

社会機柵の棋雑化はその要求が現在迄の蝿次の社会的役削や仇腿づけにも大きな変化をもた

らしていることが日常我々の綿験するところとなった。レクリエーションスポーツへの女性

の参加は家腿労働の器具的取扱いに対して大きな反省をう江がしているし，家座|ＡＩにおける

社会経済的因子の影縛の１１:万は女子の余暇時１ＮをＭ１大し叫家腿ｌｌｉ１人の像にも大きな変化をみ

せている。新UHなどにも「家腿内における側１１人の体力の向上は生活の向上を約束する」と紀

され家庭における役制や理lu像にも変化をみせているこのjRiについて体育的ii1imuとの関辿に

おいて男女を舷がめるときにこの点は関心を示す必要のあるところである。すなわち体力lltI

あるいは光ｿ<的という美:tiでおいか鋲されてきた男女の活』IMIの相述が.第＝次性徴期以後特に

大きな差異をjft的j質niliIiiにおいて示していることの税明の一つに，家庭卿}人と女子の滴り､Ｉ

との関係が7i1時コントロール（control）の材料に唖っていたことを揖摘できるからである.

家庭jlil人の像が体力的要求をされるにつけ女子の身体活動の尖際に大きな変化がくることは

予想できることであり，このiliiの女子の社会的地位の変化とのBLI係及び男子の社会的地位の

変化とのljll係についても考案を試みる必要がある。また文化と社会のIjll係及び体ff的活動と

文化と社会とのIjU係について，文化ではiWliIiを含んだ行､i雛式，あるいは極嫡ないいかたを

すれば智i【iの低速という立11ｹを根底に考え，パーク（Park）とバージェス（Burgcss)の文化

的過程ヮすなわち「文化｢1<j過穆は人1111と巣卜jlとの相互作用であってそれらは維験と歴史を共

有するとしている，人|Ⅲと染剛，ｉ１１１劃と染FjlllⅡにおいては{OII化が行われその過程が－．Ｍ充実

する掛合もありえろ。同化（assimilation）というのは一EIIの鱗合過程でそこには１１M人ならび

に染団が他の個人あるいIｄ染Ｉｌ１の紀惣，１difIIl，態庇をわがものとし相手の経験なり歴史を共
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有してこれによって共皿な文化生活において池との一体となる甑を目ざすのでありこの11tで
は文化に対する態唆，&のの見方，技術，知識などがあちこち交流する。このなかだちとし

て教育,スポーツの趣味は深い」という。いわゆる文化的上部，下部における体育的iiUhRIとの

問題（地域差)，ネ1:会においては墾礎的社会（既述のデ蕊ルケムの政治的社会と大体１，１趣にIWP<でき

る）に到達するまでに経過する家族鯛団，遊戯染団，隣人染団，学校鍋団，職業卵１５１１におけ

る男女llUの行UMI微式の机述や，基礎的社会で要求される文化型（CuIturePatlCm）が各染１１１

でどのように受けとめられているかを体育的活動を皿して把擁してみたい。勿諭201ft紀の藤

業社会における急速な変化が新旧の生活楪式や思想の１１Uにもかなりの衝突をおこしていると

考えられるが，各染liliにおいての物質文化MaIcrialCulluIFc（物質的諸条件）と非物質文化

non-matcrialCulluR℃（価[【感）の変化の相迎に111§う文化的jUi柵(Culturelag）の因子“11(llU
係でいいはずが虻い゜これら社会のいろいろの因子（社会的要因とでも名づけよう）や文化的条

件が変化することによって体育的活動における列女の鑑拠のlluにも戯的，質的に変化がおこ

るであろうとI0jj゛jziulのもとに先天的因子もｊｌＩ６祝しないで研究を行ってみたい。そしてでき

うれば学校蝋剛の11『で，指導上考慮できるものにおいては体育で，それをとりのぞいてやる

働きかけも努力してみたい。小さな体育的活jUIでもその働きをIﾘ]らかにするにはばく大な範

Ｍ１との関述において解決を必要とされるわけであるが，たえず周囲の状態の正しい把握をし

ながら体育的活､bをながめてゆきたい。

２．研究用語の概念規定

上述の研究I引的のｉＩ１で(山川した用語について水研究で趣味している内容をi槐lUける必要が

あるだろう。

ｌ）先天的因子･…･･ju陵を通じて継承される行､１１の秋)』ず（人Illlが苑迷する可柁性通約卵するも

の）

２）後天的因子……文化的遺低即ち言綴の他の交皿手段を介して伝達される行1IMIの桃li4，

すなわち習悩が樫本的なものである。人は必ず何らかのtI:会に属し人々と共同生活を1M↑んで

いる。111なる(１M人及び１１A1人関係に分割週元してしてしまうことのできない綜合的，統一的，

客鍾的な存在でその111では「仙習，徒，１１t論，IMllHのlil(」などが作用する。これらは|:l然的

環境，人MH的風境として我々に作用し，作)I】され，我々は総験をつみ知識を１()，兄解を座め，

富雄づかいや，礼俄作法をしつけられ，趣味やhY微の上にも感化影響を受けるのである。上

述のように人IlUは社会のrI1に生れ社会の111で生活するものであるから，社会の人だのjlijmの

考え方や，行UMIの(l:万，又価値判断の標準をI:1分も身につけなくては，そのﾈl:会に生ii1孔て

いく靴iができない。そこで同化（Assimilaliol1）適応（adjustment)，社会化(SocinliznLion）

が我々に要求される。こういった社会の刀がポリユ｢IilLlA物である人lAlを方向づける。それら

の力を総括して後天的因子（社会的要因）とよびたい。

３）女子の社会的地位（女らしさの親iVI）

原始時代，家族形態としてプナルアが存したIｴjはl仏+hiのｌｌ:会で出と女が社会｣1の雄MIIを持

っていなかった。いわゆる共同社会であった。この１１$(､には女はそのきびしいl〔I:会に打ちか

てる人を女らしさの形であらわし社会的地位についての自覚も勿論現われていない。ところ

が母椛の社会は生藤形態の発達とともに氏族ＩＨＩの不il4懇をおこし，家族の818でも家及が地仙．

権力をもつようになった。それ以来現代まで，第二のM:的取扱いを受けるようになり，第一
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の性の利己的考えによって作り出された第二の性の理想像にマッチする人を女らしさ，の形

であらわし，この社会染団のUQ係が基礎的染団までも同一のBU係にしてしまった。ここにお

いて女子のﾈI:金的地位のllll皿が浮びあがってくるのである。我が'11でも同じで|ごI木の平安徴

族と女子，地主，民族，家族と女性，封処制の女性などけんちよにその感を現わしている。

これら女子の社会的地位に対して１１M題意識をもちﾌﾞごしたのが,Iﾘ]治32年河田鱗也で「日本女

子進化論」で大いにその不合nI1さを税明している。文明UH化とと８に隷属教育から教育の機

会均等，外111の平等思想の輸入（パコーフ塁ン，マルナン，モルガン，ペーペル雄ど）は産業形

態の変化と総済的独立などによってその効果をあげ，職業脚１１人の婆求がZj:され，大'１１８年の

新jHil人協会は「妬人の能力と1.曲に発達させるため男女の機会均聯を主張しliHWIliil等観の上

に立ってその雄HIl（相迎）を魁め協力するJ1Ｉ」巷のべている。第二i欠大戦以後はさらに教

養面の向上による社会的地位の向上を目ざし，Wil人の独立が教錐の一つとして生れてきてい
●●D 

ろ。教育の機会均等は共学Iiill皮迩生みブル，その偽Ii采女子があらゆる学習にたえるﾌﾞごけの心

身の能力をもっている邪を実iIi［しているし，染|訂1生iiVi内における(WlIi1l，役削，Ｍ１力の変化は

社会的地位（女らしさの像においても）の変化をもたらしている。第111m日本教育社会学会③，

11,28.9日）において発表されたlFl際キリスト教大学の原喜美氏は「女性の社会的地位にUllす

る研究」で①大学卒業者（女子）で就職を希望している者80％，②職liKBUでは「教職`17.3％」

「銀行，会社23.9％」などはっきりした希望遊もち，③伽職の､11111鰊j卿Ⅲを生かす経済的111

立60.5％”①純職後の年数儲１１}きるかぎりつづける61.3％,，③ｌＩ:会的向上の為の努力につい

て廉女催l:に与えられた務め"，祷資柾を果す48.9％，,など隷属教frから共学制度及び教育の機

会均等は女子自身の教養をぱし社会的地位についても大きな変化をみせている。このような

趣味においてこれらの用語を仇Ⅲしたい。

４）行uUI搬式……人I1Ijを行iIUIの主体として、１１解するにしても行ⅡU】にして人llllを含む一切の

生物をその特殊なる琿境に遮応せしめるという機能を果し得るためには，行UMIそれ自身のPLI

に一定の柵造が含まれている必婆があり，行1,11は自己の秩序或いは概式を有しているのでな

ければならない。行動は行励際式を持つものでありこれは先天的なものと後天的なものとで

決定される。以上の後天的囚子，ネl:会的地位及び文化とのBU述において体育的活動に関係の

ある男女叢に働くヨド柄として。

①男らしさ，女らしさ（簡莱づかい，礼儀作法しつけ，等）

②家庭の考え方（親の子供に対する教育）

③教師の緩験や考え方（尖際の場で男女の迎動のIBU会の迎い）

④同調の列女関係やグループ活､１１への参加

⑤物的iii条件（施設やjil共，MH盤，ｕｌ衣室など）があげられるだろう。これらの作川の仕方が

活動の上にどのように影響しているか調五をihIiみたい。

３調査の目的項目

ｌ）ilim1lに土いする興味，維験，航'二Iのりj女雑及びそれらに作川するであろうと忠われる

地域社会のUilW，親の考え刀，態皮，同離の叫女UU係などの因子の作用のtl:刀及び其体的因

子の究明を発逸段階との関辿において考察する。

①余暇時１mの活動でのjunllllの位肚づけ。

②述鋤することの好き，蝿い及び抓目。
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２）巡ｊ１Ｍ１の機会は男女によって通いがあるﾌﾞごろうと思われる。それらは施設用』二Lの仇｣V１，

迦HMIへのUU心，活用，場所，クラブや競技会への参力１１，施設の141客がH1女錐を生じせしめて

いると考えられろ。これらの因子についても発達段階におうじた考察をこころみる。
①学校や学校外でこの頃どれぐらい通勤をしますか。

②Ⅲ､lをあまりしない人の理｢hは。

③ilnmlni目における適性。

①クラブ活動の選びかたは。

⑤政治UU係，芸能関係，スポーツ関係におけるUU心の扣述。

、女であるための不自由さ。

３）家腿のコントロールが男女によって異准りそれがjilmMIの機会を少〈すろであろう。

①父親母親の近ごろの女子の述動についての考え。

②子供にさせたい通imljの煎日（男女別）

以上のi：I的と項目について綱査を試みたい。

４．調議技術及び対象

l）；i１Ｍ喪技術

①fTllIl紙によるもの

△児１ft生徒に対する質間紙

（小学校，中学校，満等学校男女）

△父兄に対する質IMI紙

②而接法

△生徒に対するもの

△父兄に対するもの

③文献，溢料法

2）鯛盃対象

（小学校５年，中学校２年，高校１．２年）

①Jlnj(111手地区

上北沢小学校

櫛ⅡI｢ＩI学校

術'1(､獅校

②東lj(下Ⅱ｢地ｌＸ

ｉｉＩｉｌ;』小学校

深川筋-11.学校

小松川満校

③柵II奈川!iUIlIMi地区（工MH地１１f）

大H1小学校

桜木小学校

臨港Il1fj鞍

hiiirli枝

①及野1AL（I川村地区）

５ 



－－ 

小布施中学校

木島平中学校

⑤鹿児島県（地方地区）

宇宿小学校

河頭巾学校

玉泄間校

鹿瞳高校

⑥iWi岡県韮111地区（農村）

韮111小学校

韮山中学校

⑦大阪府布施地区

Ｒ新高校全日制

〃定時制

以上20校1874名及び19校の父母1090名

５．調査実旋の期日及び集計

調査①昭和31年６月28日～９月４１」

②昭和33年６月～９月21日

集計①昭和31年７月～10月

③３４年２月～11月（父兄川，

回収率①100％②60％

集計規準

性別，学年，地域差（文化差）

而接，大阪の分）

６．調査の結果及び概要

I）余暇時間の活動における男女差

余暇時間の活用が体育の目標との関連で'1-1学以後と しかし中学卒業や余暇時間の活用が体育の目標との関連で１１－１学以後とりあげられていろ。しかし中字竿韮や

地域社会が俊秀ときめた少数の学校への入学の為に小学校ですら余暇時間すなわち目[11時|H］
がなくなりつつある。高学年になるほどその傾向はは強いと思われる表Ｉについて実際の活

動の展開をみると小学校の男子ではスポーツ関係が60％（グラブ】参考）近くあるが中学，高
校に進むにしたがってスポーツ関係の孤目が減少していることは男女の活動差以前に社会的

拘束を感じているものがあるのかもわからない。むしろ男女の活動篭は同じような減少の事
を示しているが，特に女子の活動の低下を我々が感じているところに意識的コントロールが

感じられる。また低学年では遊戯が活動の対象であるが，高学年（中．商）ではｓｐｏｔの祁目
が活動の対象となること，遊戯が，比較的用具施設に影響を受ける鯛が少いわりにsportで

はそんな因子の影響が大きいこと，それが活動以iiiIに横たわっているのではあるまいか。社

会経済的因子の影響については，小学校において第３番目に「手伝」という活動が項目とし

てあがっていろ。男子は川崎7.9％，静岡9.6％，鹿児品9.4％である。このデータについては

文化の差異を調査してみるとより社会経済的因子がはっきりとするのではなかろうか。ヂォ

フリィーゴラーGCC缶eyGorcrは「成長期の個人がｌＩｆびる役割は，文化の提供するものか

６ 



ら選ばれろ」と云い，オックウニイＡ､Ｋ・ＱＯｔｌａｗａｙは「EducmtionandSociety-Int1.0･

duc8iontothcSociologyofEducationl953」で「複雑な分錐中や所得に耕しい不均衡の

ある社会にはアメリカやヨーロッパの国々でIﾘlらかなようにい粉じるしい差典壱示している」

としている。しかし文化楽団の|狐ylLや持賀を111)とすることが困難であることも否定していな

いが人体において，」M(入，疏瀧，ｌＩ！(fr0言語洲1,i，（l:届の型，iiiiY1l習悩，衣１１１１，食zlT，身体

のくせ，結婚やﾀﾞkに対する態度，子供を養育する技術，蒙塵生jiUiの型，iMiiIF，ラジオやテレ

ビの好み瀞組，スポーツ，芸術的興味をみたす刀法，休暇をすごす方法ｊ価m1的態度とその

基ilA，宗教的信仰，政治観，社会的H1f心，人Llﾐの目的などの而からみても文化についての｣二

下のか雄Dの措標が許されていいのではなかろうか。かりに「手低」の時１mの多いいわゆる

文化種皮の遅れているところを下(１Ｍ文化という炎現が許されるとした場合に川崎についても

iWil町についても同械の理解の上に立つことができよう。川端では80％前後が工貝でしめられ

ており，その為母親の家内労働（主に手内職）が子供に対して「手伝」を必要とするよう竃生

活活動へおいこむのであろうし，iWi岡では90％I〕il後が農業であるため子守，その他の仕那が

季節的におとずれてくるのであろう。lAj児！;J6illillYiと同様である。（ここでIIL都市編はその瓢チピ

校透折している）性別の角度からながめると全体に男子の動的なものに対して女子の禰的灘I言１

があげられて糞１余暇時llHの活Ⅲhについていろ。これは活111,内容の１１M題かiiUi勤以iiilのlHl趣か

炎１余暇時llUの漏UMIについて

鷺liIM1lol，卜|,！｡Ⅱ|,|,．
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無
記
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動
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￣￣ 

について今後その究明を待ちた

い。自由時間について男女の相露
～夕

迎をみてみよう。表２は小，１１１８０
高校生について生活時間の中の

周１１１時についてiiM通されたもの

である。週日についてみてもＵｌ６０

らかに男女の相述がみられ，低

学年ほどその差がいちじるし４ｏ
い゜また休日では男女の鐙が一

個大きくひらいているのは家庭

のコントロールや地域社会の眼２０
を意識してか，活､１１が他に転与

されているための自由時1mの娘ｏ

少か，理由の断定はこの調在項

目からのみではむつかしい。活

､h以前の習慣化された生活活､ｈ

の問題，習慨が作ｂあげられてい届

グラフｌＩｌＵｌにおけるスポーツUU係１ｍ
の

目の光速段階における川女差

小
５

中
２

（
学
校
）

高
１
．
２

の問題，習慣が作ｂあげられている地域社会の文化的因子の彫響が大きいのではあるまいか。

ただ男女の'111における活動面での男女の相述は現状では男女ともに商学年にいくほど活動

（スポーツ的）が低下していることにおいかぷされてさほどIⅢ題点をこの調査からはなげかけ

ることはできない。社

会労働者の一般余暇時 表２小111高校生の筒111時間の活1IMIの性別比較

ilUや，小，中学INI期の （竹下休蔵氏）＿

貢哩ご｣鷺|鰯|下;ｗ:７|令÷

織り撫鬮11iｉ

学生の余暇時Ⅲの生活

時１１１１の中での規定はさ

ほどのむずかしさを感

じないが，高校生にな

ると余暇時Ⅲの内容，

規定に一般的規地では

税明できない内容を含

んでいるようである。

２）迎動の興味におＩ２）迎動の興味における男女差

皿､１１に対する興味がマス．。ミュニィケィシ罰ン（MassCommunication）の影鱒やスポ

ーツ活動自体の大衆性によってその度合が薇められているようである。表３の値をみてみる

と全般に運動に対する興味は闘いことがわかるが，この識ilUで「行うこと」の興味である点

特に注目をしてみたい。グラフ２とてらしあわせてみろと男子，女子ともに66％以上が「好

きという解答をしている。小学校の女子で「すきでもきらいでもない」といった解答に4o％

もの航を示しているところがあるが，特に文化との関係においての考衆がゆるされるならば

川崎の太田小学校（農村)，リNi岡韮山小学校（圏村）で72.7％，５２．０％の(iuを示していること

に親の期待が子供の皿助に対する態度老作りあげているのではない↑ごろうか，インタビュー
のときに親同志の（特に農村ではこの弧の話の似が多いとされているが）お茶のみのときに子供

８ 



友３ 通勤することのすききらいの性別比絞
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100 29.9 1５．８ 

３５６ 136 5２ １ 

０．１ 

25 

7.0 

男｜中
100 3８．２ 1４．６ 

の自慢話に花がさく，男の子であれば力仕事の手伝を女の子であれば子守などの手伝を，す
るような子供が学堆以上に賞織を受けるタイプの子供として型が作りあげられる。他との比
校はたえずこの点にしぼられると子供は親の期待を満足させてやろうと期待j、ウのふるまい
をしてくれる。……この文化様式が興味にも無関係ではないと考えられる。これらの点の留
意のもとに表３をみるとjili動に対する興味の男女差は性別においてはさほどの変化はみられ
ないし，年令との関係，特に第二次性徴期においても変化はみられない。低学年においては

(96） 

１００ 

8０ 

＋好きな方

195 

134 

274 

217 

161 

135 

6０ 

4０ 

2０ 

0 小
学
校
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中
学
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高

校
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又別の角度，すなわち体育指導との関連，自分のもっている技(Wi，経済的能力などが特に具
体的因子として作用している場合を兄のがすわけにゆかない。ＨＰＩ１枚程度になると通勤そのも
のに対する価値感がはいってくるようである。その要因として①溝IIU瞬間をほかのことを忘
れて，それにうちこみそのときはまったく「別の１１t界」にいることができる。②生活の余暇
をうずめる活動としていとなまれろ，③別の１１t界で能力をきそうことが興味をそそる場合，
のitIjiの変化，発展をたのしむなどの点についてあげられ，これらとのてらしあわせでjilmilI
としての行為が生れてくるものと考えられる，この調査からのみで推察がゆるされるならば
興味としての迎動の位置は高いということができようｎｆｊｒ定的立場のみをおうことに時とし
て非常な誤りをおかしている場合がある。このデータについてもきらいな因子も決してみの
がしていいものではない。「きらいな方｣と解答したものが女子で小学校4.3％，巾fy２校5.3％，
高校ｌＬ1％と徐々に上昇している点その理由についてはあとの設問で解答があたえられるが
一般的傾向と判断を下す二，三の例をここでは示しておきたい。レーマン（LchmanH.C､）
とウイッティ（Witty,P.Ａ､）は次のような盗料を提供してくれている。（炎４）
との遊戯穂目の変化が迎動の興味の低

炎４年令による遊戯菰目類の変化
下をきたしていると税明している。と

（Lehman,Witty） 
れは男女の性差をはっきりみとめてい

性
ろ実例としてあげられているがそのｎｌｌ

ｌｈについては自Iil遊戯（Frecplay）

と組織遊戯（Organizedplay）の関

係においてfF令が長ずろにしたがって

FrccplayからOrganizedplayと

してのSportへの移行がjiE動という

用語の規定の際にControlとなって

女性の興味を失わせている点を指てき

している。また現在のSport派動は

一般に個人競技から閉体競技へ移行し

つつありその中での人との協力に心理

的負掴を感じるものがあり女子におい

てとくにその傾向があると心理§jg者が

指てきしている点もみのがしてはなら

女ﾘ） 

3４．４４ 

３４．２５ 

３４．８９ 

３０．６５ 

4０．１１ 

８
９
，
皿
⑫
旧
川
胆
旧
而
肥
旧
如

38.45 

36.57 

32.29 

2８．３２ 31.40 

2６．３０ 26.48 

2３ 

２２ 

８５ 

．０４ 

2５．１３ 

２１．５９ 

1９．７７ 20.40 １
１
 

1８．３３ 

１９．９０ 

20.79 

19.39 

８．６１ 19.04 

18.59 16.40 

ない↑ごろう。この項日の結論を強いてつけるならば男女の興味におけるろ男女蓋はほとんど

ない，現在までともすれば活動の男女栄に対してよくi悦明づけられた「興味が女子にはない

んだ」「今後とも女子の活動はliiに）ごよ」とい=,士光ラノ<的因子とおも！)れ士一ﾉｳがくずれき
ったことであるっ

３）行う鞭の好きなlHillにみらるりｊｋ漂

炎５を参考にしてみてみるとり｣子では小学(｢でも問学{i;でも「野球」が第１位である□こ

れは雑木である投球動作のiilii11だけでもたのしまれるし，どんな形のでも興味が変らないこ

と，』歌校の体育教材として取扱っているところはほとんどみられないにしてもこのliliHの典

1床の度合いの高さは体育指導上にも無関心ではおれない。女子ではティームゲームとくに球
を媒介としたようなものが多い，男子においてＭ１川人IWilzlより|了１１体Fli目が好かれているが女

子においてもこの点についてはｌｌｌ様r[傾向をⅧ《している。又ここにあげられた１０穂｢1につい

1０－－－ 



表５することのすきな菰日活

JO9f 

１００９６１２２．２１７．５１７．６１６．３１６．０’５．６１５．４１３．７１２．８１】.７１２８．２１３．０

111 

学

､ＯＩＩ［ 

Ｃ
●
■
 

Ｄ
●
■
Ｂ
 

■
Ｄ
Ｆ
Ｃ
 、"U■

商

桟｜女ｌＨ５１８９１６３１６０１５９１３５１２４１２０１１８１１０１７１１４４１１７
]Oqら１１８

ても男女のniE1のＩＩＪにJR襖したものがあり男子の而目，女子のiiHEIとはっきりわけることよ

りもiIi万とも行える、目が好まれつつあるということができよう。又施設jnfulQ係が行う脈

F1の｣ZにCoIltrolになっている場合が２，３の例から考えられろ。まずこのiiM盃の時ＮＩＩから

して「水泳」の解標が大きな頻数を示しているのであるが，川崎や,Wi岡では0％である点プ

ールや近くに海などの琿境がめぐまれていないからだろう。この１１１１：lについても男女の錐が

少々みられることについてインタビューをこころみたら「更衣助所が敵い」「，j子の人だけ

で利用する」など学校で行う水泳についても施設用兵や人lll1UU係のⅢ子がＦｌｉｌ=lの上に彫慨し

ているiIirもある。ｆｊｔ校外の活､11場面，いわゆる家庭とのBLI係で行われるⅢulIの１１m三1としては

家腿のもっているjimlllj用兵の因子の影轡も無視できない。表６はその柵識したものの-.例で

あるが，これによっても行うことの煎目がControlを受けることもあるﾌﾞごろう。いやこの囚

子の大きい111が「することの好きな繩目」とこの変６とを比'股することによりそれがIﾘlらか

である。学校休行時の経験，家庭の逆動用兵職業と経済的因子が有形jIl(形でこのｒｌｌｉ目避拘束

しているようである。しかし男女の孤目の１Ｍにほとんど鶉述がｉＷめられ敵い点（以iMIのよう

に）体育指蝉上男子についても女子についても取扱上のff料として生かしていけるのでは雄

いだろうか，各削較で体育のカリキュラム作成の時の体育の折導者のiKi感的ﾘj女の理解は用

兵剛入や施投の不術のMi充などにも作用している?lＩの例もみられろ。女子学1kや，女子指導

1１－ 
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変６地域職業別にみた家庭のjilmUI用具（竹之下，坂口氏）

Jlni 
ili蝋|;鶉
小布施(製半)'73.8

釣

地
域
鰍
菜

グ
ｎ
ｌ
プ

ポ

と
ぴ
ぷ
わ

パ
ッ
ト

『
＆
ツ
・
卜

メ
キポ
ー
ル

ス
ボ
ン
ジ

ス
ケ
ー
ト

プ
ケ
プ
ー

プ
ニ
ス

二二

4§ 

J1［ 竿ノレ

:|蝋 ::::|： 
#5.5172.4 鬮報篭|雛’

▲
甲

－
，
戸
一
一
■
や
。

●
■
己地
域

鯛

ｌ
 

識
菜

薯
ｉ
 

■
■
●
印

７
３
４
８
 

１
４
３
４
 

１
１
１
１
－
１
 

５
２
６
３
 

■
白
●
●

２
７
９
３
 

３
２
１
３
 

０
０
０
０
 

】８．２

0.6 

32.7 

33.3 

農菜ClIi）

工菜(、)(川）

会#I:公務（;Ni）

会社公務（Ⅲ）

4０．５ 

２２．２ 

４５．６ 

３７．０ 

1２．７ 

6.2 

13.0 

３．７ 

15.117.1 

;:１２蕊
３．７１１４．８ 

(数字は各地域，職梁川にﾌﾞﾆいす愚削合）

変７このごろどれぐらいjlnlhをしますか
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薪は特にこの点に対して瓢ましい]M1解の｣:に)):っ士喚求をカリキュラムの111におりこも・べき

であろう。

４）突際のjuhluIにおける唾合いのlU女兼

斐７は匹介をiiilの興味やIili側から池1,1の概念を肢IiMilf撒に理解させたあとに行ったIi1Mi1f結

采である。学校におけるものは授業時におけるii1illi1lを除いて休憩時，屈食時，放撫後遊対象

としたものである。小fjと枝で男女差20％，｢l1fj４校で4.0％,iWi枝ほとんどない，といった雌を

しめしている。iwi学I'；にいくばど「めったにしrj:い」のI「[がふえている。こｵLはＮＩＩｲ(のとこ

● 
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ろで税【ﾘＩしていたと思われるが，特に女子において活動が低1〈していることについて，興味

と実際の活IIliとのこの相迎点の因子究明が必1挺とされるところである。この因子の具体的内

容については次の設問で具体化をまちたい。「たびたび」とゆうjIIl｣についてほとんど男女の

１１６に相述がみられないが，これは']と枝がり1kの｣:に対等の文化をAgUDている“卜nであるから

ではなかろうか。いわゆる121分をとりまく友人uU係や|川錨のり)次のl1lj柄における干渉が以liil

ほど多くないのではあるまいか．この点について駄授のｉｌ:会`]ぞ(TheSociologyo｢Tcaching）

の著者WilIardWallcrはその111で「学校はその*H神において1ﾉdUllから灘ﾘ然と1)<111されてい

る，そこでⅢ![Iの文化がfjっていく……」とあるが１１jと枚の機能がこのようにqlIjI1i的機能を保

ち文化的退洲をまｵ』かないようであるとjI1礎的ｉｌ:会に対して－－瀞近い－番]、製な役ilillをもつ

！]を校築間としては望ましい形であろう。又｣仇子｢1斗の野ﾉﾉもある，兆・Ｈｆ制度になったときに

Ｊ１稲に心配された能1Jについての心配はみことふきとんで，ｿj子におとらない能ﾉJをしめし

ていることは火,illi的事象として人きな成果をｵjさめている。リニ:校外のnW勤についてみると]と

技1ﾉ｣とは対称的に男女差がはっきり現われている：すなわちＩたびたび」jilnmlをする荷が小

`]2校で男子53.1％，女子30.2ｚで約23％の雄がある－，１１１`]とでもIOzIiI後の'１１血がみらｵしるが，

，rlj等学校にゆくと20杉近くの飛述がみられるこれは二PfL1されﾌﾟﾆﾛIiではあるが，’『迄比較的

uj次の差が興味や欲求のＪ１腸でみられなかったのに`】身校外という興味から趣味に移1jするＦｉｌｌ：

Ｗｌに特に１K喫な位置をもつとおもわれるこの部分のこの活動状況は人いな問迦幽餓をもやす

必要があろう『：特に非物?〔的文化の彫騨の大きい!』Ｉが，父勿,諭物liT的文化について６地域的

文化のH1述がこのような影響を及ぼしているのかもしれない。ノＭ上枝におけるｿｊｋ叢は「手

Ｌｕなどが次子には多く作)I]しているようであるし，１１１学校inj呼学校では時111Ｉ的１N子や，人

llu的因子が多く作ﾉﾄﾞjしているようである。１１;(|利については次の’没1Ａ１でIﾘＩらかにするが，第二

次性徴期以後，特に地域によってこの差がはっきりでているところがある点，拘束の因子が

その地域ﾄﾞ|:会（Community）のil1MiやCuLurcpattcrnとの１１M係をもっていることがうな

づけよう。グラフ３をみると，
グラフ３迎助をUzjったにしKEい（学校外で）

'11学よりもlnj枝の万が男女の雄（Pdノ
がいちじるしく女子の活動の価７０

下がめﾌﾞごっている。小松川i}'6校６０

は来駈(の下１１１Jに位置している為

75巧もの尚＊を示しているが，５Ｏ

これらについては日本全体と４ｏ

してのPubIicparkやCI1ild

parkなどのイ《足による活動の３０
低下があること，特に女子の為２０

の施設がおくれた状態にある

}ﾋﾞ{画の特徴のせいかもしれな’ｏ
い…たﾌﾞごこの施投)i}よLや時llUのo

lAI題がj1l(趣搬の|ﾉﾐlに必然的なも

のなのだと思いこみやすい危'塊剖
fkがiui動を↑ｊ〕以ＩＭＩにｃｏｎｌｒＯｌｔ

となっているのではないかとI<jjf

う点を指てきしたい白
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５）ilnKhの欲求におけるllj女蓬

活HHIに土いする欲求は人'１０の欲求の中でも生理的な欲求としての位腿づけをもっている。

カリフォルニア大学のHctl1crinytonC.Ｗ,)は年令による欲求の変化と活､hの男女とものＵＥ

下について考案をこころみている。ＮａｓｈＪ.B､によると，第４グラフのように大筋活励必喫

lIflluの税Iﾘjをしていろ。これら心理罰鋼の考索も考慮しながらiiilの被ＩＨＩにおける，「ときど

き」と「めったにしない」理由についてここ
グラブ４年合川必墾大niiiiFimhlllilllj（Nash）

６
５
４
３
２
１
０
 

（
時
川
） で欲求が商学年にゆくほど減少しているのか

（これは現在の活､b状旭が規緬で心理学的拷察の

I1iだでもない）について明らかにしてみたい。

炎８によると学校内についても先ほどの考案

では比較的男女の鐙述はＩＨＩ題祝しなかったが，

それでも女子は蘭学112にゆくほど「したいが

できない」とうったえている，その理｢l｣に女

子は廠校では「時lllがない」“､8％，人lIUIm

係的因子すなわち「机手がいない」など28.0

と蘭率を示している。小学校においても''1学

校においても男女ともかなり「したいができ

ない」と答えている凪子の低学年では①施投

H子である。女子の人lAIUU係的因子の111で④

,「１１１手がい虻い」などの理山をあげている。

5女子は桜木，韮111,字WHなど農村の小学校

３６９１２１９２５３５５０￣･－－．－ｕ～－－ 

（年令）ない」と答えている

川只Bll係であるのに対し女子では①人|ⅡIljM係lIjlH子である。女子の

「ﾘj子がじゃまをする」が一審多く，つづいて⑧「１１１手がい虻い」jこ

この場合「男子がじゃまをする」と解答している女子は桜木，韮111,

表８逆mlJの少い理由
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に多い点家庭における列女の3M係を充分把握する必典がこの考茶の際必要とされろ。’11`雛に
おいては男女とMtjiill1j1MJLMU係と時間関係がその因子としてとりあげられ勉強江どにおわれ

て巡IHlIがコントロールされているものと思われる。１鞍校lAlのしたいができｉｎ:い]ql1lllIII，人1Ⅲ

UU係について低学fl:では「男子がじゃまをされる」と'0)う形のものが高学年では「ｲ刊乎がな

い」といった蘭学１１§ではさほどの地域社会の彫辮を受けていない点,無条件にとりいれる幼ｿ凸

期の家懸教育の効』lLが現われる低学年とくらぺて，女子の毅鍵の蘭まりを意識していいので

はあるまいか。学校外において「したいができない」と鵠えているものが学校で男子53.5％

女子48.4％で女子で雌i朏不Iﾘjが20.7ccもある点大いに考噸の余地があろう。内容について出

子では施投)IjjMlll係,11$llUUU係が主な理山で束Bi(の小!]較特に下川Jのii1jli3小tj１校では「蝿Iﾘiが

ない」という収|ﾐlについて44.4％の値を示していることは戎jWiとゆラ独得の地域蝿境の影僻

であろう。川錨の桜木小!:j塑校やlililIYHの韮111小学校は農家がそのほとんどという環境から「手

仏が多い」「Ⅱ:耶が多い」「餓刈でできない」「W｢'､11$稀でできない」など地域文化特有のコ

ントロールのあることがうかがえる。女子については１１$llIIlkl係がトップでその次に人ＵＭＩ係

が作用していることにｌＵ味を６湯たい゜具体的141審として「勉強で暇がない」「手し《が多い」

「相手がいない」などがあげられ特に韮I[lでは64.3％が「乎仏」のためにできないとのぺて

表９できないｎＩｌＩＩＩ
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いる，男子の「手低」は9.1％であるのに比べて女子に対するとの因子の働きかけが大きいこ

とがうかがわれる。東京などでは「相手がいない」「勉強で暇がない」「おけいこがある」

などの因子にくらべ農村地方ほど「手低」「用具がない」などの因子が作用している点文化

的差述の影響を感ずる。中学校では男女ともに施設用具関係，時Illl関係がその拘束因子とし

てあげられる。「手伝」の因子が男女ともii1i岡〆長野，lHj児島に多いのは小学校とともに社

会経済的因子としてみのがせない。「近所の人が変な目でみる」といった解答をしているの

が艮野で7.9％あるのはIⅡ村や農村における周囲の目を趣議して行動しなければならないとゆ

う前近代的女性の位置づけを感ずる。又東京の下町でも「親にとめられる」といっている女

子がある点（男子にも山村などであるが）親の経験した文化集団と子供の文化集団との相違がこ

のような調査結果をだしている。高等学校の男子では「勉強で暇がない」「時間がない」など

の因子が40.7％，「場所がない」「用具がない」が24.6％，女子でも「時間がない」が49.1

％で男女の理山における相述はあまりみいﾌﾞごせないが高等学校になると女子の刀に「近所の

人が変な目でみる」というのが東京，川崎，鹿児島にみられるのは地域果団における女子の

活動に大いするコントロールがどこにも1ＷＩＬていることをうらずけしているのであろう。

川崎の橘高校で「勉強や仕獅におわれる」というのが25.0％もいるが家庭斑境との関係およ

び勉強によるコントロールは男女ともに進学，枕職とのBLI連として現代のﾈ}:会問題として解

決をまつ以外に方法がないﾌﾞごろう。全般的にいえる躯は低学年では施設用具関係の影響が大

きいのに比べ高学年では時間関係の因子が大きい。男女の1Ｈ１においては低商学年を問わず時

間BM係の因子（手伝が多い，勉強で暇がない時１Nがない，勉強や11:事におわれる，など）が

多く作用していることがこれらのデータではあきらかである。この解決には先述した事であ

るが，「…社会染団は習悩と道徳との面における正しい行為の模範を作り上げるものである。

全体として地域社会にはそれに相応した一般標準というものがある，しかし男でも女でもい

わゆる「よい子である」という考え方は最初に家族集団において学ぶものであって，この考

え方は一つの下位文化あるいは階級などの中でかなり異なったものとなっている。″正しい”

行為と扉惑い行為”とにBQするM1習はモレス（Morcs）として知られているが，社会jl&ＩＪＩの

異なるにつれてそれらに著しい差異のj,iLられることは，複雑な現代社会の特性である。これ

は一部には今もなお存在する階級差によるものであり，一部にはわれわれの文化の価lid標準

が急速に変化することによるものである……」というOttoway,の言葉が何かを物語ってい

るようである。

６）政治，実業，芸能，スポーツ関係における関心度の男女差

興味と関心は密接な関係にあるものであり，実際の活動がこれらのものに大きな影響を受

ける鋼は論を待たない。関心度が教育の度合いや，マスコミ関係の影響でたえず変化するも

のであるが同一時における文化の因子の比較は無意味ではないであろう。この調査は政治，

実業家BQ係を第一グループとして20人仙Ⅱ}し，第二グループとして芸能関係20人抽出し第三

グループとしてスポーツ関係20人について知っている度合いを調査したものである。グラフ

５は中学生についての解答である。政治，実業関係については比較的関心度が低い。男女間

においてもそれほどの差述は見あたらない。芸能関係については一般の想像と同じように女

子の万がやや関心度が高い。この二つの分野にくらべスポーツljU係をみてみると，男子は１９

点に頂点があり平均して関心度が高い。これにくらべて女子は他の二つにくらべると関心度

は高いが男子とは大きな差迎がみられる。これらは学校におけるカリキュラムの影響が大き

1６－ 



いと思われるが，テレビの普及率の高い現在この鑑迎は大分変ってくるであろう事が予想さ

れる。高等学校の方になると''四'学校と大分変ったlidを示している。政治関係では男女ともだ

いぶたかい値である，男子の万がやや関心が尚い・芸能BLI係ではやや女子の万が高く，スポ

ーツでは男子は相当irHい１Kを示している。商校では全般にIlAI心度の分野別の相迎はみられ狂

いが，スポーツ関係に大きな変化がみられるが'''４雅校のときとＭじような理｢１１も考えられよ

う。又この値が体育据導時の男女の取扱いの問迎点となっているかもしれない。

７）男女それぞれに適した運動

逆動がしたくてもできない理山に同箪の男女関係における囚子が含まれていたが，リj子に

適当と思う孤目には男子に対する期待像が含まれているだろうし，女子に対する期待も女子

グラフ５政治，芸能スポーツにおける関心庇及び』川女蓬（中学校）

（
人
数
）
、１
 

女政治関係
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一一~

に適した種目としていくらグラフ６政治，芸能，スポーツにおける
′￣、

か表オフれてくる↑ごろう｡性鐡関心瞳及び男女鑿(高等学校）
による社会的役割の差異が￣

迎動郁目にも影響を与える５０

例が実証的に示されてい

る。男子に適当な煎目では40

1ﾉﾘ女とも同じような菰目が３０

あげられている。高学年に

いくほど団体種目があげら２０

ｵしている点で強いてとりあ１０
げられろ点であろう。女子

に適した種目をみてみよ

一女政治関係

一・一女芸能関係，
－－女スポーツ関係
_男政治関係
－．－男芸能関係Ｐ
－－男スポーツ関係 ノ

ｉＪｌｊ(nBwへ上／y： 

鎚入
、

<シミ

塁ﾆｲﾕ人舞
●｡■･ 

－－軒二・両へ
ロー～

０２４６８１０１２１４１６１８２０ 

滴う。ここでも男女の違いはへ
（点数）

でていないが，サッカーを‘

教材として使われる東北地方ではサプカーに対する評価の皮合いが変ってきている点なども

考慮し，この項目の結論は他の角度から１Ｍ｣をむけてみたい。不適当な献目における男女差

炎１０男子に適当な種目運動

無不
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表11女子に適当な煎目運動

Ｉ 
Ｚ】Ｔｌｆ２
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刺I曰
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弦要
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中 男’４１２

０ 

１１００ 

５８ 

１３．９ 

20 

4.3 

12 

2.9 

10 

2.4 

５ 

１．２ 

４ 

１．０ 

４ 

１．０ 

4 

1.0 

３ 

０．７ 

３ 

０．７ Ｍｎ 学
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3.4 
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１１ 

２．３ 

】0

2.0 

７ 

１．５ ;；81;:， 

8調査したのであるが，無記不明が多すぎたために染計を行わなかった。

８）運動をおこなう時，特に女子であるために不便を感ずることがあるか，大人達の考え

一般で不便を感じないか。

この間には「ある」と解答したものはわずかであるが，その内容にはかなｂ資爪な意味を

f↑んだものがある。参考のために次の炎12にそれを表わしてみよう。

結果的には運動のできない理由と|可じようなものになってしまったが，文化的遅滞，特に

ﾉﾄﾞ物質文化のおくれはあらゆる方面にその大きなコント｢'一ルをおよぼしている事を知らな

げｵLぱならないだろう。一般社会の影響としての傑女のくせに，，とか拝運動より家の仕事を

しろ”などの考えが周囲をうるおしており活動できる実際の場面における障害の大きさをも

のがたっている。父兄の考えにおいてもこの頃の女子のスポーツについての考えで係どちら

ともいえない,，といった含みをもった解答をした父兄が多く男子との活動の差異を生じせし

める面接の影禅者（特に父親）が身近にいることである。これらの両親の思想は一般に明治，

人Ⅱ:のものでありその現実との叢異を悪に結論ずける例も少<ない。以上のことがらから女

子は好子にくらべてﾈI:会的要因を非常に多く受けそれが活動のChanceをうばいその結果は

実際の活動としては劣位のデーターを示せしひるのである。これらの要因は決してとりのぞ

くことが不可能なものでなくネI:会の変化に伴って順次消えていくものが大>１２である，それは
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階からの考察でもたえず文化的問皿がつきまとう現在，文化社会学や文化人類学に対する知

識の不充分さが考察の段階で大きなギャップに広ｂ正しい理解ができなかった点大きな反省

UlJ項である。体育馴麟の巾が非瀧に広がりつつある現在真の体育耶難中の列女のjilmul場而の

みにとどまるつもりでも相当にせのびをしてしまったために一つとして結論を得られなかっ

た。しかし糸口をつかむ歌はできたと信じるし，これをMotivationとして一生をあせらず

に少しづつデーターのつみかさねをやっていくつもりである。CaSCStudy的にして指導法
との関迎でみたbする内に次の段賊への手がかりをつかみたい。研究技術についてもインタ

ビューの技術をも少し研究してみたい。その２では服裟と述砒の関係をまとめてみることに

したい。

参考文献

①「妬人菖」ペーペル1927

②「人皿の歴史」安田御太郎1952

①食と性の発燭

、日本人の超巌

⑥女の全盛時代

①「社会的人、鐘」油水幾太郎1954

。「社会調壷の技術」村田宏雄他1955

②「社会心皿学」安倍博志1956

,「社会心理学」澗水鍵太郎１９５７
⑦「日本の女性」和敬森太郎１９５８

③「アメリカの女性」坂西志保１９５０
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⑨「学校築団」石山術平訳1958

⑩「現代文化の教育」露座教育社会学Ⅱ1953
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⑫「1,1人と社会の心､1学」加藤千代司他19”

⑬「教育と社会学」田辺薄利奴1955

⑭「文化人奴序説」横田随一1953
デニルケム

⑬「野价と迦徳」田辺寿利１９５１
ニルスト・ユンガー

⑯「文明について」高榧義孝訳１９５５

⑰「if年心皿学」望月轍１９５１
⑬「新しい人、形成の体育」佐々木等１９５８
，「女性の職粟」新妻イト１９４９

J･F･ウイリアムス
⑳「体育の凪理」川村英列択１９５５
⑳「保他体育学諭座」日本体育学会１９５５
，FullEnjoyment,ｂｙＮＯ｢mnn,Crosby1948 

A.Ｋ､Ｃオックウニィ
②「教育と社会」柵永安神祇１９５９

②TheThcolPyorPlmy,byElmcrDMitcloCIl8md 
②「体育心理学」松井三雄1959
⑬「現代女性醗座」７，松醐栄一１９５６
②「現代女性諏座」６，金子栄が１９５６

ゴールデン，ワィザー鞠
②「文化人類学」米林薗男択１９４９

リースマン

、「孤独唖乙1W衆」佐々木徹郎訳1955

bcmnrdD･Mnson、1934.

－２１ 



－－ 

糸結びテストに見られる指先の器用さの

年令的発達について

藤沢キミエ

太ﾛ圏子

１．月的

家庭科のようにnI1諭と災習との両面から，生徒の余人的な指導遊必要とする敦科では’理
解力の発達のみならず，jilmUl能力殊に手Ｉ間の働きの苑迷をｌｌｌ(視することは11}来ない。
これまで心理1強でいわれて来たように，発述の嘘んな時IDIにこそ効果的､:学習が行われる

ならば，尚史のことその発達の麟柧をIﾘIらかにして，それに立脚した教材研究が行わｵしなけ
れば雄らないであろう。

これまでにも手慌の器)ⅡさをilUﾙﾋﾞする方法としては，職堆適ｾI:検狂の-.総として，或いは
その他の目的のために数１mの検在法があり，災際にも利用されて来たのであるが，これらの
刀法は，大概特殊な検査器JLを必要とし，時|Ⅲ的，労力的にも棚当の負拠となって,ｊｒかな
か実施しにくい点があった。今ｌｌ１l我々は,liiiI1iに，しかも客観的な盗料を多数得られる一つの

方法として，糸結びテストの実施を試みた。これまでに小・中・ini・大ij4等のｌ主として女
生徒壱対象として火施したＹＨ料遊６とにして，次のような納采が11｝られたのでここに柵!;す
る次第である。

２．テスト方法について

良さ10ｃｍに切り揃えた赤のもめん糸遊，机｣ｪに並べておいて，一定時1川を限りこま結びに
よってつなぎ合わせて行き，そこに完成された結び目の数を数えるのである。それとIiil時に
左右にH1いて解ける不完全な緒ぴ'三1の数も数えることとした。緋び目の数によって主として
ht的な能力が，また解ける結び|:1の数によって，ゼimな能力が見られるの竃はないかと考え
たのである。

３．結果および考察

（a）結び'三Iの数について

まず５分ＩＨＩの｣2ildのテストを行い，（Ⅱi人別にその紬ばれた総日数を数え，こｵLを染iⅡして
グラフに描いてみた。鰯ｌ炎および節ｌ図は当附屈I1my:枝・商等学校女(上徒をはじめ,､その
他の各0雅校にも依1Wi火施したものの1雛111)111平均１１１[および標iIu側護をふすものである。節２例
は附帆111.i11校各学''二毎に分riiIIlI線をＭ１いたものである。第１図でみると

小・'１１.il9li・大学の全ＩⅢ1ⅡIをjmじて，緋ぺる散の平均,i(が次第に1Nして行く慨IiUがjii』られ
る。そして木だ？f料致の少ない小⑰雅校時代のことははっきり耐えrfいが，IlIfj紋より大q誰ま
で，特に|引江っ士発進をする11＃IⅢというものはi栂めらｵLなかった。

この発達の状態を，例えば握力の発迷の状態に比べると，発達の限界に逸するI聯jluがＨ１当
遮いものであることが推察される。これは糸結び作兆がi1IIi乖折光の比較的jilI1やかな1lnjさを必

2２－ 



要とする点から当然のことといえよう琴

またこの糸結び作業の能力を数的に学111で比I|唆してみると，例えば''1学】年と商校］年で

は同じ５分'１１１に紬べろ数は約1：1.3のllill合であり，高校１年と大学`lIuI化では，約181.5

のwU合である。このことは当然のことながら毅付のjiij択や時11u数のiid当，また作IwMの`|v価な

どに当って１１１当考Mi【すべきであることを永唆するものといえよう。

更に考えられることは，この発述が大学時代まで始んと直線的に続くものであるというこ

ととiill純のIlljlIHとのUU係である。このような細やかな指先のIljlIとを必要とする作業は，むし

ろ発述の全期11Mを皿Ｕ，不断に徐々にそのAlll純を必要とするといえば高い過ぎであろうか。

次に節２Ｍの各ﾂ塗年分､了'''1線について1,Lろと，大体においてIi1間の者が多政をiLiめている

が，机当偶人鑪のあることがi鯉められろ。例えばIll13牧1年において，５分間に約306紬ぷ

ことのlⅡ来る濁もあれば，また一IjlIiか５，後しか緋ぴ111ない将もあるi，<であり，このこと

もlH導蒲としては充分考11Kを払う必要があるう。

節ｌ糞５分lHlに紬ぺる政のfI1令別Ali均１１Kおよび標iIIl佃差lＩ（
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第１図５分１mに紬べろ政の年令別平均脳および柧叩佃差
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５分１mに鮪べろ数の学年別分布1111線第２図
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（b）解ける紬ぴ１１について

以上締べろ政によって域的な発達およびIlJl人差を見て来たのであるが，次に解ける結び目

の数によって質的な発達および個人差を見ることとしたい。

一旦紬ん↑ご結び目が不完全で，左右に引けば解けるのはどのような原因によるのだろうか。
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これまでに考察し得たこととして，次のようなことがあげられる。

①たて結び蓮している場合

緋ぴ方を一応は知っているが，実際の折のm1j念は未だじゅう分に晋IH化されておらず，

時に|Ⅲ巡った糸の緋ぴ万をする。１

②左右の糸の引張り万がつり合っていない鰯合｝
どちらか一万はゆるみ加減で，どちらか一方はつり力11減の状態で結ばれたものlま糸と

糸との際擁而がじゅう分で虻<，３Iけば解けやすい。〕）

③全体として糸の締め方がゆるい場合

第３図は第１図と同じ対象において，解ける結び目の数が総結び目数に対し'0％以下の，

比較的確実性があると考えられる者の人数の比率を各学年毎に表わしたものである。

この図によれば，大体において低学年では確実に結べる者が比較的少なく，高学11§になれ

ば確実に結べる瀞の数が珊加して行く傾向が見られる。

また第４図は，各学年における全結び目に対する解けた結び目の総数を比率で表わしたも

のであるが，やはり第３１列と同じように，商学年に進むに従い確実となる傾向を示している。

第２変解ける結び目の比率および解ける結び目が10％以下の者の比率
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痢３閃解ける鮪ぴ目率が10％以下の者の率
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４２ 

第５図(a)および(Uは，同じく解ける緋ぴ目について，当附属中学校．商等学校女生徒の各

学年における分布1111線を描いたものである。即ち，総統ぴ日数に対する解けた結び目数が，

Ｏの者，Ｏ～10％以下の昔，10％～20％以下の背というように，９０％～100％の者まで11の段

陦に分け，それぞれの段階に属する者の人数を比率で表わしたものである。

これらの図で見ると，人体において学11:が進むに従い確実さを期す傾向が見られるのであ

るが，さらに瀞{し<見ると，例えば中学1年においては60％～80％解ける者の所に－つの111

が見られ''１２，１１４３とその山は右（確実性の高い万）へ寄って行っている。また中ｌにおいて

は，９０～100％HlJち締ぴ目が殆んど解ける街がiiIi6％近くあるのに対し，１１１２では1.3％，中

３以上ではその数はＯとなっている。

－２６－ 
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第５図(a）解ける紬ぴ日率の学年別分布曲線附属中学校
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－－ 

このようにして見ると,糸納ぴ作猫においては，１１１にその速さにおいてのみで虻<，雛リミ

さの点においても，年令と｣上に苑逸して行くことがわかるのである。．そして，ＩＨＩ人錐も速さ

の場合とlid様にⅢ当あるとみてよいといえ為．また発送の傾向としてＩ,,当H1§令が進ま』､:!)ｵL

If典にliiii突なものとならないことも1,Ｉ慨といえるようである。

iliこの確実さと速さとの関係であるが，各(Nil人について1iiLろと，相関UU係は殆どぷいもの

と考えてよいのではないかと思う。そして速さのﾉkiJ:、以上に，その人のM:橘や知能を反映

する率が多いのではないかと〕狐!されり』でい:いが，このことについては今後尚検iI几てみ

たいと思う。

４．結語

以上糸結び作業に見られるmilij・質的tk苑述および欄人差について述べて来たのであるが，

この能力が果してどのようなものと!'U係があるのか，例えば生れつきの素質的なものか，或

いは環境や教育によるものであるか，また緋樅や知能虹どとの関係はどうであろうか荘ど，

今後の研究課題としたい。

また，手指の器用さと-1ﾐIには荷っても，こｵしる分折すれば顧々の異なった要楽から成り

)>:って居り，この糸結びテストでは，家腿科において必要とする技能の中の－要索しかとら

え得ないのである。従ってさらに他のテストによる乎折の器用さのilU定も行ってみたいと諸

えている。

このようにして,；ささやかではあるが家庭科教育における参考溢料が提供ｌ,{来れば幸と考

える次第である。

’F1後に,この研究のために御懇切な御'伺導をｌｕつ北当余瓜女子大学家政学部の花岡利日教授ならびに御

jlll汀を｣i2つた文学部のjuⅡ蝉iH災教授に対して，；E北快<DII協力下さった各学校の方々に対して深ｌｌｒの測迩

を擁げる次第である。
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７，文部宵中学校，崗梛学校

職粟折導の手ぴき火磁と１１本Ⅱ：１９５８
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国
文
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じ
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し
い
文
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を
生
み
出

す
能
力
を
問
迎
に
し
た
。
こ
れ
は
、
個
人
の
文
体
と
の
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係
に
お
い
て
問
題
が

な
い
で
も
な
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が
、
広
く
こ
れ
を
鍋
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け
る
適
応
の
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魍
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こ
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で
き
る
の
で
は
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る
ま
い
か
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㈹
燭
、
特
に
対
者
の
意
織
の
項
で
も
、
こ
の
、
鯛
に
お
け
る
適
応
の
Ⅲ
題
を

と
り
あ
げ
て
み
た
。
敬
譜
の
使
用
を
厳
爪
に
折
瀞
す
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で

は
な
く
、
人
と
人
と
の
関
係
を
灘
職
し
て
、
表
現
に
お
い
て
、
そ
こ
に
高
い
人

間
性
の
流
蕊
を
見
る
よ
う
な
場
面
概
成
の
で
き
る
能
力
を
追
求
し
た
い
の
で
あ

る
。以
上
の
表
現
力
に
つ
い
て
の
考
察
は
、
今
回
の
資
料
の
読
み
の
中
か
ら
、
自

然
に
問
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化
し
て
き
た
も
の
を
な
ら
べ
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に
す
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な
い
か
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さ
ま
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ま
の
場

合
へ
の
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に
つ
い
て
は
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当
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を
欠
い
て
い
る
か
も
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れ
な
い
。
た
だ
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表

現
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導
の
困
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に
立
ち
む
か
う
べ
く
、
心
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み
を
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す
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と
い
っ
た
よ
う

な
意
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で
ま
と
め
て
み
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
ご
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表
記
・
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桑
・
文
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・
表
現
の
諸
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と
表
現
力
、
と
い
う

観
点
に
立
っ
て
、
「
高
校
生
の
文
章
表
現
能
力
に
関
す
る
調
査
と
そ
の
考
察
」

と
い
う
課
題
の
解
明
を
は
た
す
べ
く
当
校
生
徒
の
実
態
洲
査
を
通
し
て
、
一

調
在
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の
考
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の
過
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に
お
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方
法
雛
的
手
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に
お
い
て
、
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に
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す
べ
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点
の
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な
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さ
れ
る
の
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あ
る
が
、
と
も
あ

つ
の
予
伽
鯛
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た
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〔
六
〕
お
わ
り
に

れ
、
今
回
の
調
迂
と
そ
の
考
察
し
て
得
た
紡
采
を
第
一
次
的
な
も
の
と
し
て

今
後
さ
ら
に
調
査
の
目
標
・
対
象
・
方
法
を
拡
充
し
て
、
第
二
次
、
第
三
次
と

深
め
て
行
き
た
い
。

こ
こ
に
、
共
同
研
究
課
題
を
般
定
し
、
刷
繭
科
教
面
が
同
一
歩
調
で
そ
の
考
案

に
当
た
っ
た
こ
と
、
そ
の
緒
鯰
は
ま
ず
し
い
も
の
に
せ
よ
、
わ
れ
わ
れ
に
文
率
表

現
能
力
に
つ
い
て
の
新
し
い
研
究
Ⅲ
題
を
つ
ぎ
つ
ぎ
と
生
ま
せ
た
こ
と
、
さ
ら

に
「
満
校
生
の
文
章
表
現
能
力
」
は
単
に
箇
騎
技
術
の
学
習
指
導
と
し
て
の
「

轡
く
こ
と
の
学
習
指
導
」
の
み
な
ら
ず
、
ひ
ろ
く
「
聞
く
こ
と
、
賭
す
こ
と
の

学
習
指
導
」
な
い
し
は
「
読
む
こ
と
の
学
習
指
導
」
・
「
文
法
の
学
習
指
導
」
、

壺塗嘩隷瓢辨酎嘩辨繩魎絹漣蒔、》噸鑪辨」辨鉱飛舞叫魂麺塞稻つ一
こ函鯆協醗緋鶏識臘灘澱懸諒煙瓢繊→
れ
ろ
で
あ
ろ
う
。
．

（
な
お
こ
の
小
稿
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
昭
和
三
十
四
年
十
一
月
六
日
東
京
大
学
教
育

学
部
附
属
高
等
学
校
に
お
け
る
第
一
回
全
国
高
等
学
校
教
育
研
究
大
会
に
お
い
て
樋
教

宮
が
代
表
し
て
そ
の
概
酪
の
発
我
鞍
行
っ
た
。
）

識
者
の
ご
叱
正
を
得
、
改
善
に
資
し
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。



－－ ￣ 

表
現
力
に
つ
い
て
の
わ
れ
わ
れ
の
評
価
は
、
主
観
的
、
総
合
的
な
榊
価
に
は

じ
ま
り
、
つ
い
で
、
難
み
手
の
立
場
に
立
っ
て
の
評
価
を
、
こ
の
茂
料
の
場
合
、

「
論
旨
」
と
「
説
得
力
」
と
し
て
観
点
を
定
め
て
行
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、

こ
の
評
価
項
目
は
他
の
資
料
の
場
合
は
ま
た
異
っ
た
も
の
が
立
つ
べ
き
で
あ
る

』
っ
。し
か
し
、
こ
の
採
価
法
は
ど
こ
ま
で
も
、
挑
み
手
と
し
て
の
受
け
と
り
方
で

作
文
の
批
評
を
す
る
と
い
う
態
度
を
は
な
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

作
文
指
導
に
お
け
る
評
価
の
意
義
は
、
こ
う
し
た
、
文
芸
作
品
を
、
批
評
家

が
評
価
す
る
の
と
同
じ
で
は
な
い
と
思
う
。

む
し
ろ
、
挑
み
手
の
立
勤
か
ら
一
飛
剛
し
て
、
表
現
者
の
立
鰯
に
立
ち
、
（

た
と
え
そ
れ
が
臆
測
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
も
）
内
部
機
柵
の
欠
陥
を
自
覚
的

に
見
川
し
て
ゆ
く
よ
う
な
評
価
態
度
も
、
指
導
の
立
場
か
ら
は
必
要
で
あ
る
と

考
え
る
。
川
に
し
ば
し
ば
、
「
指
導
の
立
場
で
」
と
い
う
こ
と
ば
を
用
い
た
の

は
、
こ
の
怠
味
に
お
い
て
て
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
こ
の
調
盃
の
考
諜
を
と
お
し
て
、
表
現
力
の
か
た
ち
を
求
め
て
き

た
の
で
あ
る
が
、
終
り
に
の
ぞ
ん
で
、
い
ま
一
度
列
挙
し
て
み
た
い
と
思
う
。

ま
ず
、
Ｈ
表
現
過
程
の
タ
イ
プ
の
項
で
は
、
主
題
決
定
の
早
さ
、
明
確
さ
、

深
さ
の
形
で
あ
ら
わ
れ
る
斐
現
力
が
認
め
ら
れ
る
。
沸
く
前
の
し
ご
と
が
早
く

で
き
る
こ
と
は
主
題
決
定
の
早
さ
の
点
で
は
す
ぐ
れ
て
い
よ
う
が
、
明
砿
さ
深

さ
の
点
で
は
心
ず
し
も
瀧
に
す
ぐ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
む
し
ろ
老
え
な

(七）

再
び
、
表
現
力
の
呼
価
に
つ
い
て
－
結
語

が
ら
書
く
タ
イ
プ
の
方
に
、
締
采
的
に
は
明
確
さ
や
深
さ
が
出
て
く
る
こ
と
は

考
察
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
指
導
の
立
場
で
は
、
一
方
に
掴
せ
ず
、
作
者
ご
と

に
欠
陥
に
即
し
た
助
言
が
与
え
ら
れ
る
よ
う
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。
（
た
だ
し
、

こ
れ
は
か
な
ら
ず
ひ
と
り
ひ
と
り
折
導
せ
よ
と
い
う
の
で
は
砥
い
）

．
ま
た
主
題
の
深
ま
り
と
い
う
こ
と
に
は
、
反
省
力
の
深
さ
も
必
要
な
条
件
で

あ
る
。
猪
突
盲
進
的
な
表
現
で
は
な
く
、
足
も
と
を
た
し
か
に
か
た
め
た
も
の

で
あ
る
こ
と
を
さ
す
。
し
か
し
、
反
省
が
つ
よ
く
て
主
皿
が
よ
わ
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
と
き
は
、
文
意
が
あ
い
ま
い
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
と
き
は
、
挑

般
段
階
で
手
を
入
れ
る
か
、
思
い
切
っ
て
響
き
直
す
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
自
問
題
把
握
の
タ
イ
プ
の
項
で
考
察
し
た
こ
と
も
、
や
は
り
把
握
の

た
し
か
さ
に
つ
い
て
の
表
現
能
力
で
あ
っ
た
。
青
年
の
文
章
に
斜
向
性
が
認
め

ら
れ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
あ
舷
が
ち
背
年
だ
け
で
は
な
く
。
む
し
ろ
成
人
の

文
茄
に
こ
そ
よ
り
複
雑
な
斜
向
性
が
見
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
問
題
を

把
握
す
る
角
度
が
ど
こ
に
あ
ろ
う
と
も
、
そ
の
立
場
に
正
し
く
足
を
お
き
、
正

確
に
問
題
を
把
握
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ま
た
傾
聴
す
る
に
足
る
発
言
と
な
る
こ

と
も
あ
ろ
う
。
た
だ
、
心
の
傾
き
の
ゆ
え
に
、
故
意
に
川
皿
把
搬
を
さ
け
た
よ

う
な
も
の
は
い
た
だ
け
な
い
。

㈲
表
現
方
法
の
タ
イ
プ
の
項
で
は
、
理
蹟
化
、
抽
象
化
す
る
力
と
、
形
象
の

把
握
力
と
か
浮
か
び
あ
が
っ
て
き
た
。
こ
う
し
た
生
活
蝋
実
に
立
っ
た
意
見
の

表
現
に
あ
た
っ
て
は
、
小
実
の
溜
識
の
上
に
立
っ
た
理
論
の
展
川
、
理
鎗
的
窓

味
を
内
包
し
た
具
体
的
形
象
の
把
纏
が
有
力
な
説
得
性
を
持
つ
も
の
と
思
わ
れ

－
一

ろ
。

3５ ￣ 



学
校
作
文
と
い
う
も
の
は
、
え
て
し
て
、
こ
と
ば
の
場
と
し
て
の
必
然
性
が

な
く
、
文
章
の
た
め
に
文
章
を
か
く
と
い
う
作
業
に
な
り
易
い
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
。
し
た
が
っ
て
学
校
で
作
文
を
課
し
て
も
、
実
生
活
の
こ
と
ば
の
場
に
お

い
て
ど
の
く
ら
い
役
立
つ
か
が
疑
わ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
高
校
に
お
い
て

は
、
作
文
を
課
さ
な
い
こ
と
の
弊
が
、
実
生
活
に
お
け
る
作
文
力
不
振
に
あ
ら

わ
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

今
回
の
作
文
は
、
学
校
長
の
投
げ
か
け
た
問
題
に
対
し
て
、
学
校
長
に
Ⅲ
答

す
る
と
い
う
性
格
を
も
っ
て
い
て
、
比
絞
的
、
こ
と
ば
の
場
が
は
っ
き
り
し
て

い
る
の
で
あ
る
が
、
面
接
校
長
に
手
紙
や
意
見
謀
を
出
す
の
で
な
く
、
担
任
牧

官
の
手
に
作
文
の
形
で
川
す
の
で
あ
る
か
ら
、
や
は
り
な
ま
な
ま
し
い
、
場
の

意
識
が
相
当
殺
が
れ
て
い
る
こ
と
も
邪
実
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
文
が
、
校
長
に
対
し
て
答
え
る
と
い

う
意
識
を
、
ど
の
程
度
表
現
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
調
査
し
て
み
る
こ
と
に
し

た
。方
法
と
し
て
は
、
敬
語
な
い
し
敬
意
表
現
（
時
に
は
敬
意
と
は
反
対
の
方
向

を
示
す
と
し
て
も
）
を
と
り
あ
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
文
に
そ
れ
が
ど
う
い
う
ふ

う
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
か
を
し
ら
べ
て
み
た
の
で
あ
る
。

わ
れ
る
の
で
は
欺
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

前
川
ヘ
ー
ジ
の
災
は
学
咋
別
性
別
の
統
計
を
示
す
園
な
お
複
合
文
体
の
円
弧
け

を
も
あ
わ
せ
て
示
し
た
。

(六）

場
、
特
に
対
者
の
意
識

’ 

な
お
学
作
別
、
性
別
に
分
類
す
る
と
次
炎
の
よ
う
に
な
る
。

そ
の
結
果
は
次
表
の
通
り
で
あ
る
。

Ｆ
｜
表
現
が
不
完
全
で
あ
い
ま
い
な
も
の

Ｅ ， Ｃ Ｂ 

Ａ
一
蝿
鏑
唾
鋼
汕
〆
校
奨
に
答
え
る
と
い
う
意
識
鞭
は
っ
き
り
表
現
一
蛤

敬
沿
を
使
用
し
て
い
る
が
、
真
意
は
む
し
ろ
そ
の
逆
川
を
意
図

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
も
の

場
の
蔵
識
は
あ
る
が
、
敬
愈
表
現
を
故
意
に
き
け
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
も
の

敬
意
表
現
は
な
く
、
甥
の
迩
識
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
ず
、
ロ
己

中
心
に
作
文
し
て
い
る
も
の

文
軍
の
一
部
に
敬
締
も
見
ら
れ
る
が
、
場
の
窓
識
は
か
な
り
う

す
れ
て
い
る
も
の

ｒ
ｕ
 

Ｆ
‐
Ｌ
 

酔
凶
】
｜

’
菫
Ｆ
Ｆ
』

３ ８ 2８ 1３ 
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対
話
体
の
も
っ
と
も
多
い
の
は
、
こ
の
作
文
の
性
質
が
、
校
長
の
識
話
に
対

し
て
答
え
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
論
税
体

も
同
様
江
耶
悩
で
あ
る
。
し
か
し
約
三
〔
凝
駿
Ｎ
が
独
語
体
で
あ
る
と
い
う
こ
と

は
、
学
校
作
文
と
い
う
も
の
が
、
こ
と
ば
の
卿
と
し
て
あ
い
ま
い
な
も
の
で
あ

る
と
い
う
挑
絡
を
見
せ
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
場
に
適
当
な
発
言
や
作

文
の
指
導
と
い
う
点
か
ら
考
え
さ
せ
ら
れ
る
問
題
で
あ
る
。

次
に
そ
れ
ぞ
れ
の
文
体
と
、
論
旨
・
悦
得
力
の
梛
価
と
の
相
関
を
示
す
こ
と

に
す
る
。

次
の
災
に
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
ど
の
よ
う
な
文
体
を
と
っ
て
も
、
内
容
の
し

っ
か
り
し
た
作
文
は
、
感
銘
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
と
、
そ
う
は

｛Ⅲ和Ⅶ‐‐‐‐－‐６－－－‐

豆
劉
一
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点
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低
く
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、
叙
郡
体
、
論
脱
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商
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い
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は
、
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は
り

と
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ｊ
 

・
五
文
体
の
タ
イ
プ

く

次
に
、
各
作
文
の
表
現
の
特
色
を
文
体
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

文
体
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
類
別
鞭
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
の

厳
料
の
処
理
に
あ
た
っ
て
は
、
紀
述
の
瞳
を
流
れ
て
文
体
の
形
成
の
囚
と
唖
っ

て
い
る
態
庇
が
、
文
体
と
し
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
耐
を
Ⅲ
魁
に
し
た
。
こ
れ
は

意
識
的
虻
糊
合
と
、
雌
迎
識
に
あ
ら
わ
れ
る
賜
合
と
、
さ
ら
に
雄
者
の
基
本
文

体
と
な
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
要
求
の
文
に
も
現
わ
れ
て
い
る
場
合
と
が
あ
ろ
う

目
的
に
応
じ
て
ふ
さ
わ
し
い
文
体
を
と
る
能
力
は
表
現
能
力
と
し
て
考
え
な
く

て
は
な
ら
な
い
。

そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
、
次
の
よ
う
に
四
つ
の
基
本
的
文
体
を
考
え
た
。

は
、
経
験
化
乢
休
化
の
傾
向
が
つ
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

な
お
、
そ
れ
ぞ
れ
の
タ
イ
プ
と
繍
旨
、
悦
符
刀
の
梛
価
と
の
関
係
は
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

、

３ 

Ａ
、
独
譜
体

つ
ぶ
や
き
の
文
体
で
あ
る
。
窓
凡
遊
の
ぺ
て
い
る
の
だ
が
、
だ
れ
か
に

話
し
か
け
る
と
か
符
え
る
と
か
い
う
遮
識
は
文
体
の
上
に
あ
ら
わ
れ
ず
、

ま
ず
自
分
中
心
の
ひ
と
り
し
ゃ
べ
り
と
い
っ
た
文
体
で
あ
る
。

Ｂ
、
対
話
体

右
と
は
反
対
に
、
相
手
に
話
し
か
け
て
い
る
と
い
う
意
識
が
つ
よ
い
文

体
で
あ
る
。

Ｃ
、
叙
馴
体

と
れ
は
恵
児
を
の
べ
る
と
い
う
怠
識
の
怖
苅
な
文
体
で
あ
っ
て
、
川
に

耶
が
ら
を
の
ぺ
る
こ
と
に
中
心
を
お
い
た
と
い
う
文
体
で
あ
る
。

Ｄ
、
総
税
休

こ
れ
は
、
意
見
の
朋
即
に
、
一
般
的
満
悦
の
形
巷
与
え
て
い
る
文
体
で
、

特
定
の
人
に
話
し
か
け
た
り
答
え
た
り
す
る
の
で
は
な
く
、
多
数
の
人
に

む
か
っ
て
論
じ
説
く
と
い
う
口
ぶ
り
の
文
体
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
基
本
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
実
際
の
作
文
で
は
こ
れ
ら
の
複
合
し

た
も
の
、
と
い
う
よ
り
は
、
文
体
的
佃
性
の
あ
い
ま
い
な
も
の
が
見
ら
れ
る
が
、

大
半
は
こ
の
四
つ
の
雑
木
型
に
分
繊
さ
れ
た
。
次
に
そ
の
数
を
示
そ
う
。

Ｊ
 

備
考
円
の
数
字
は
上
の
数
字
中
に
ふ
く
ま
れ
》
。
他
の
文
体
の
要
素
お
」
あ
わ
せ
持
つ
も

く

の
の
数
。

Ｂ
｜
対
話
休
一
偶

Ａ
ｌ
独
捌
体
一
四

(13） ０２） 

Ｃ
ｌ
叙
邪
体
－
８

Ｄ
一
識
税
体

1８ 

(２） (５） 

3２ 



￣ 

も
ち
ろ
ん
、
斐
現
方
法
は
多
角
的
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
一
剛
を
あ
げ
て
、

全
体
と
す
る
こ
と
は
不
当
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
名
作
鮎
の
糞
現
を
み
れ
ば
字
ひ

な
そ
れ
ぞ
れ
に
多
少
の
傾
向
が
あ
り
、
そ
の
瓢
似
傾
向
の
も
の
を
染
め
て
、
タ

イ
プ
に
よ
る
分
孤
を
行
う
こ
と
も
ま
た
呵
能
で
あ
る
。

こ
の
資
料
の
扱
い
に
お
い
て
は
、
そ
の
一
つ
と
し
て
、
理
論
化
、
抽
象
化
賦

向
と
、
経
験
化
、
具
体
化
傾
向
２
－
つ
を
基
準
と
す
る
表
現
方
法
の
タ
イ
プ
と

し
て
分
け
て
み
る
こ
と
に
し
た
。

こ
の
溢
料
で
あ
る
作
文
に
郷
せ
ら
れ
て
い
る
Ⅲ
腿
は
、
絲
川
は
「
砒
徒
の
先

生
に
対
す
る
礼
を
い
か
に
す
べ
き
か
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
求
め
る
と
こ
ろ

は
「
意
見
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
単
純
に
「
こ
う
す
べ
き
だ
」
と
い
う

怠
兄
だ
け
の
Ⅲ
陳
で
は
、
打
力
砥
炎
現
と
は
敵
り
に
く
い
。
そ
こ
で
、
「
な
ぜ

」
と
か
、
「
こ
う
い
う
維
験
の
型
付
け
に
よ
っ
て
」
と
か
い
う
よ
う
虻
、
趣
兄

を
さ
さ
え
る
何
６
の
か
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
雛
論
文
的
傾
向

と
、
体
験
記
的
匝
向
と
が
生
じ
て
く
る
の
で
あ
る
が
、
中
に
は
識
論
の
興
味
や
、

体
験
の
叙
述
に
熱
中
し
て
本
来
の
目
的
た
る
怠
兄
の
万
は
あ
い
ま
い
に
な
っ

て
し
ま
っ
て
い
る
も
の
も
凡
受
け
ら
れ
る
。
こ
れ
は
方
法
に
お
ぼ
れ
た
と
い
う

こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
「

次
に
分
類
の
結
果
を
表
示
し
よ
う
。

Ｂ｜“鋼峰“”“繩諏準恥『“率い“繩呼蕊轆》中心に

2２ 

こ
の
表
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
当
然
の
こ
と
で
も
あ
ろ
う
が
、
男
女
差
は
か

な
り
は
っ
き
り
と
出
て
お
り
、
男
子
に
は
、
理
論
化
抽
象
化
の
傾
向
、
女
子
に

こ
れ
を
学
年
別
性
別
に
よ
っ
て
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

Ｆ
一
ま
つ
だ
く
爽
現
の
通
志
通
も
施
舷
い
も
の

3１ 



こ
の
た
び
の
資
料
は
、
問
題
が
礼
の
問
題
に
つ
い
て
の
校
長
講
話
後
の
答
申

で
あ
っ
て
、
生
徒
に
と
っ
て
は
日
稲
の
問
題
で
理
解
に
は
さ
し
て
抵
抗
が
な
か

っ
た
と
こ
ろ
か
ら
か
、
問
題
の
把
搬
に
あ
い
ま
い
肱
も
の
は
あ
ま
り
兄
ら
れ
な

か
っ
た
。
Ｂ
と
趨
め
た
も
の
は
、
識
餓
や
注
懲
を
よ
く
Ⅲ
い
て
い
な
か
っ
た
も

の
か
も
知
れ
な
い
。

こ
れ
に
対
し
て
、
先
生
に
対
す
る
礼
の
川
迦
は
、
現
代
の
人
Ⅲ
関
係
の
助
柵

の
一
断
面
で
あ
り
、
生
徒
の
こ
の
問
題
に
対
す
る
感
じ
方
に
も
柵
が
あ
る
こ
と

で
あ
ろ
う
し
弾
ま
た
、
こ
う
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
こ
う
い
う
形
で
作
文
さ
せ

ら
れ
る
こ
と
に
心
の
抵
抗
を
感
じ
る
気
持
が
一
部
に
は
当
然
起
こ
る
と
思
わ
れ

た
か
ら
、
斜
向
性
を
も
っ
た
答
叩
の
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
は
、
当
初
か
ら
予
想
し

た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
た
だ
こ
の
抽
出
資
料
の
場
合
は
一
○
軒
Ⅱ
に
満
ち
て
お

ら
ず
、
比
岐
的
少
な
い
数
字
で
あ
る
と
も
い
え
る
。
無
犯
名
の
作
文
と
も
虻
れ

ぱ
、
こ
の
率
は
さ
ら
に
燗
し
た
で
あ
ろ
う
と
Ⅲ
わ
れ
る
。
な
お
「
排
く
こ
と
が

な
い
」
と
一
行
だ
け
＃
い
た
白
紙
溶
案
も
、
こ
の
勘
合
は
斜
向
性
の
中
に
数
え

て
よ
い
と
も
思
わ
れ
る
が
、
し
ば
ら
く
Ｄ
と
し
て
区
別
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
。

さ
て
こ
の
斜
向
性
の
あ
る
作
文
で
あ
る
が
、
問
題
へ
の
と
り
く
み
方
の
方
向

は
と
に
か
く
、
そ
の
論
旨
や
税
得
力
は
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
て
い
る
か
を
次

に
示
し
て
み
よ
う
。 刑
』
ら
』
知
』
正

ろ
の
は
問
題
把
握
の
意
欲
が
つ
よ
い
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。

次
に
学
年
別
お
よ
び
性
別
に
分
類
し
た
表
を
示
す
こ
と
と
す
る
。

次
に
考
え
た
い
こ
と
は
、
生
徒
が
、
そ
の
表
現
老
ど
ん
粒
や
り
か
た
で
的
確

に
し
有
力
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

二
一
一
女
一
両
一
Ｗ

！
’
５
－
３
一
ｌ
’
５
一
３

Ａ
ｌ
Ｂ
ｌ
Ｃ
’
八
一
Ⅲ
－
０

鏑

(四）

|㈲
Ｉ 

表
現
方
法
の
タ
イ
プ

税
糾
刀

こ
の
女
に
兄
ら
れ
る
よ
う

に
、
斜
向
性
を
も
ち
肱
が
ら

も
そ
の
論
旨
や
税
得
力
に
は

比
粧
的
見
る
べ
き
も
の
が
あ１ 

3０ 



￣ 

表
現
力
の
考
察
に
あ
た
っ
て
、
次
に
と
り
あ
げ
た
い
の
は
、
表
現
櫛
が
炎
現

す
べ
き
問
題
を
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

商
校
生
の
文
京
を
挑
ん
で
、
し
ば
し
ば
感
じ
る
の
は
、
ま
ず
何
を
沖
い
て
い

る
の
か
が
よ
く
わ
か
ら
ぬ
と
い
う
孤
類
の
孤
抗
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
、
か
れ
ら

の
世
代
と
、
わ
れ
わ
れ
と
の
考
え
方
の
ず
れ
が
、
杣
互
の
理
解
を
さ
ま
た
げ
て

い
る
と
い
う
よ
う
な
覗
柵
も
な
い
と
は
い
え
な
い
が
、
す
べ
て
が
そ
れ
に
護
当

す
る
の
で
は
砥
く
、
そ
の
一
つ
の
ご
く
普
皿
の
原
因
と
し
て
は
、
Ⅲ
腿
把
蝿
の

あ
い
ま
い
さ
に
よ
る
文
怠
の
不
明
瞭
と
い
う
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
で
は
そ

の
あ
い
ま
い
さ
は
ど
こ
か
ら
く
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

第
一
に
は
、
問
題
に
対
す
る
理
解
の
不
足
や
経
験
の
欠
除
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

こ
れ
が
Ⅲ
題
把
搬
能
力
の
不
十
分
虻
要
因
と
な
っ
て
、
主
迎
の
決
定
を
あ
い
ま

い
に
し
て
い
る
賜
合
で
あ
る
。

第
二
に
、
反
省
力
過
剰
の
鋤
合
が
考
え
ら
れ
る
。
何
か
の
意
志
表
示
を
し
よ

う
と
す
る
と
、
す
ぐ
に
相
反
す
る
意
志
を
も
表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う

反
省
が
箙
者
の
心
中
に
生
ま
れ
、
諭
旨
の
低
迷
を
未
す
場
合
で
あ
り
、
心
理
的

塾
因
と
い
う
こ
と
も
で
き
よ
う
。

第
三
に
、
問
題
に
対
す
る
把
握
の
怠
志
の
醐
さ
で
あ
る
。
Ｈ
表
現
過
穏
の
タ

イ
プ
で
の
べ
た
、
Ｅ
・
Ｆ
等
の
炎
現
過
程
を
経
た
作
文
は
こ
れ
に
属
す
る
も
の

前
ペ
ー
ジ
の
炎
は
、
炎
現
過
程
の
タ
イ
プ
を
学
年
、
性
別
に
わ
け
て
銃
汁
し

た
も
の
で
あ
る
。(三）

問
題
把
魑
の
タ
イ
プ

で
あ
る
。

さ
て
、
第
四
に
、
満
校
生
作
文
に
お
け
る
も
っ
と
も
興
味
の
あ
る
傾
向
と
し

て
、
把
握
の
斜
向
性
を
あ
げ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
斜
向
性
と
は
、
把
握
す
べ

き
側
迎
に
対
し
て
わ
ざ
と
派
対
す
る
こ
と
を
さ
け
、
あ
る
角
皮
老
も
っ
て
か
か

お
う
と
す
る
態
度
を
さ
す
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
問
題
の
木
厩
に
は
あ
ま
り

関
係
の
な
い
議
論
を
し
た
り
、
問
題
を
故
意
に
さ
け
て
、
反
抗
心
無
関
心
や
、

理
由
ぽ
き
拒
否
の
態
腫
を
示
す
虻
ど
の
場
合
を
さ
す
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
炎
現
の
傾
き
は
ど
の
よ
う
な
心
班
を
韮
と
し
て
お
こ
る
の
で
あ

る
か
。
も
ち
ろ
ん
青
雌
期
の
不
安
定
な
竹
緒
が
、
そ
の
根
本
に
あ
る
こ
と
は
た

し
か
で
あ
る
が
、
そ
の
傾
き
に
は
、
一
応
問
題
壱
正
し
く
把
掘
し
た
上
で
の
意

識
的
傾
斜
の
勘
合
と
、
川
魍
の
理
解
に
つ
ま
ず
い
て
、
そ
れ
が
こ
の
よ
う
な
ポ

ー
ズ
急
と
ら
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
よ
う
舷
、
い
わ
ば
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス

か
ら
く
る
表
現
の
歪
曲
と
し
て
の
傾
き
の
場
合
と
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

今
、
こ
の
資
料
を
前
に
し
て
、
狂
者
各
人
の
問
題
把
握
の
タ
イ
プ
を
－
々
に

伽
だ
し
て
分
類
す
る
こ
と
は
容
易
な
わ
ざ
で
は
ぱ
い
。
わ
れ
わ
れ
が
あ
え
て
そ

れ
遊
拭
み
た
の
は
、
あ
く
ま
で
指
導
の
江
勘
に
血
っ
て
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
う

し
た
手
さ
ぐ
り
の
判
断
も
、
生
徒
の
反
省
の
一
助
と
も
な
っ
て
、
そ
の
表
現
力

を
高
め
る
た
め
の
手
が
か
り
と
も
な
れ
か
し
と
の
窓
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

￣￣ 

､卜

Ⅲ
皿
避
正
し
く
把
捌
し
、
そ
れ
に
正
対
し
て
い
る
も
の

8７ 
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で
あ
る
こ
と
な
ど
は
注

目
し
て
よ
い
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
表
現
過
程
の

タ
イ
プ
Ｃ
・
Ｄ
は
、
Ａ
Ｂ

の
複
合
形
式
で
あ
り
、

実
際
の
記
述
の
場
合
に

は
普
通
こ
う
し
た
形
で

あ
ら
わ
れ
る
こ
と
が
多

く
、
基
本
タ
イ
プ
Ａ
・
Ｂ

に
分
類
し
た
作
文
も
、

厳
密
に
一
門
え
ば
Ｃ
ま
た

右
の
女
か
ら
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
す
く
な
く
と
も
こ
の
資
料
の
範
囲
で
は
、

把
述
作
業
以
前
に
非
く
こ
と
を
き
め
て
評
い
た
タ
イ
プ
よ
り
も
、
沸
き
す
す
め

つ
つ
考
え
つ
づ
け
た
と
思
わ
れ
る
タ
イ
プ
の
方
が
、
読
み
手
に
充
実
し
た
印
象

を
考
え
た
こ
と
に
な
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
と
に
、
税
得
力
の
面
に
お
い
て
Ａ
評

価
を
得
て
い
る
も
の
が
タ
イ
プ
Ｂ
の
５
｜
師
に
対
し
て
、
タ
イ
プ
Ａ
は
４
ｍ

Ｂ
 
－
ｎ
－
９
 

Ａ
’
５
 

11 ノノノノ類型項目一

学年・性”ノノノノ，

計 三年 年 一年

1７ ５ 

100 3２ 3４ 

女｜男

繩
一
小
一
十
一
，
下

女｜男 ３７ ２１ 

|了１万
１－Ｉ 

5０１５０ 

４ ５ 

l】 1０ ４１５ 藷えながら

)詩きすすめ

ていった型

1６ 1１ 

９ ２１ 1６ ６ 

３７ ２１ 
書くこと翅

きめておい

(､)てから香ぃ
施型

６１５ 1５１２２ 

1１ 3７ 1２ 

は
り
と
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
Ｅ
タ
イ
プ
は
諜
く
こ
と
が
な
い
の
で
お
ざ
な
り
に
原
稿
用
紙
を
埋
め

る
と
い
う
、
課
題
作
文
に
は
よ
く
見
ら
れ
る
タ
イ
プ
で
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
タ
イ
プ
の

中
に
も
、
か
ら
く
評
価
す
る
と
Ｅ
タ
イ
プ
に
落
ち
る
も
の
も
当
然
考
え
ら
れ
る
。

な
お
Ｅ
タ
イ
プ
Ｆ
タ
イ
プ
は
、
む
し
ろ
、
与
え
ら
れ
た
作
文
の
し
ご
と
へ
の
と

り
く
み
方
の
問
題
と
し
て
次
項
の
調
査
に
お
い
て
考
察
す
べ
き
点
が
す
ぐ
な
く

な
い
。

結
論
的
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
表
現
過
程
と
し
て
の
初
稿
の
記
述
は
、
形
態

的
鍵
美
よ
り
も
内
容
的
充
実
を
摘
導
す
る
こ
と
が
ま
ず
た
い
せ
つ
で
あ
り
、
形

態
の
整
序
は
推
岐
作
業
に
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

きめたこと

避脅いてか

に)ら補足して

いった型

（Ｂ→Ａ型）

とにかく書
き出して，
そのうち，

一つの考え
(､が中心にな
って書きあ
げに型

（Ａ→Ｂ型）

2２１１２ ５１３ ８１４ 

８ 3４ 】２

１ 

ｌ
３
 

ｌ
ｌ
Ｉ
 

ｌ
２
 ２１３ 終始，あま

|に)b考えない
P 

lで書【１，に型５ ５ 

|＿ 

２ １ 響こうとい

(F)う意志のな

い型２ 】

－－－２８－ 



－－ 

と
が
必
ず
し
も
識
兼
以
前
に
用
意
さ
れ
て
お
ら
ず
、
出
た
と
こ
勝
負
に
歩
き
な

が
ら
考
え
よ
う
と
す
る
タ
イ
プ
と
、
耕
縦
以
加
に
、
藩
こ
う
と
す
る
こ
と
の
兄

皿
し
を
つ
け
て
い
く
、
考
え
て
か
ら
歩
き
出
し
た
と
い
う
タ
イ
プ
が
そ
の
華
木

型
で
、
そ
の
複
合
形
式
も
考
え
ら
れ
る
。
な
お
中
に
は
終
始
何
も
考
え
な
い
で

識
い
た
と
い
う
よ
う
舷
、
叩
な
る
文
字
こ
と
ば
の
空
し
い
行
列
に
兄
虻
さ
れ
そ

う
な
も
の
も
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
犯
述
の
背
蛾
と
猛
っ
て
い
る
雅
者
の
耶
枡

や
心
理
に
は
さ
ま
ざ
ま
の
場
合
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

次
の
衣
は
そ
れ
ら
の
タ
イ
プ
ご
と
に
あ
て
は
ま
る
と
判
断
し
た
作
文
の
数
を

あ
ら
わ
し
た
も
の
で
あ
る
。

右
の
糞
は
、
名
孤
馳
項
目
ご
と
に
、
生
徒
の
作
文
を
あ
て
は
め
た
わ
け
で
あ

Ａ
ｌ
考
え
な
が
ら
誹
豊
す
す
め
に
型

２１ 

る
が
、
生
徒
の
心
中
の
事
怖
に
つ
い
て
は
臆
測
に
す
ぎ
砥
い
か
ら
、
こ
れ
は
む

し
ろ
文
体
の
間
脳
と
し
て
と
り
あ
げ
る
方
が
妥
当
か
も
し
れ
な
い
た
だ
、
指

導
の
立
鯛
か
ら
す
れ
ば
、
主
題
の
、
設
定
や
把
掘
の
過
程
、
粉
想
柵
想
と
執
飛

記
述
の
関
係
な
ど
に
つ
い
て
婚
等
す
る
と
き
、
か
り
に
こ
れ
ら
の
作
文
が
右
の

よ
う
な
そ
れ
ぞ
れ
の
我
現
過
程
を
総
允
も
の
と
し
て
折
郡
し
て
も
、
は
虻
は
だ

し
く
妥
当
性
遊
欠
く
こ
と
は
唖
い
と
思
う
。

さ
て
、
右
の
表
の
数
字
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
資
料
の
場
合
は
概
し
て

一
応
執
飛
川
の
し
ご
と
の
で
き
て
い
る
も
の
（
亥
の
Ｂ
お
よ
び
Ｃ
）
が
多
く
、

七
一
軒
Ⅲ
に
お
よ
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
Ａ
（
考
え
な
が
ら
非
き
す
す
め
て
い

く
）
と
い
う
型
も
か
な
り
多
く
、
Ｃ
（
Ｂ
↓
Ａ
型
）
Ｄ
Ｒ
Ｉ
Ｂ
型
）
を
あ
わ

せ
肴
え
る
と
、
こ
れ
ま
た
五
六
軒
Ⅱ
を
数
え
る
こ
と
に
な
る
。

と
２
－
つ
の
基
本
型
は
、
表
現
過
秘
の
上
で
か
ぶ
ら
ず
し
も
た
や
す
く
優
劣

の
つ
け
に
く
い
も
の
で
あ
っ
て
、
執
筆
以
前
に
一
応
の
心
が
ま
え
を
と
と
の
え

て
譜
く
と
い
う
指
導
は
た
い
せ
つ
で
あ
る
が
、
実
際
の
氾
述
作
業
に
お
い
て
は

予
定
通
り
に
ゆ
か
ず
、
む
し
ろ
予
定
し
た
と
き
に
は
思
い
及
ぱ
駁
か
つ
尤
懲
味

や
主
題
の
深
さ
が
、
記
述
作
業
の
中
か
ら
湖
ざ
川
し
て
く
る
と
い
う
よ
う
な
賜

合
も
十
分
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
表
現
過
程
の
実
態
を
女
現
樹
の
Ⅲ

場
に
立
っ
て
折
灘
す
る
こ
と
が
必
要
と
思
わ
れ
ろ
。

試
み
に
、
右
の
基
本
型
、
Ａ
・
Ｂ
に
つ
い
て
そ
の
仕
上
が
り
の
効
果
が
読
者

に
ど
ん
虻
印
象
を
与
え
て
い
る
か
這
い
斐
現
力
の
評
価
に
お
け
る
論
旨
・
税

得
刀
の
梛
価
と
の
柧
関
に
お
い
て
凡
て
み
よ
う
。

2７ 



騰
旨碍
力

肥
述
魁

こ
の
鯛
盃
の
盗
科
で
あ
る
生
徒
作
文
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
推
破
の
仕
鞭

を
ほ
と
ん
ど
欠
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
肥
述
後
の
間
柵
成
な

ど
の
杵
と
頑
し
ば
行
わ
れ
て
い
ぷ
い
と
見
て
よ
い
で
あ
る
う
。
だ
か
ら
、
搬
破

作
難
に
よ
っ
て
完
全
に
躯
え
ら
れ
た
作
肺
に
比
し
て
．
そ
の
災
現
過
程
が
簾
川

し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
と
兄
ら
れ
敵
い
こ
と
も
な
い

と
の
浅
科
を
読
ん
で
感
じ
る
こ
と
は
、
生
徒
の
肥
述
態
肛
に
さ
ま
ざ
ま
の
タ

イ
プ
が
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
主
題
の
設
定
、
粁
想
、
柵

想
と
い
う
よ
う
な
、
い
わ
ば
、
端
雅
以
汕
の
し
ご
と
と
考
昴
へ
ら
れ
る
よ
う
な
と

(二）

表
現
過
程
の
タ
イ
プ

蛆
●
■

■
【
Ⅱ

2６ 



￣ 

こ
の
表
に
よ
っ
て
見
る
と
、
与
え
ら
れ
た
三
○
分
間
に
、
多
数
の
生
徒
は
五

○
○
字
な
い
し
一
○
○
○
字
の
記
述
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
股
頻
数
は
七
○
○

－
九
○
○
字
の
川
に
あ
り
約
四
○
軒
，
が
こ
れ
に
屈
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
中
に
あ
っ
て
多
く
の
字
数
の
文
を
し
た
た
め
た
者
が
、
果
し

て
有
力
敵
変
現
濁
で
あ
っ
た
か
は
ど
う
か
は
断
定
で
き
な
い
。
次
に
し
め
す
も

の
は
、
さ
き
の
繍
旨
悦
掛
力
の
郷
価
と
、
腿
述
枇
と
の
相
関
で
あ
る
。

こ
の
衣
か
ら
兄
ら
れ
る
こ
と
は
、
論
旨
、
説
得
力
と
も
に
、
細
述
砒
の
多
い

こ
と
が
た
だ
ち
に
そ
の
有
力
さ
と
む
す
ぶ
こ
と
に
は
な
ら
ず
、
い
ず
れ
も
八
○

○
字
疽
い
の
と
こ
ろ
に
Ａ
評
価
の
股
頻
数
が
あ
る
。
さ
り
と
て
、
記
述
鉦
の
あ

ま
り
に
す
ぐ
な
い
も
の
は
論
旨
の
点
で
も
、
説
得
力
の
点
で
も
有
力
で
は
あ
り

限
時
Ⅲ
の
三
○
分
は
、
決
し
て
十
分
の
時
Ⅲ
と
は
忠
わ
敵
い
。
し
た
が
っ
て

「
礼
」
の
側
題
に
つ
い
て
、
生
徒
の
い
い
た
い
こ
と
を
必
ず
し
も
い
い
尽
く
せ

な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
時
間
を
有
効
に
活
附
し
て
、
舩
耐
な
内

容
壱
表
現
し
得
た
も
の
と
、
元
来
の
思
想
の
寅
弱
さ
や
、
時
間
の
限
度
を
過
少

に
評
価
し
て
倣
か
の
記
述
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
も
の
と
の
間
に
は
表
現
力
の
差

を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
次
の
表
は
一
○
○
の
作
文
を
記
述

趾
に
よ
っ
て
分
け
た
も
の
で
あ
る
。

|半煽
５ 1101-1200字

1001-1100字

901-1000字

801-900字

701-800字

２
’
８
 

肥
一
皿
一
Ｍ
－
８
ｌ
７
ｌ
ｌ
ｌ
０
ｌ
ｌ

601～700字

501-600字

401～500字

301-100字

201-300字

】01～200字

100字以下

得
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
特
に
悦
得
力
の
場
合
は
．
六
○
○
字
以
下
の
文
に
、

Ａ
評
価
の
与
え
ら
れ
た
も
の
の
な
い
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

あ
る
極
度
の
記
述
鼓
を
も
つ
こ
と
は
表
現
力
の
要
素
と
し
て
、
こ
の
場
合
心
須

の
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

牡
お
、
次
の
我
は
、
論
旨
、
悦
得
力
、
肥
述
胱
に
関
し
て
、
学
年
、
性
別
ご

と
に
そ
の
柵
価
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
作
令
錐
、
川
女
鑑
遊
処
ろ
た
め
の
浅

科
と
し
て
掛
け
る
。

悦ｲリ力 」、ｌ;l

ilf価一〆
Ｌ－ｉｉ』述欣
‘120】－

mol～ 

1001-

901～ 

801～ 

701～ 

６０１－ 

５０１～ 

勤

Ｃ ， 

Ａ
－
３
ｌ
 

ｉ
ｌ
 

曲
’
一

ＤｌＣＩＢ 

Ａ
ｌ
３
ｌ
３
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｍ
－
ｌ
－
２
ｌ
４
 

」l-il-L

ｚ
ｌ
２
ｌ
ｌ
ｌ
Ⅱ
 

21-|＿ ２
’
昭
一
旧
一
ｌ
－
７

Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
 

５
ｌ
Ｉ
－
２
ｌ
６
ｌ
７
 

６
ｌ
２
ｌ
２
ｌ
７
ｌ
 

６
｝
Ｉ
』
２

畑
－
３

?｣－７１１［○Ｍ Ⅲ
Ｈ
川
［
〕
Ⅱ
Ｈ
〕

５
’
２
’
’
’
一
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ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
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’
５
’
’
’
’
一

一
一
』
’
一
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￣ 

301-
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－２５←－ 



す
な
わ
ち
、
こ
の
衣
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
評
価
肴
の
評
点
上
の
桐
人
兼
は

机
当
顕
将
で
あ
る
の
に
か
か
わ
ら
ず
、
個
々
の
作
品
ご
と
の
評
価
は
か
な
り
Ⅲ

近
い
の
で
あ
る
。
平
均
伽
銭
○
・
五
点
以
下
の
も
の
が
二
八
野
い
、
○
・
六
点

以
下
と
す
る
と
五
二
露
診
Ｈ
、
○
・
七
点
以
下
と
す
る
と
実
に
七
六
軒
Ｍ
、
一
点
以

下
と
す
る
と
九
八
野
い
の
作
文
が
、
そ
の
圏
内
で
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な

る
の
で
あ
る
。

以
上
の
数
字
は
、
表
現
力
に
つ
い
て
の
、
主
観
的
総
合
的
評
価
が
、
か
な
り

の
客
観
性
を
も
そ
な
え
て
い
る
こ
と
を
、
不
十
分
な
が
ら
指
示
し
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
も
っ
と
も
こ
れ
は
、
被
評
価
作
船
の
性
質
お
よ
び
程
度
に
も
よ

る
の
で
あ
っ
て
、
た
と
え
ば
詩
歌
の
評
価
な
ど
の
場
合
は
と
う
て
い
こ
う
い
う

ぐ
あ
い
に
は
い
く
ま
い
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
さ
し
あ
た
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
の
と

り
あ
げ
た
盗
料
に
関
し
て
は
、
わ
れ
わ
れ
の
判
断
に
つ
い
て
、
す
く
な
く
と
も

わ
れ
わ
れ
杣
互
に
お
い
て
多
少
の
判
断
の
共
通
性
を
実
証
し
得
た
か
の
よ
う
に

思
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

さ
て
、
間
脳
の
表
現
力
に
つ
い
て
、
総
合
的
主
観
的
な
評
価
は
く
だ
し
た
も

の
の
、
そ
の
要
素
や
柵
造
が
ど
の
よ
う
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
ど
う
評
価
し
た
ら

よ
い
か
は
つ
ぎ
の
仕
事
で
あ
る
。

こ
の
筏
料
は
、
校
長
の
提
示
し
た
問
題
に
つ
い
て
の
生
徒
各
自
の
意
見
を
答

申
す
る
と
い
う
性
格
の
文
で
あ
る
か
ら
、
大
体
に
お
い
て
諭
税
的
傾
向
を
も
つ

も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
さ
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
作
文
を
碗
ひ
と
き
の

態
度
と
し
て
、
一
応
次
の
評
価
項
目
を
設
け
て
み
る
こ
と
は
不
当
で
な
い
と
思

』
っ
。

い
意
見
が
多
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
（
な
お
Ｄ
ｌ
は
日
紙
答
案
で

あ
る
。
）

さ
て
、
次
に
、
右
の
諭
旨
と
、
説
得
力
に
つ
い
て
の
評
価
の
扣
関
性
を
し
ら

べ
る
と
次
の
よ
う
な
表
と
な
る
。

Ⅲ
作
文
に
述
べ
ら
れ
た
諭
旨
は
川
確
に
硫
み
と
れ
る
よ
う
に
神
か
れ
て
い

る
か
。

②
そ
の
所
説
は
ど
れ
ほ
ど
傾
聴
を
要
求
し
、
説
得
力
を
も
っ
て
い
る
か
。

わ
れ
わ
れ
は
、
と
り
あ
え
ず
、
右
の
観
点
か
ら
、
項
Ｈ
征
に
、
一
○
○
の
作

文
を
、
Ａ
・
Ｂ
・
ｃ
。
Ｄ
の
四
段
階
に
評
価
し
た
。
そ
の
結
果
が
次
表
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
論
旨
と
説
得
力
と
は
、
大
体
に
お
い
て
緊
密
な
関
係
を
も
っ
て

い
る
が
、
お
よ
そ
Ｌ
４
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
か
の
要
素
が
他
に
比
し
て
劣

っ
て
い
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

次
の
仕
躯
と
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
作
文
の
記
述
戯
に
つ
い
て
調
査
し
た
。
制

町
僻
一
Ａ
｜
，
一
・
丁

輪
旨
唯
説
禍
殉
の
評
儒
一
鶴
婿
”
癖
辮
岬
畷
泳
噸
得
辨
醗
細
繩
癖
僻
畔
嫡
叺
論

が
一
致
し
て
い
る
６
の
一
諭
帥
傭
砕
鉢
叫
銚
卿
坪
ｌ
礼
剰
Ⅵ
識
乢
刑
脈
熱
眺
誹
釧
剛
Ｉ
釧
鍬
ｑ

説
得
力

諭
局

7６ 

1４ 2６ 

５１ ４３ 

1４ 
30 

1 

3４ 

2０ 

６ 

こ
の
表
に
見
ら
れ
る
こ
と
は
、

諭
旨
の
評
価
に
比
し
て
、
説
得

力
の
評
価
の
点
が
か
ら
い
こ
と

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
一
応
筋
は

と
お
っ
て
い
る
が
迫
力
に
乏
し

・
（
な
お
Ｄ
ｌ
は
日
紙
答
案
で

２ 

４ 

２ 

2４ 



_ヨー

に
相
近
い
結
果
を
示
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
そ
の
評
価
を
示
す
数
字
や
．

記
号
に
ひ
ら
き
が
生
ず
る
の
は
、
点
数
や
評
語
を
結
び
つ
け
る
際
の
各
人
の
評

定
尺
度
の
相
典
や
、
郷
価
の
際
の
組
漏
虻
と
に
よ
る
こ
と
が
多
い
の
で
は
あ
る

ま
い
か
。

こ
の
洲
査
の
処
理
に
あ
た
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
地
江
ら
し
の
怠
味
で
ま
ず

次
の
よ
う
敵
こ
と
を
試
み
た
。
す
な
わ
る
、
流
人
の
教
官
が
、
琶
料
と
し
て
取

り
あ
げ
た
一
○
○
の
作
文
に
つ
い
て
各
自
の
拡
観
に
雑
づ
い
て
総
合
梛
価
を
行

い
、
も
っ
と
も
符
皿
と
見
ら
れ
る
も
の
を
七
点
と
し
て
、
十
点
法
に
よ
っ
て
採

点
し
た
。
こ
れ
を
盗
科
と
し
て
各
人
の
評
価
に
ど
の
程
嘆
の
出
入
り
が
生
じ
て

い
る
か
を
見
る
た
め
で
あ
る
。
そ
の
結
果
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

（
術
考
）
隅
離
仙
の
算
出
は
槻
祁
佃
溌
仙
の
坏
川
に
よ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
》
」
の
測

盃
で
は
概
酪
の
処
当
遁
つ
け
る
目
あ
て
で
あ
っ
に
の
で
、
平
均
佃
達
価
の
算
出
に
と

ど
め
た
。

四
一
Ⅲ

『
】

・
Ｒ
ｕ
】

■
椋
、
』

ｍ
ｕ
Ｆ
ｎ
Ｈ
ｈ
 

『
１
Ｊ
■
、
Ｈ
】

右
の
衣
に
よ
る
と
、
評
価
背
た
ち
の
梛
点
の
与
会
企
刀
に
は
、
机
当
な
佃
人
蓋

が
見
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
Ｂ
教
官
の
評
価
は
、
隷
点
の
分
布
慨
域
が
も
っ
と

も
鵬
く
、
ｃ
教
官
の
勘
合
は
、
も
っ
と
も
せ
ま
く
、
梛
地
点
じ
点
老
与
え
ら
れ
た

も
の
が
過
半
数
と
な
っ
て
い
る
。
平
均
点
の
岡
い
の
は
Ａ
孜
耐
と
Ｂ
孜
宵
も
っ

と
も
低
い
も
の
は
Ｃ
教
官
で
、
い
わ
ゆ
る
塩
の
あ
ま
い
先
生
は
Ａ
・
日
川
先
生
で
、

か
ら
い
先
生
は
Ｃ
先
生
と
、
平
均
点
の
耐
か
ら
は
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

し
か
し
佃
鑑
Ｍ
の
耐
か
ら
見
る
と
馴
慨
は
ま
っ
た
く
拠
る
こ
と
と
な
る
。
伽

錐
倣
の
も
っ
と
も
低
い
の
は
Ｃ
教
桝
、
も
っ
と
も
商
い
の
は
８
教
武
で
あ
り
、

こ
の
こ
と
は
、
Ｃ
教
樹
の
評
点
に
は
鑛
別
性
が
す
ぐ
な
い
か
ら
、
点
数
が
低
く

て
も
仲
間
が
多
い
こ
と
を
し
め
し
て
お
り
、
且
敦
官
の
場
合
は
兼
別
性
が
つ
よ

く
机
対
的
序
列
が
き
び
し
い
と
い
う
こ
と
に
虻
乙
，

ま
た
、
点
数
の
好
え
刀
で
も
、
Ａ
敬
腐
は
狐
亜
む
り
八
て
お
ら
ず
、
Ｃ
撒
常

は
九
点
以
上
を
与
え
て
い
な
い
の
に
対
し
、
Ｂ
数
滴
の
娚
合
は
ｎ
点
を
八
薪
、

九
点
以
上
を
一
五
猪
も
与
え
て
い
る
虻
ど
川
当
の
偶
人
兼
が
兄
ら
れ
る
。
（
な

お
０
点
を
あ
た
え
ら
れ
て
い
る
の
は
ｎ
級
を
川
し
た
荷
で
あ
る
）

右
の
よ
う
に
五
人
の
郷
価
濁
の
郷
価
法
に
つ
い
て
は
机
当
の
雄
が
処
．
ゆ
れ
る

の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
作
船
ご
と
に
比
岐
し
あ
い
、
あ
わ
せ
て
余
休
の
評
価
の

結
果
を
考
察
す
る
と
ど
う
い
う
こ
と
に
虹
ろ
か
と
い
う
と
、
そ
れ
は
次
斐
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。

、
■

』
、
山
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斐
現
力
を
川
題
に
す
る
に
あ
た
っ
て
、
改
め
て
こ
の
細
洗
面
料
の
性
桁
を
見

な
お
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

ｌ
、
こ
の
資
料
は
、
限
ら
れ
た
時
間
（
三
○
分
Ⅲ
）
の
作
文
で
あ
り
、
時
側

の
制
限
が
趣
け
れ
ば
、
表
現
内
容
は
質
赴
と
も
、
い
く
ば
く
か
の
変
更
が

あ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
挑
質
の
も
の
で
、
い
わ
ば
未
定
稿
で
あ
る
こ
と
。

２
、
し
た
が
っ
て
、
表
現
過
醗
と
し
て
、
推
破
、
浄
非
な
ど
の
作
業
が
欠
け

て
い
る
こ
と
。

右
は
、
洲
校
生
の
変
現
力
む
、
そ
の
一
応
の
完
成
段
階
に
お
い
て
考
案
す
る

こ
と
に
雄
ら
虻
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
ま
た
こ
の
費
料
に
は
淡
の
よ
う
な

期
待
も
持
た
れ
る
の
で
あ
る
。

１
．
時
間
を
限
り
、
推
破
・
浄
排
の
余
裕
を
与
え
な
か
っ
た
こ
と
は
、
第
一

次
表
現
（
初
稿
）
の
形
を
比
較
的
純
粋
に
露
呈
し
、
表
現
過
程
の
考
察
に

便
で
あ
る
こ
と
。

前
頃
ま
で
に
、
す
で
に
斐
現
能
力
の
要
因
と
し
て
、
表
扣
、
譜
錘
、
文
法
の

面
か
ら
の
調
査
考
察
の
結
果
を
報
告
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
項
で
は
表
現
内

容
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
表
現
力
の
問
題
を
と
り
あ
げ
る
の
で
あ
る
。
表
記
、

語
鹸
、
文
法
の
面
に
列
挙
し
従
さ
ま
ざ
ま
の
嵩
譜
的
つ
ま
づ
き
や
、
未
熟
さ
が
、

戒
ち
に
炎
現
内
容
そ
の
も
の
と
有
機
的
関
巡
を
も
つ
場
合
も
湾
え
ら
れ
る
点
で

総
合
的
淡
現
能
力
の
川
越
と
蘭
っ
て
も
よ
い
が
、
こ
れ
ら
の
而
と
の
一
々
の
側

辿
考
案
ま
で
は
、
こ
の
収
で
は
及
ば
雄
か
つ
た
。

〔
五
〕
斐
現
の
諦
机
と
表
現
力

ｊ
 

一
表
現
力
の
評
価

く

表
記
・
派
叩
難
・
文
法
の
Ⅲ
題
避
は
敵
れ
た
表
現
内
容
の
み
に
つ
い
て
の
斐
現

力
と
は
ど
ん
な
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
し
て
評
価
し
得
る
も
の
か

を
審
鶴
的
韮
準
の
も
と
に
的
確
に
示
す
こ
と
は
溶
易
で
舷
い
。

し
か
し
、
生
徒
甲
乙
丙
…
…
の
作
文
に
つ
い
て
そ
の
衣
輿
力
の
優
劣
を
直
観

的
に
向
い
を
も
っ
て
判
断
し
得
る
粉
合
も
す
ぐ
な
く
な
い
こ
と
も
那
突
で
あ

る
。
も
っ
と
も
こ
の
韮
づ
く
と
こ
ろ
は
椰
価
将
の
王
観
で
あ
り
、
そ
の
王
観
を

さ
さ
え
る
も
の
は
梛
価
者
の
能
力
な
り
哨
好
な
り
で
あ
る
か
ら
、
梛
価
に
評
価

者
の
川
人
鑑
を
生
ず
る
こ
と
も
当
然
で
あ
る
が
、
評
価
藩
た
ち
の
能
力
と
被
郷

価
作
品
の
厩
と
の
間
に
楓
当
の
落
差
が
あ
る
か
、
す
く
な
く
と
も
被
評
価
作
品

の
質
が
評
価
者
の
能
力
の
程
度
を
は
る
か
に
超
え
る
も
の
で
な
い
限
り
、
評
価

者
が
お
の
お
の
の
主
観
に
基
づ
い
て
行
っ
た
評
価
も
、
大
体
の
と
こ
ろ
は
互
い

お
よ
び
、
休
憩
時
Ⅲ
小
に
は
、
淡
現
内
容
の
発
想
や
柵
想
を
考
え
る
余
桁

が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
。
お
よ
び
、
淡
現
を
要
求
し
た
Ⅲ
題
は
、
生

徒
日
雅
の
問
題
で
、
し
か
も
結
果
的
に
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
関
心
度
の

相
当
商
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
。

以
下
に
示
す
縮
鯛
在
は
右
の
よ
う
な
条
件
の
も
と
で
の
こ
こ
ろ
み
で
あ
る
か

ら
、
不
十
分
な
点
は
削
り
引
い
た
上
、
こ
の
報
俗
を
見
て
い
た
竜
き
た
い
と
忠

っ
て
い
る
。

２
、
孤
述
時
Ⅲ
は
三
○
分
で
あ
る
が
、
邪
川
に
「
学
校
災
柵
概
後
、
柵
柵
に

対
す
る
所
几
巷
腿
述
す
る
」
と
い
う
指
示
を
与
え
て
あ
る
か
ら
、
洲
折
巾

２２〒
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敬
譜
の
亥
現
が
紅
い
ば
か
り
で
な
く
、
ぞ
ん
ざ
い
敵
も
の
は
二
騨
肘
、
商
二

の
野
子
二
渦
に
兄
う
け
ら
れ
る
。

以
上
は
「
敬
禰
の
斐
現
に
つ
い
て
」
の
溶
観
的
処
理
で
あ
る
。
「
敬
意
」
と
「

耽
総
の
使
用
」
と
は
、
敬
繍
法
本
来
の
性
桁
か
ら
は
、
一
致
す
べ
き
も
の
で
あ

ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
微
妙
舷
ず
れ
も
あ
る
し
、
幽
肉
症
使
い
方
も
あ
る
し
、
舷

鱒五表 鋪Ⅲ我
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注

ろ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
文
法
上
の
炎
現
能
力
は
か
な
り
あ
る

と
い
え
よ
う
。

以
上
は
た
だ
、
第
一
段
階
種
唆
の
調
森
・
考
察
で
あ
っ
て
、
研
究
の
第
一
歩

を
踏
み
だ
し
た
ば
か
り
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
ご
了
承
噸
い
た
い
。

８ ９ 

ｏ
文
法
に
徒
は
聡
い
文
東
を
背
く
肱
不
可
な
り
の
さ
う
い
ふ
文
載
を
雌
心
邨
は
頭
脳
通

浪
費
さ
せ
る
不
快
か
ら
鵬
へ
難
し
。

文
法
は
（
テ
ー
ー
ヲ
ハ
は
別
と
し
て
）
一
つ
の
約
耶
で
肱
肛
く
、
も
っ
と
概
木
的
な
も

の
だ
。
文
の
櫛
逝
が
文
法
に
令
肱
な
い
と
い
ふ
い
は
又
の
約
叩
鞍
無
視
す
る
邪
で
な
く

蚊
麟
の
柵
逝
を
無
視
す
る
収
だ
⑨
邪
近
だ
⑰
ｎ
分
は
文
法
を
少
し
も
知
ら
な
い
が
、
畝

脳
の
櫛
池
に
は
忠
尖
に
謙
か
う
と
す
る
。

○
そ
の
人
と
会
ひ
、
蹄
し
泥
あ
と
で
、
そ
の
人
の
文
硴
避
貼
る
と
、
文
舩
の
訓
子
が
砺

と
全
く
Ⅲ
Ｕ
で
あ
る
巾
遊
感
ず
る
。
（
汁
奥
鯉
よ
り
）

ilI 
(100人111）
】8％，

(50人｢１１）
１８％ 

(50人中）
１８％ 

511$Jh1il’１ｍ 
８１ 

(100人中）
８１９６ 

鍵
lｉｆ 

るなＺＥを２１：６１M〔られ怠
なかと１１Ｍ知いう灘のるど
らろもしら力＞一・はみのこ
ぱうオj：てＺＫらつ文窯がろ
、かる、い敬７１１法観尖か
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例
先
生
は
故
生
先
生
の
こ
と
避
い
わ
れ
窟
し
犯
が
、
芋
佼
の
先
化
に
も
｝
人

一
人
満
足
に
あ
い
さ
つ
で
き
な
い
６
の
く
や
は
り
鯉
刈
だ
と

思
い
寵
す
が
、
圃
分
の
ク
ラ
ス
に
こ
ら
北
北
先
生
ぽ
け
で
も
す
る
べ
き
だ
と

思
い
ま
す
。

八
も
の
、
と
「
、
」
を
い
れ
る
と
恵
味
の
と
お
る
場
合
も
あ
り
友
紀
上

の
不
注
意
と
も
と
れ
る
が
、
前
後
の
関
係
か
ら
は
「
に
は
」
を
い
れ

る
方
が
よ
い
と
思
う
。
Ｖ

ｉ
「
か
ら
」
に
つ
い
て

「
か
ら
，
｜
の
奴
凧
で
わ
ず
ら
わ
し
い
も
の
。
（
１
）

例
再
、
そ
れ
莚
す
る
小
に
よ
っ
て
助
け
ら
れ
る
か
ら
し
た
か
ら
で
あ
る
ｃ

Ａ
炎
現
の
巧
拙
の
Ⅲ
腿
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
Ｖ

終
助
洞
の
娯
川
は
一
つ
６
兄
当
ら
な
か
っ
た
。
又
の
性
絡
上
、
終
助
孤
が
あ

ま
り
Ⅲ
い
ら
れ
な
か
っ
た
せ
い
も
あ
ろ
う
。

ば
お
、
誤
り
の
性
格
が
一
面
的
で
耶
純
な
も
の
と
、
二
面
か
ら
湾
え
ら
れ
る

よ
う
な
も
の
と
が
あ
る
。

例
え
ば
「
私
に
は
思
い
ま
す
」
と
い
う
の
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
述
識
の
誤

り
と
も
、
助
詞
の
誤
川
と
も
と
れ
る
の
で
あ
る
。
八
「
に
は
」
を
生
か
せ
ば
思

わ
れ
ま
す
と
す
べ
き
で
「
思
い
ま
す
」
を
生
か
せ
ば
剰
織
凶
思
い
ま
す
と
す
ぺ

き
で
あ
る
。
Ｖ

二
面
か
ら
考
然
で
き
る
誤
川
は
、
川
緬
「
が
」
の
例
２
．
３
、
「
と
」
の
例

な
ど
で
６
ふ
れ
て
お
い
た
が
、
注
趣
巷
製
す
る
弧
０
で
あ
る
と
思
う
。

Ｂ
敬
語
の
表
現
に
つ
い
て

ａ
全
く
敬
語
表
現
の
な
い
６
の
一
七
聯
Ｈ
〔
第
三
表
参
照
〕

男
女
比
は
男
子
が
女
子
の
二
俗
以
上
。
商
一
一
一
の
男
子
が
七
人
、
一
七
》
・
》
別
中
、

七
礫
Ｈ
を
占
め
、
商
三
男
子
と
し
て
は
Ⅲ
三
・
八
塀
Ⅶ
が
敬
識
友
現
を
し
ぶ
か
っ

た
こ
と
に
虻
り
も
っ
と
も
多
数
で
Ｈ
だ
っ
て
い
る
。

ｂ 

敬
鍋
炎
現
の
あ
る
６
の
八
一
甥
引
（
第
四
変
参
照
〕

イ
、
全
休
に
文
体
が
て
い
ね
い
で
、
先
生
に
対
し
て
敬
語
巷
伐
っ
て
い

る
も
の
、
三
二
》
シ
ト
。

ロ
、
大
部
分
が
て
い
ね
い
な
文
体
で
、
先
生
に
対
し
て
敬
語
を
使
っ
て

い
る
も
の
、
三
一
野
Ｍ
・

ハ
、
文
体
は
杵
迩
で
、
先
生
に
対
し
て
の
み
敬
譜
を
使
っ
て
い
る
も
の
、

一
八
野
宅

口
・
ハ
で
は
雌
譜
我
現
の
況
乱
が
処
え
る
も
の
が
あ
る
。

第
五
衣
の
よ
う
に
敬
舗
斐
現
は
女
子
の
万
が
多
く
し
て
お
り
、
高
学
年
の
万

が
少
い
。
高
一
・
溺
二
で
は
男
女
差
が
少
く
、
高
三
は
多
い
。
筒
三
男
子
が

い
ち
ば
ん
少
く
、
高
一
女
子
が
い
ち
ば
ん
多
い
。

第三表
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の
で
あ
る
が
、
（
後
酪
）

ｂ
、
「
に
」
に
つ
い
て

。
「
に
」
の
脱
落
（
５
）

例
ｌ
、
お
じ
ぎ
な
ん
か
し
な
い
で
お
こ
う
と
い
う
気
か
さ
き
く
で
て
く

る
。
（
謡
体
な
ら
使
用
さ
れ
て
い
よ
う
。
）

例
２
、
ど
ん
な
先
生
く
で
も
校
外
で
は
も
ち
ろ
ん
、
校
内
で
も
、
出
会

っ
た
時
の
黙
礼
、
朝
夕
の
ア
イ
サ
ッ
な
ど
火
か
し
た
と
と
が
な
か
っ

た
。
八
「
に
」
が
な
い
と
訊
解
を
生
じ
る
。
Ｖ

例
３
、
自
分
の
ク
ラ
ュ
に
こ
ら
れ
た
先
生
く
だ
け
で
も
す
る
べ
き
、
八

「
に
」
が
な
い
と
誤
解
を
生
じ
る
。
Ｖ

・
「
に
」
と
杵
く
ぺ
念
も
の
（
２
）

例
、
先
生
方
針
廊
下
な
ど
で
川
あ
っ
た
時
、

ｃ
、
「
を
」
に
つ
い
て

。
「
を
」
と
聾
く
べ
き
も
の
（
６
）

例
ｌ
、
筒
か
ら
徳
に
身
に
つ
け
る
。

２
、
燕
が
使
わ
な
い
。

３
、
帥
散
心
と
城
じ

４
、
今
川
一
日
『
四
一
生
肌
命
が
ん
ば
ろ
う
と
す
る
机
に
、

。
「
を
」
の
脱
落
（
３
）

例
、
私
達
の
先
生
に
対
す
る
態
吹
く
と
り
あ
げ
て
、
八
緬
休
な
ら
こ

れ
で
よ
い
が
。
Ｖ

ｄ
「
と
」
に
つ
い
て

。
「
と
」
と
排
く
べ
き
勘
合
（
２
）

例
、
今
川
の
お
締
で
あ
っ
た
か
、
は
ず
か
し
い
な
ど
『
Ｙ
行
わ
な
い
人

な
ど
、
八
「
で
」
を
生
か
す
な
ら
、
は
ず
か
し
い
な
ど
“
Ｎ
Ⅷ
川
劉
醐

で
、
と
で
も
す
べ
き
で
あ
る
Ｖ

・
「
と
」
の
脱
落
（
２
）
（
加
後
の
文
か
ら
活
体
と
は
と
れ
な
い
場
合
）

例
、
其
の
礼
俄
で
あ
る
く
言
ろ
。

ｃ
「
で
」
に
つ
い
て

。
「
で
」
と
杵
く
べ
き
鋤
合

例
、
生
徒
か
ら
擶
夙
矧
蒙
っ
た
ら
礼
を
し
て
も
ら
う
。

ｒ
「
も
」
に
つ
い
て

。
「
も
」
の
脱
落
（
２
）

例
、
向
こ
う
の
反
応
が
牡
か
つ
た
な
ら
ば
何
の
役
に
く
立
た
虻
い
で

は
な
い
か
。

ｇ
「
は
」
に
つ
い
て

。
「
は
」
の
脱
落
（
２
）

例
、
そ
ん
な
剣
持
の
後
の
あ
い
き
つ
く
ど
う
し
て
も
ぎ
こ
ち
な
い
。

（
鏑
体
と
と
れ
な
い
場
合
）

。
「
は
」
と
神
く
べ
き
勘
合
（
４
）

例
ｌ
、
お
礼
を
し
て
向
こ
う
が
知
ら
ぬ
顔
な
ら
、
何
と
こ
れ
以
上
き
ま

り
の
わ
る
い
こ
と
が
な
い
。

例
２
、
そ
の
人
の
心
捌
わ
か
ら
な
い
が
、

ｈ
「
に
は
」
の
脱
落
（
１
）
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ｂ
可
能
励
例
の
楓
川
（
１
）

例
、
こ
う
い
う
叩
に
も
洗
怠
し
虻
け
れ
ば
虻
ら
な
い
の
は
当
然
の
こ

と
で
あ
る
と
剛
利
ま
ず
。

回
形
容
詞
連
用
形
の
誤
用
（
１
）

例
、
劉
鰔
づ
て
も
Ａ
多
く
て
も
Ｖ

㈹
刑
洞
呼
応
関
係
が
よ
く
な
い
も
の
（
３
）

例
、
酬
い
そ
う
で
な
い
冷
た
い
あ
い
さ
つ
は
し
な
い
方
が
ま
し
で
は

な
い
か
と
い
う
こ
と
だ
。

同
披
統
澗
（
接
続
の
関
係
の
頂
で
ふ
飢
允
。
）

㈱
助
鋤
綱
換
川
・
脱
落
（
４
）

Ｉ
１
１
 

例
、
ｌ
雛
い
た
様
の
顔
。
２
、
し
な
か
っ
て
も

３噸”辨謎い“趣錘齪垂鍔潔池鍜陣蕊趨このような小には
真
に
そ
う
あ
る
く
と
老
え
て
い
る
。
Ａ
べ
き
が
必
要
で
あ
る
。
Ｖ

㈹
助
詞
誤
用
。
こ
れ
が
文
法
上
の
誤
り
の
巾
で
一
瀞
多
い
。

ａ
「
が
」
に
つ
い
て

。
「
が
」
と
沸
く
ぺ
き
も
の
（
６
）

例
ｌ
、
女
子
の
人
幽
将
逝
時
Ｗ
で
も
光
雄
と
会
う
と
縦
く
会
釈
し
て
い

る
の
は
尖
に
い
い
も
の
で
あ
り
（
巾
略
）
、
男
子
の
人
は
先
生
と
会

っ
て
も
、
あ
い
さ
つ
し
な
い
で
通
り
す
ぎ
て
行
く
の
は
（
後
酪
）

例
２
、
や
は
り
こ
れ
も
時
代
の
う
つ
り
か
わ
り
、
ま
た
社
会
の
発
腿
と

い
う
こ
と
回
非
常
に
影
響
し
て
い
る
と
思
う
。
八
前
後
の
文
か
ら
考

え
る
と
「
が
」
と
す
べ
き
で
あ
る
。
「
に
」
を
い
か
せ
ば
「
影
縛
さ

れ
て
い
る
」
と
す
べ
き
で
あ
る
。
Ｖ

例
３
、
こ
れ
ら
の
礼
を
し
ぷ
い
理
Ⅲ
〆
司
り
句
、
ま
ず
一
向
う
の
人
が
御

分
を
お
ば
一
｛
〈
て
い
る
か
ど
う
か
」
「
も
し
鯵
が
う
人
が
礼
を
す
る
と

妙
欺
気
に
な
る
か
ら
や
め
て
お
こ
う
」
「
今
更
礼
筵
す
る
の
は
妙
だ
」

「
礼
を
し
て
も
、
も
し
向
う
が
礼
を
し
江
い
と
つ
ま
ら
な
い
」
等
で

あ
る
。
Ａ
「
理
由
と
し
て
」
に
対
し
て
は
「
が
」
、
す
な
わ
ち
、
「

等
制
あ
る
」
と
す
べ
き
で
あ
り
、
も
し
、
「
理
由
と
し
て
は
」
砿
ら
、

「
等
で
あ
る
」
と
し
て
よ
い
わ
け
で
あ
る
。
Ｖ

・
「
が
」
の
脱
落
（
３
）

納
体
肱
ら
「
が
」
が
な
く
て
も
よ
い
嚇
合
も
あ
ろ
う
が
、
前
後
の
文

か
ら
考
汎
ろ
と
、
脱
落
と
考
え
ら
れ
る
６
の

例
ｌ
、
こ
お
ら
く
知
っ
て
い
て

２
、
関
も
綴
験
く
あ
る
の
で
す
が

。
「
が
」
〔
接
続
助
詞
〕
の
璽
用
で
文
が
混
乱
し
た
り
、
わ
ず
ら
わ
し

く
な
っ
て
い
る
も
の
（
３
）

例
ｌ
、
沸
き
終
り
の
胱
足
あ
っ
た
の
で
は
、
ま
だ
ノ
ー
襟
い
た
の
で
す

糊
や
め
ま
す
郷
紬
川
あ
い
さ
つ
は
（
後
略
）

例
２
、
拭
験
の
行
わ
れ
て
い
る
川
は
汽
小
に
乗
っ
て
い
ろ
Ⅲ
６
勉
強
す

る
わ
け
で
あ
る
捌
埒
》
せ
ん
牡
一
分
の
川
も
お
し
い
時
に
澱
し
か
け
て

こ
ら
れ
た
り
す
る
と
「
ジ
ャ
マ
ク
サ
イ
ナ
プ
」
と
思
い
な
が
ら
談
笑

す
る
わ
け
で
あ
る
鮒
私
は
こ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
Ｐ
ｒ
し
ゃ
べ
る
人

と
会
っ
た
な
ん
か
は
あ
い
さ
つ
し
な
い
で
か
く
れ
て
や
る
様
に
す
る

1８ 
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例
２
、
例
え
ば
礼
を
し
に
く
い
理
山
と
し
て
礼
を
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が

わ
か
ら
な
い
。
八
例
え
ば
に
対
し
て
し
め
く
く
る
述
語
が
ほ
し
い
Ｖ

例
３
、
ど
う
み
て
も
ぼ
く
は
礼
鵬
と
い
う
こ
と
ば
を
用
い
て
「
あ
い
さ

つ
し
な
さ
い
」
と
い
う
こ
と
ば
が
も
ち
い
ら
れ
て
い
る
。
八
ぼ
く
は

に
対
す
る
述
粧
が
ほ
し
い
。
Ｖ

例
４
、
こ
う
い
う
こ
と
が
強
制
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
自
然

と
あ
い
さ
つ
す
る
く
せ
が
つ
き
、
よ
い
邪
だ
と
呵
懲
四
劃
詞
⑨

例
５
、
そ
れ
に
、
私
は
、
こ
れ
は
個
人
の
こ
と
で
は
な
は
だ
校
長
先
生

に
は
め
い
わ
く
で
す
が
、
目
上
の
人
に
対
し
て
、
何
か
、
は
ず
か
し

い
と
い
う
の
か
お
っ
く
う
な
の
か
、
し
り
ま
せ
ん
が
、
砿
は
、
た
い

へ
ん
あ
い
さ
つ
を
す
る
の
が
、
い
や
な
の
で
す
。
八
こ
め
い
わ
く
で

し
ょ
う
が
、
と
推
斌
炎
別
に
す
べ
き
で
あ
る
。
Ｖ

回
主
語
が
不
明
雛
な
も
の
（
１
）

例、まい矼秬粧塞銅離勵麩陰鋺吐酔酔鏥邪塗亟揮鱸酔琲甦舵騨搾燕
繩
鉱
距
江
迄
そ
は
じ
め
て
友
愉
的
駈
師
弟
関
係
が
紬
ば
れ
る
の
で
は
な
い

そ
し
て
耐
校
生
舷
ど
と
一
綴
に
（
大
人
と
し
て
は
枇
川
で
は
み
ら
れ

虻
い
と
と
）
敵
と
で
も
よ
い
万
の
遊
び
と
か
交
わ
り
に
よ
っ
て
緋
ば

れ
る
。
Ａ
こ
の
例
は
修
飾
語
関
係
も
不
明
確
で
何
を
い
っ
て
い
る

の
か
は
っ
き
り
し
な
い
。
Ｖ

２
、
修
飾
の
凹
係
に
お
い
て

何
を
修
飾
し
て
い
る
か
、
不
明
確
な
も
の
（
２
）

例
、
い
や
礼
蔽
ん
か
し
な
く
て
、
知
が
使
わ
な
い
で
す
か
わ
け
だ
、

Ｉ
 

安
心
し
て
数
師
に
合
う
こ
と
も
、
お
っ
く
う
に
な
ら
葱
い
だ
ろ
う
。

３
、
接
続
の
関
係
に
お
い
て

接
続
詞
の
誤
用
の
た
め
に
文
意
の
通
ら
ぬ
も
の
（
３
）

例
ｌ
、
今
日
突
然
話
し
を
附
い
た
の
で
良
く
は
番
け
肱
か
つ
た
が
、

ｌ
 

し
か
る
に
礼
儀
と
い
う
も
の
は
、
相
手
を
瞭
敬
し
て
い
る
か
ど
う
か

を
表
示
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、

鋤
：
；
パ
ラ
ン
…
と
山
辮
：
っ
て
し
霞
，
。
＃

先
生
た
ち
は
も
っ
と
か
ん
大
な
剣
持
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

４
、
独
立
の
関
係
に
お
い
て

仙
肛
紺
が
遊
離
し
て
意
味
が
な
く
な
っ
て
い
る
も
の
。
（
１
）

側
卿
今
の
よ
う
雌
崎
代
に
お
い
て
伽
十
雌
鵬
胸
か
戦
い
…

以
川
に
あ
っ
た
（
〈
可
も
あ
り
ま
す
）
道
徳
と
か
親
孝
行
、
先
生
に
対

す
る
礼
儀
簿
が
お
そ
ま
つ
と
い
う
の
か
、
消
え
る
と
い
う
の
が
起
っ

て
は
な
ら
な
い
と
私
は
思
い
ま
す
。

二
、
膳
と
し
て
の
立
渇
か
ら

ｌ
、
休
蘭
に
つ
い
て

誤
川
・
糾
半
・
脱
落
・
奴
襖
・
混
乱
・
不
適
当
江
ど
の
場
合
が
見
ら
れ

る
が
、
表
犯
。
譜
漿
の
研
究
領
域
と
思
う
。

２
、
川
言
に
つ
い
て

㈹
動
詞

ａ
自
励
洞
・
他
動
詞
の
混
側
（
２
）

：
坐
の
㎡
う
ぐ
：
と
ん
ど
３
あ
る
水
。
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第二表 こ
の
結
果
か
ら
判
断
す
る
と
、
大
体
、
半
数
以
上
が
文
法
的
に
正
確
な
表
現

を
す
る
能
力
を
持
ち
、
女
子
の
方
が
男
子
よ
り
す
ぐ
れ
て
お
り
、
学
年
が
進
む

に
つ
れ
て
、
正
確
度
が
高
く
な
っ
て
い
る
と
い
い
う
る
。

次
に
、
文
法
上
の
誤
用
の
あ
る
も
の
は
、
次
の
表
の
出
う
に
四
六
》
シ
ｗ
で
、
半

鰯一表

観
数汁

計 [！ 

８ 

1７ 

同
二
｛
周
三
一
故
知
一
一
脚
一
室
風
『
三
脚
三
一
Ⅱ
｜
｜
周
一
一
周
一
一
一
富

型
》

１ 

２ 

４ 

｜‐‐１１３｜‐帷トー似「ルト「」

三
､9分I細ｑ

数
以
下
で
あ
り
、
男
子
は
二
六
》
診
Ⅱ
（
男
子
の
み
で
は
五
一
一
》
診
Ⅱ
）
、
女
子
は
一
一
○

鈩
Ⅱ
（
女
子
の
み
で
は
凹
蟄
Ⅱ
○
）
で
あ
る
。
学
年
順
に
誤
用
が
少
く
な
っ
て
い

る
。
ち
ょ
う
ど
誤
用
の
な
い
正
確
な
も
の
の
実
態
と
逆
に
な
っ
て
い
る
。

第
二
表
に
明
ら
か
に
示
さ
れ
た
と
お
り
、
文
法
上
の
誤
用
も
一
か
所
の
が
多

く
、
三
か
所
・
三
か
所
以
上
は
少
数
で
あ
り
、
商
三
は
一
一
一
か
所
・
三
か
所
以
上

の
も
の
は
一
人
も
な
く
、
特
に
高
三
の
女
子
は
一
か
所
の
誤
用
の
も
の
が
四
人

い
る
だ
け
で
あ
る
。
ひ
ど
い
と
感
じ
る
よ
う
江
も
の
は
な
く
、
見
直
し
の
時
間

が
あ
れ
ば
、
正
さ
れ
た
に
違
い
な
い
不
注
意
の
結
果
と
思
わ
れ
る
も
の
が
、
大

部
分
を
占
め
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
不
正
確
度
は
た
い
し
た
こ
と
ば
な
く
、
誤

用
の
性
格
も
単
純
で
あ
る
。

次
に
主
な
る
帆
用
の
分
賦
を
す
る
と
緬
齪
鰄
曄
痙
鈍
錘
純
罹
電
（
文
訟
四
秘
函

醗耐瓢噸叩跡皿鋼剛鋼窪噸鑪馳｝
『
言
晤
単
位
と
し
て
の
文
の
成
分
の
立
場
か
ら

ｌ
主
語
・
述
語
の
関
係
に
お
い
て

㈹
述
語
が
不
十
分
な
も
の
。
考
え
の
飛
馴
・
テ

ン
〆
の
表
現
不
適
当
に
よ
る
小
が
多
い
。
（
７
）

例
ｌ
、
校
長
先
生
に
尋
ね
た
い
こ
と
は
日
本

人
は
昔
か
ら
あ
い
さ
つ
を
す
る
と
き
は
、

頭
を
下
げ
て
お
じ
ぎ
を
し
ま
す
が
、
こ
ん

な
こ
と
を
す
る
と
扣
手
の
顔
が
み
え
な
い

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
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と
も
煙
い
．
根
本
的
に
は
図
譜
議
法
の
不
脈
朧
さ
ｌ
科
学
的
糞
現
に
は
邇
さ

錘
い
が
、
芸
術
的
二
雲
ア
ン
ュ
は
も
た
ら
す
か
も
し
れ
な
い
ｌ
が
闘
鬮
だ
と

思
う
。

さ
ら
に
、
「
能
力
」
と
な
る
と
、
そ
の
測
定
方
法
も
主
観
的
・
附
識
的
で
は

意
味
が
な
く
、
科
学
的
な
根
拠
が
必
要
で
、
せ
め
て
知
能
テ
ス
ト
式
の
何
か
が
、

考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
思
う
。

以
上
、
少
し
考
え
た
だ
け
で
も
、
簡
単
に
は
解
決
不
可
能
な
問
題
を
か
出
え

て
い
る
。
そ
こ
で
、
今
川
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
一
応
棚
上
げ
に
し
て
、
文
章

表
現
に
お
け
る
文
法
的
能
力
を
一
‐
文
章
表
現
の
文
法
的
脈
確
性
及
び
そ
の
血
確

度
」
と
い
う
観
点
か
ら
の
み
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
。
な
お
、
準
拠
と
し
た
の

は
、
従
来
正
し
い
と
み
な
さ
れ
て
い
る
文
法
で
あ
り
、
誤
用
の
現
象
だ
け
を
み

つ
め
る
こ
と
に
し
た
。
ま
ず
誤
用
の
あ
る
も
の
と
な
い
も
の
に
大
別
し
、
誤
用

の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
王
な
る
も
の
に
つ
い
て
分
類
し
て
み
た
。
学
校
長
に

答
え
る
と
い
う
立
場
で
記
述
さ
れ
た
文
章
な
の
で
あ
る
か
ら
、
敬
語
表
現
に
つ

い
て
も
取
り
上
げ
た
。
と
に
か
く
、
具
体
例
に
つ
い
て
取
り
組
む
こ
と
に
し

た
。し
か
し
、
こ
ん
な
簡
単
な
調
査
・
考
察
に
お
い
て
さ
え
、
い
る
ノ
ー
問
題
点

が
見
出
さ
れ
る
。
そ
れ
は
誤
用
や
不
術
の
生
じ
る
原
因
が
、
表
記
能
力
不
十
分

に
よ
る
の
か
、
文
法
能
力
不
十
分
な
の
か
、
語
禦
力
の
不
足
な
の
か
、
ど
の
角

度
か
ら
で
も
考
え
ら
れ
る
よ
う
な
の
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
（
主
観
的
に
は
不

注
意
の
た
め
の
禅
き
そ
ん
じ
て
、
友
紀
能
力
の
領
域
で
あ
る
と
考
え
た
い
も
の

が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
）
た
と
え
ば
、
「
す
こ
と
」
「
い
こ
と
」
は
「
す
る
と
と
」

「
い
う
こ
と
」
と
譜
く
ぺ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
を
表
記
の
領
域
か
ら
考
え

る
と
不
注
意
に
よ
る
「
る
」
つ
つ
」
の
脱
落
で
あ
り
、
文
法
の
領
域
か
ら
は
連

体
形
の
語
尾
脱
落
と
説
明
す
る
こ
と
も
で
き
、
語
彙
的
に
は
片
言
と
い
う
こ
と

も
で
き
る
。
「
口
出
し
を
さ
れ
る
た
ら
」
の
「
る
」
に
つ
い
て
も
、
不
注
意
に

よ
る
混
入
だ
と
、
表
記
の
観
点
か
ら
問
題
に
す
る
こ
と
も
で
き
る
し
、
文
法
の

接
続
の
誤
り
と
も
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
も
な
い
。
「
暴
力
を
を
防
ぐ
こ
と
」
の

「
を
」
も
、
表
記
の
不
注
意
だ
と
片
づ
け
た
い
が
、
助
詞
「
を
」
の
諏
複
と
い
え

な
い
こ
と
も
な
い
。
「
口
出
し
を
さ
れ
る
と
な
ど
と
」
の
「
と
」
に
つ
い
て
も

表
記
・
文
法
両
方
面
か
ら
の
説
明
が
可
能
で
あ
る
。
「
礼
を
施
行
す
る
」
は
サ

変
動
詞
と
し
て
誤
り
は
な
い
が
、
ま
こ
と
に
気
に
な
る
。
こ
れ
な
ど
は
語
梁
の

問
題
で
は
あ
る
が
、
複
合
サ
変
動
調
と
し
て
変
だ
と
い
え
な
い
こ
と
も
な
か
ら

ｐ
フ
ｏこ
う
い
う
、
い
ろ
い
ろ
な
而
を
も
つ
も
の
に
は
目
を
つ
ぷ
っ
て
し
ま
っ
て
よ

い
も
の
か
、
問
図
が
あ
る
と
思
う
。

と
に
か
く
で
き
る
だ
け
客
観
的
に
、
科
学
的
に
調
査
・
考
察
し
よ
う
と
心
が

け
た
が
、
結
果
は
満
足
と
は
い
え
な
い
。

次
に
具
体
的
に
ふ
れ
て
ゆ
こ
う
。
．

Ａ
文
法
上
の
誤
用
に
つ
い
て

文
法
上
の
誤
用
の
な
い
も
の
は
、
第
一
安
の
よ
う
に
五
四
軒
Ｈ
で
、
半
数
以

上
を
占
め
、
そ
の
う
ち
、
男
子
は
二
四
》
診
Ⅵ
（
男
子
の
み
で
は
四
八
塚
Ⅵ
）
、

女
子
は
三
○
》
骸
Ⅵ
（
女
子
の
み
で
は
六
○
》
シ
Ｈ
）
で
あ
る
。
な
お
、
高
一
が
五
○

》
ン
Ｈ
高
一
一
が
五
三
》
シ
Ｈ
、
高
三
が
五
九
・
一
二
》
．
、
と
学
年
順
に
多
く
な
っ
て
い
る
。

1５ 



文
球
表
現
能
力
を
文
法
上
か
ら
柵
飛
や
老
紫
す
る
の
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
Ⅲ

皿
に
舷
ろ
の
は
「
又
亜
友
現
に
お
け
る
文
法
的
能
力
」
猛
る
６
の
自
体
の
究
明
で

は
な
か
ろ
う
か
。
文
章
表
現
に
お
け
る
文
法
的
能
力
と
文
法
の
学
力
と
は
、
問

題
が
別
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
と
思
う
。
文
法
と
い
う
学
問
も

虻
く
、
し
た
が
っ
て
文
法
を
学
ぱ
牡
か
つ
士
時
代
に
お
い
て
は
、
澱
法
に
か
な
っ

た
斐
現
が
で
き
な
か
っ
た
と
断
可
で
き
な
い
し
、
文
蹴
表
現
に
お
け
る
文
法
的

能
力
が
敵
か
つ
士
と
も
い
え
な
い
と
思
う
。
文
法
を
学
ば
な
か
っ
た
時
代
に
お

い
て
は
、
文
章
遥
か
く
時
に
Ｐ
文
法
を
自
覚
し
、
文
法
を
趣
議
し
た
と
は
も
ち

ろ
ん
い
え
敵
い
が
、
文
法
を
学
習
し
た
現
代
の
人
々
も
め
紙
に
向
い
ペ
ン
を
と

っ
た
際
に
文
法
を
自
覚
し
、
懲
纐
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
鮭
川
で
あ
る
。
文
法

の
知
識
は
洲
在
し
て
い
る
に
坊
が
い
な
い
が
、
「
自
覚
・
意
識
」
の
点
に
つ
い

て
は
不
明
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
あ
き
ら
か
に
す
る
心
理
実
験
で
も
で

き
れ
ば
、
科
学
的
な
解
決
の
い
と
ぐ
ち
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
う
。
主
観

的
鞭
馳
螂
で
あ
る
が
、
爽
燃
に
識
く
蝿
合
に
は
、
剛
禰
学
翻
繊
験
Ｉ
鰹
い
趣

麟
の
学
櫻
で
、
胸
糠
の
幟
脚
の
辮
翻
の
み
で
は
な
い
Ｉ
の
謡
赦
の
締
瑠
自

然
と
体
得
し
た
正
し
い
語
法
い
わ
ゆ
る
「
無
自
覚
の
文
法
」
の
能
力
が
自
然
に

籍
露
謬
れ
る
の
で
は
広
か
ろ
う
か
ｌ
志
翻
徽
繊
鴎
は
瀞
奥
鰻
に
嫌
の
あ
る
い

（
注
）

儘
方
を
し
て
お
ら
れ
る
Ｉ
と
い
う
と
文
法
の
学
溜
効
果
の
番
瀧
の
よ
う
に
霧

え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
決
し
て
そ
う
で
は
砥
い
。
文
法
を
学
ん
だ
生
徒

に
と
っ
て
、
そ
の
学
力
が
、
聾
い
た
文
軍
の
語
法
の
正
確
度
の
裂
づ
け
に
な
っ

て
い
る
こ
と
は
い
な
め
な
い
。

〔
四
〕
文

法
文
法
の
学
力
が
文
章
淡
現
に
お
け
る
文
法
的
能
力
で
あ
る
、
と
規
定
で
き
な

い
と
す
れ
ば
、
い
っ
た
い
ど
う
考
え
れ
ば
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
た
だ
、
文
章

の
文
法
的
正
確
さ
が
能
力
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
だ
け
は
ま
ち
が

い
が
な
い
と
思
う
。

が
、
そ
の
「
正
確
さ
」
と
は
何
を
も
っ
て
脈
確
と
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ

れ
は
「
文
章
安
現
の
文
法
的
能
力
の
測
定
と
は
」
と
の
問
題
に
も
関
辿
す
る
が
、

測
定
に
あ
た
っ
て
は
何
に
の
っ
と
る
か
が
明
確
に
さ
れ
な
け
れ
ば
雄
ら
虻
い
か

ら
で
あ
る
。

そ
れ
に
は
、
「
ど
れ
が
正
し
い
語
法
か
」
の
凹
腿
解
決
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。

こ
れ
に
は
「
語
法
の
混
乱
」
と
い
う
単
純
に
は
処
世
の
つ
か
ぬ
問
題
が
あ
る
。

揃
鰯
変
化
に
応
じ
る
文
法
の
進
助
と
文
法
の
誤
川
と
泥
Ⅲ
で
き
な
い
の
は
ｂ

移
る
ん
で
あ
る
が
、
ど
こ
で
一
線
を
剛
し
た
ら
よ
い
か
は
、
む
つ
か
し
く
微
妙

で
あ
る
。

譜
体
と
文
寧
体
と
の
語
法
の
差
、
同
一
文
章
内
に
お
け
る
両
体
の
混
在
、
回

紺
体
に
文
語
体
の
混
入
、
な
ど
に
つ
い
て
も
融
通
無
磯
の
考
え
方
で
よ
い
も
の

か
。
又
、
「
文
法
上
の
破
絡
の
澗
文
」
と
い
う
存
在
が
あ
る
。
脈
瀦
人
だ
と
誤

用
で
両
日
を
失
う
の
が
、
満
大
家
に
あ
っ
て
は
文
章
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
的
取
り

扱
い
が
な
さ
れ
る
。
こ
れ
は
ど
う
処
理
す
れ
ば
よ
い
の
か
。
過
去
の
破
絡
の
名

文
は
別
格
に
し
て
お
け
ば
、
済
み
そ
う
で
あ
る
が
、
そ
う
簡
単
に
片
づ
け
て
は
、

似
蹴
的
・
術
識
的
に
Ⅲ
し
、
・
研
究
に
は
な
ら
壮
い
。
破
格
も
批
臓
さ
れ
て
い
る

郡
突
は
文
章
表
現
の
文
法
的
能
力
と
い
う
６
の
が
「
文
章
安
現
能
力
の
要
素
と

し
て
の
垂
大
住
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
面
を
含
み
も
つ
」
、
と
い
え
な
い
こ

－１４－ 
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以
上
、
今
回
の
調
蕊
結
果
の
報
告
と
と
も
に
、
語
柔
に
関
す
る
表
現
能
力
の、
、

調
査
方
法
の
問
題
に
つ
い
て
も
、
少
し
ば
か
り
触
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
高
校

、
、

坐
の
表
現
能
力
に
側
し
て
は
、
本
柵
で
擬
摘
し
え
た
わ
ず
か
雄
傾
向
だ
け
に
つ

い
て
も
、
ど
の
浬
皮
ま
で
、
そ
れ
が
「
府
校
生
の
」
と
拭
え
る
の
か
、
ま
た
他
の

中
学
生
や
一
般
成
人
の
そ
れ
と
は
、
ど
の
綴
度
、
共
通
し
、
ま
た
異
な
る
の
か
、

（
生
Ｂ
）

｝
そ
う
い
う
比
較
の
問
題
に
ま
で
は
、
立
ち
入
れ
な
か
っ
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、

ま
だ
ま
だ
川
迦
の
入
り
川
を
さ
ぐ
り
つ
つ
あ
る
段
階
で
し
か
な
い
わ
け
で
あ

る
。注

１
、
理
解
譜
錘
に
対
し
て
Ⅲ
い
ら
れ
る
も
の
で
、
両
調
の
側
に
は
、
相
当
の
錐
が
あ

る
。
旧
醗
学
辞
典
「
皿
解
鮒
魏
」
の
虹
参
照
。

２
、
泉
井
久
之
肋
「
脳
錘
の
研
究
」
今
川
鮒
科
学
鋼
座
３
」
明
淌
榔
隣
、
昭
和
Ⅲ

年
）
、
坪
木
皿
夫
・
捌
井
令
以
知
綱
「
譜
と
趣
味
』
（
白
水
社
）
、

堀
井
令
以
知
「
調
薬
Ｉ
そ
の
本
質
と
機
能
」
令
譜
蕊
の
理
論
と
教
育
」
朝
倉
醤

店
）
な
ど
参
照
。

３
、
「
日
本
珊
の
孤
灯
柵
」
弓
鯛
歴
日
本
錨
３
」
大
月
排
臓
）
蝿
ペ
ー
ジ
に
、
阪
本

一
郎
に
よ
る
年
合
川
の
理
解
舗
蛾
推
定
牡
が
出
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
６

才
ｌ
氾
才
こ
ろ
は
年
盈
譜
菜
赴
が
地
加
し
、
⑩
才
ｌ
咀
才
に
特
に
若
し
い
墹
加

の
傾
向
が
見
ら
れ
ろ
。

４
、
た
と
え
ば
、
「
礼
脳
作
川
」
は
「
礼
脳
作
法
」
の
梯
さ
弧
０
で
あ
る
と
い
う
よ

う
に
、
爽
鑓
の
Ⅲ
皿
と
し
て
す
ま
せ
る
可
施
性
の
あ
る
例
も
含
ま
れ
て
い
る
が

そ
の
可
能
性
は
一
方
で
認
め
姉
が
ら
も
、
こ
こ
で
は
、
一
応
造
漉
の
問
題
と
し

て
扱
お
う
と
す
る
わ
け
で
あ
る
。

５
、
一
例
を
挙
げ
ろ
と
、
「
冨
謎
生
活
」
醐
年
、
月
号
の
「
こ
ん
な
こ
と
が
あ
る
」

と
い
う
欄
に
、
「
お
尻
の
ほ
っ
ぺ
た
が
か
ゆ
い
」
と
い
う
四
才
の
子
供
の
こ
と

ば
に
、
お
か
し
い
と
い
う
だ
け
で
は
す
ま
せ
猛
噌
向
山
で
し
か
も
箇
理
的
な

発
想
が
ひ
そ
ん
で
い
る
こ
と
に
熱
づ
い
た
、
と
あ
る
鵬
な
ど
、
こ
の
場
合
、
参

考
に
な
ろ
う
。

６
、
矢
田
部
述
郎
「
児
迩
の
言
語
」
（
加
元
社
）
「
輔
神
の
発
達
」
（
培
風
鰯
）
参
照

７
、
幼
児
が
窩
蛎
避
習
御
し
て
ゆ
く
迦
腿
に
お
い
て
、
使
っ
た
こ
と
ば
葱
す
べ
て
番

さ
と
め
て
い
っ
た
狐
の
報
紺
は
、
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
そ
う
い
う
方
法
が
採
れ

な
く
な
る
年
令
に
つ
い
て
の
も
の
は
、
獅
処
に
入
つ
だ
限
り
、
理
解
錨
梨
に
関

す
る
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
理
解
譜
雄
に
関
し
て
は
、
「
児
童
・
生
徒
の
謡
い

力
の
劉
荘
」
（
文
部
右
旧
調
シ
リ
ー
ズ
弧
・
鰹
）
な
ど
が
、
瞳
近
の
も
の
と
し

て
準
け
ら
れ
ろ
。

８
、
平
井
日
夫
「
文
埖
採
点
」
（
識
践
社
）
の
中
に
、
作
家
の
文
巍
の
中
か
ら
、
川

譜
上
の
川
凹
例
が
拾
い
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
生
徒
の
文
巍
に
お
け
る
例
と
め

童
０
変
ら
蚊
い
よ
う
な
も
の
も
あ
る
か
ら
、
参
考
ま
で
に
、
少
し
挙
げ
て
お
く
。

ｏ
雄
姫
は
丈
夫
で
は
ち
き
れ
る
発
芽
期
迩
迎
え
て
い
る
が
、
弟
の
淌
伽
は
十
一

蝋
で
翻
身
だ
っ
た
。

ｏ
い
つ
も
綺
血
で
、
い
い
謝
莱
で
、
学
校
の
成
鎖
の
い
い
こ
の
二
人
は
、
私
に

と
っ
て
、
お
祈
り
の
時
と
は
又
違
う
不
思
議
な
気
持
を
起
さ
せ
ら
れ
た
も
の

で
あ
っ
た
。
劣
弱
感
と
い
う
の
か
も
知
れ
な
い
。

ｏ
こ
の
映
面
は
不
良
少
年
も
彼
輔
に
マ
ッ
チ
し
た
化
耶
と
勵
塊
莚
与
え
て
や
れ

ば
、
立
派
に
社
会
に
迎
合
出
来
る
人
川
に
壮
０
柵
ろ
、
と
い
う
主
皿
を
微
庇

的
に
ド
ラ
イ
な
タ
ッ
チ
で
描
い
に
も
の
だ
。
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実
は
、
こ
の
点
に
、
少
な
か
ら
ぬ
方
法
上
の
問
題
が
あ
る
の
で
あ
る
。
と
い
う

の
は
、
表
現
能
力
の
差
が
、
股
も
よ
く
表
わ
れ
そ
う
な
抽
象
的
な
意
味
の
こ
と

ば
に
な
る
ほ
ど
、
こ
の
よ
う
な
方
法
に
よ
っ
て
、
的
確
な
答
を
期
待
で
き
る
質

問
は
出
し
に
く
い
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
調
査
法
は
、
ご

く
限
ら
れ
た
菰
類
の
こ
と
ば
に
し
か
適
用
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
そ
の
点
で
、

表
現
語
彙
調
査
の
方
法
と
し
て
は
、
あ
ま
り
信
頼
が
お
け
な
い
と
い
う
こ
と
に

も
な
ろ
う
。

理
解
語
桑
の
調
査
と
同
様
の
質
問
に
よ
る
方
法
に
つ
い
て
は
、
そ
の
適
用
に

当
っ
て
、
右
の
よ
う
な
限
界
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
表
現
語
彙
を
調
査

す
る
に
当
っ
て
の
問
題
は
、
こ
う
い
う
こ
と
以
前
に
も
あ
る
。
具
体
的
な
表
現

活
動
に
お
い
て
、
表
現
の
対
象
と
な
る
の
は
、
語
的
な
意
味
以
前
に
、
結
果
と

し
て
は
、
文
や
文
章
の
表
現
に
相
当
す
る
思
想
で
あ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
従

っ
て
、
語
的
な
意
味
の
表
現
は
、
そ
う
い
う
思
想
の
表
現
に
当
た
っ
て
、
．
そ
の
思

想
を
分
析
し
た
結
采
、
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
筒
え
よ
う
。
そ
う
考
え
れ
ば
語

的
な
表
現
能
力
は
、
最
初
か
ら
語
的
な
意
味
と
し
て
与
え
ら
れ
た
も
の
を
表
現

す
る
と
い
う
だ
け
の
能
力
で
は
な
く
、
む
し
ろ
与
え
ら
れ
た
思
想
の
表
現
に
当

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

た
っ
て
、
そ
の
思
想
を
語
的
な
意
味
に
分
析
し
て
ゆ
く
能
力
で
あ
る
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
語
彙
に
つ
い
て
の
表
現
能
力
を
、
こ
の
よ
う
な
意
味
に
理
解
す
る

な
ら
ば
、
先
に
述
べ
た
よ
う
な
表
語
式
調
査
法
に
よ
っ
て
は
、
真
の
表
現
能
力

は
、
調
べ
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。
思
想
を
語
的
な
意
味
に
分
析
し
て
ゆ
く

能
力
を
調
べ
る
に
は
、
ど
う
し
て
も
、
一
定
の
思
想
を
与
え
て
、
作
文
を
さ
せ
、

そ
し
て
そ
の
文
章
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
ば
が
用
い
ら
れ
た
か
を
、
調
べ
る
方
法

（
こ
れ
を
か
り
に
、
作
文
式
調
査
法
と
呼
ん
で
お
く
）
を
探
る
必
要
が
あ
る
。

た
だ
、
そ
の
場
合
、
問
題
は
、
言
語
形
式
に
よ
ら
な
い
で
、
だ
れ
に
も
ｎ
じ
ょ

う
に
理
解
で
き
る
一
定
の
思
想
を
与
え
る
と
い
う
こ
と
目
体
が
不
可
能
で
あ
る

し
、
ま
た
、
そ
う
い
う
方
法
で
は
、
表
現
語
彙
を
斌
的
に
把
握
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
再
び
本
稿
の
は
じ
め
に
述
べ
た
と
こ
ろ
へ
、

問
題
が
帰
っ
て
ゆ
く
わ
け
で
あ
る
。

語
蘂
に
関
す
る
表
現
能
力
の
調
査
法
に
つ
い
て
、
以
上
に
述
べ
た
こ
と
を
要

約
す
れ
ば
、
調
査
の
方
法
と
し
て
、
一
応
客
観
的
な
処
理
が
可
能
だ
と
思
わ
れ

る
表
語
式
調
査
法
に
は
、
方
法
自
体
に
適
用
の
限
界
が
あ
っ
た
り
、
そ
の
認
在

の
結
果
に
其
の
表
現
能
力
が
反
映
し
に
く
い
憾
み
が
あ
り
、
逆
に
、
其
の
表
現

能
力
が
雌
も
よ
く
反
映
し
そ
う
な
作
文
式
調
査
法
に
は
、
客
観
的
な
処
理
の
む

ず
か
し
い
難
点
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
本
稿
で
一
応
の
結
果
を
報
告

し
た
調
査
は
、
作
文
式
の
部
類
に
入
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
少
な
く
と
も
、

生
徒
の
表
現
能
力
だ
け
は
、
十
分
に
反
映
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
諏

査
の
結
采
を
、
何
と
か
し
て
少
し
で
も
客
観
的
に
処
理
す
る
方
法
は
な
い
か
と

い
う
と
こ
ろ
で
、
試
み
に
考
え
た
の
が
、
譜
の
使
用
に
お
け
る
問
題
例
の
難

易
度
か
ら
使
用
語
彙
の
質
を
判
定
す
る
と
い
う
方
法
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

し
か
し
、
語
の
使
用
に
お
け
る
難
易
の
程
度
と
い
う
よ
う
な
も
の
が
、
具
体
的

な
表
現
に
お
け
る
文
脈
と
の
関
係
を
捨
象
し
て
、
ど
の
く
ら
い
に
細
か
く
段
階

づ
け
ら
れ
る
も
の
か
、
そ
の
点
に
大
き
な
問
題
が
あ
ろ
う
か
ら
、
今
の
と
こ
ろ

は
、
こ
れ
も
苦
し
ま
ぎ
れ
に
ひ
ね
り
閃
し
た
想
像
の
域
を
出
て
い
な
い
、
と
筒

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二回

、
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活
用
の
仕
方
だ
け
を
問
題
に
す
る
見
方
が
あ
り
う
る
よ
う
に
、
生
徒
の
語
錘
埜

は
問
題
に
せ
ず
、
生
徒
か
既
に
身
に
つ
け
て
い
る
こ
と
ば
を
、
表
現
に
お
い
て

ど
の
程
度
に
活
用
し
う
る
か
、
と
い
う
こ
と
を
問
題
に
す
る
見
方
も
、
成
り
立

つ
筈
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
見
方
に
立
て
ば
、
．
よ
り
す
ぐ
れ
た
語
奨
体
系

を
基
準
に
し
た
場
合
の
問
題
点
か
ら
も
、
場
合
に
よ
っ
て
、
却
っ
て
プ
ラ
ス
に

（
沈
印
）

な
る
創
造
的
な
而
が
見
出
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
筈
で
あ
る
。
こ
の
見
方
は
、
概

念
把
握
の
仕
方
に
お
い
て
、
成
人
の
語
柔
と
の
差
が
大
き
い
幼
児
語
の
問
趣
を

（
に
曲
）

扱
う
場
〈
回
な
ど
に
は
、
特
に
忘
れ
て
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
表
現
能
力
を

問
題
に
す
る
限
り
、
い
か
な
る
場
合
で
も
、
十
分
注
意
し
て
し
か
る
べ
き
も
の

で
あ
る
。
生
徒
の
語
禦
自
体
が
把
握
で
き
な
い
限
り
、
こ
の
見
方
に
よ
る
客
観

的
な
能
力
判
定
は
で
き
な
い
け
れ
ど
も
、
未
完
成
な
も
の
の
中
に
、
そ
れ
な
り

の
す
ぐ
れ
た
プ
ラ
メ
面
を
見
よ
う
と
す
る
と
の
見
方
に
よ
っ
て
こ
そ
、
通
時
的

に
変
化
し
て
ゆ
く
枇
界
（
こ
こ
で
は
、
言
語
お
よ
び
思
考
）
に
お
い
て
、
よ
り

新
し
い
も
の
を
生
み
剛
し
て
ゆ
く
若
い
枇
代
の
其
の
能
力
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

表
現
能
力
に
つ
い
て
、
客
観
的
な
判
定
を
行
う
と
い
う
こ
と
は
、
考
え
れ
ば

考
え
る
ほ
ど
、
む
ず
か
し
い
問
廻
で
あ
る
。
語
桑
量
の
調
査
は
、
既
に
い
ろ
い

ろ
と
行
わ
れ
て
い
る
が
、
能
力
の
問
題
と
し
て
調
べ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
ほ
と

（
に
？
》

ん
ど
が
理
解
譜
桑
に
つ
い
て
で
あ
っ
て
、
表
現
語
彙
に
つ
い
て
で
は
な
い
。
と

い
う
の
も
、
表
現
譜
葉
の
調
査
に
お
い
て
は
、
客
観
的
な
基
準
を
設
け
て
調
査

を
行
う
こ
と
が
、
き
わ
め
て
む
ず
か
し
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。

理
解
語
蕊
の
調
査
な
ら
、
こ
ち
ら
か
ら
一
定
の
こ
と
ば
を
与
え
て
、
そ
の
意

味
を
問
う
と
い
う
方
法
が
採
れ
る
が
、
そ
れ
は
、
言
語
に
よ
る
理
解
活
動
と
い

う
も
の
か
、
つ
ね
に
他
か
ら
与
え
ら
れ
た
一
定
の
こ
と
ば
に
つ
い
て
行
わ
れ
る

も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
が
、
表
現
語
蕊
の
調
査
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
表
現
活

動
と
い
う
も
の
が
、
理
解
活
動
と
は
、
ま
さ
に
逆
の
過
程
に
よ
っ
て
成
立
す
る

こ
と
か
ら
言
っ
て
、
も
し
同
様
の
質
問
法
を
採
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
質
問
は
、

一
定
の
意
味
を
与
え
て
、
そ
れ
を
表
現
す
べ
巻
こ
と
ば
を
答
え
さ
せ
る
も
の
で

な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
そ
こ
で
、
た
と
え
ば
、
頂
接
に
暗
示
で
き
る
物
を
与
え

て
、
そ
の
名
を
問
う
と
か
、
色
彩
語
を
知
っ
て
い
る
だ
け
筒
わ
せ
て
み
る
と
か
、

あ
る
い
ば
ま
た
、
一
つ
の
こ
と
ば
を
与
え
て
、
そ
の
類
義
語
や
対
義
的
を
あ
げ

さ
せ
る
と
い
う
よ
う
な
方
法
が
、
一
応
直
接
間
接
に
意
味
を
与
え
て
、
そ
の
こ

と
ば
を
問
う
方
法
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
方
法
で
、
脳
語

の
形
式
に
よ
る
答
が
得
ら
れ
た
ら
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
表
現
語
彙
に
属
す
る
こ

と
ば
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
一
応
で
き
そ
う
で
あ
る
。
（
こ
の
よ
う
な
方

法
を
、
仮
り
に
表
語
式
調
査
法
と
呼
ん
で
お
く
）
こ
こ
で
脳
語
の
形
式
に
よ
る

答
と
限
定
し
た
の
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
答
と
な
り
う
る
こ
と
ば
を
一
定
の
箱

朋
内
に
限
定
し
、
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
答
に
対
す
る
客
観
的
な
処
理
が

可
能
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
が
、
文
な
い
し
文
章
と
し
て
の
表
現

に
よ
る
答
ま
で
許
す
な
ら
、
答
は
、
、
無
限
の
可
能
性
を
持
ち
う
る
こ
と
に
な
り

か
ね
な
い
。
そ
う
な
れ
ば
、
語
彙
の
領
域
に
お
い
て
、
調
査
に
客
観
的
な
基
準

を
設
け
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
得
ら
れ
た
答
を
客
観
的
に
処
理

し
う
る
た
め
に
は
、
し
た
が
っ
て
、
単
語
の
形
式
ま
た
は
そ
れ
に
近
い
答
を
求

め
る
よ
う
な
限
定
を
、
質
問
に
お
い
て
、
つ
ね
に
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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斐
現
繍
蕊
の
限
界
（
つ
ま
り
譜
梨
的
虻
汲
現
能
力
の
限
界
）
を
暗
示
し
て
い
ろ
と

考
え
て
よ
か
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
の
椛
鐡
で
、
十
分
納

得
し
う
る
結
果
で
も
あ
る
。
漢
語
の
使
用
に
特
に
注
恋
し
て
生
徒
の
文
蹴
を
見

て
ゆ
く
と
、
む
ず
か
し
い
瀧
語
が
多
く
使
わ
れ
て
い
る
文
承
ほ
ど
、
用
語
の
問

題
例
が
指
檎
し
や
す
い
と
感
じ
ら
れ
た
が
、
例
外
は
も
ち
ろ
ん
あ
る
と
し
て
も
、

一
般
的
な
傾
向
と
し
て
こ
の
よ
う
戦
こ
と
が
言
え
る
と
こ
ろ
に
、
漢
語
に
対
す

る
商
校
生
の
表
現
能
力
の
限
界
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
商
校
生
に
お
い
て

は
、
表
現
譜
難
と
理
解
語
梨
と
の
差
が
、
少
江
く
と
も
こ
の
よ
う
な
泓
譜
に
関

し
て
、
柧
当
に
栂
め
ら
れ
ろ
の
で
は
虻
か
ろ
う
か
。

洲
柵
の
使
川
度
に
つ
い
て
は
、
列
女
に
よ
っ
て
棚
当
の
ひ
ら
き
が
あ
る
と
い

う
こ
と
も
、
今
回
の
洲
在
急
逝
し
て
、
強
く
感
じ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
で
あ
る
。

次
の
表
は
、
生
徒
の
文
章
を
、
飛
者
の
主
観
で
文
章
譜
的
な
漢
語
と
思
わ
れ
る

も
の
の
使
用
瞳
に
よ
っ
て
大
ま
か
に
側
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
も
の
、
⑧
普
通

に
使
わ
れ
て
い
る
も
の
、
。
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
て
い
な
い
も
の
と
い
う
三
つ
に

分
け
た
も
の
の
、
男
女
に
お
け
る
比
率
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
主
観
的
な
分

類
で
あ
る
か
ら
、
あ
ま
り
細
か
い
錐
に
は
、
趣
味
か
鰹
め
ら
れ
虻
い
と
し
て
も
、

列
女
川
に
こ
れ
だ
け
の
鑑
が
Ⅲ
れ
ぱ
、
男
子
の
万
が
友
子
狸
張
り
も
使
用
庇
が
耐

い
と
い
う
傾
向
は
、
ど
の
学
年
に
も
共
通
し
て
組
め
ら
れ
る
。
枇
譜
を
多
く
換

え
ば
、
そ
れ
だ
け
文
亜
は
固
く
な
る
か
ら
、
こ
の
賦
向
は
、
同
時
に
、
男
女
の

文
章
に
お
け
る
文
体
の
差
に
も
つ
な
が
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
多
分
に
好

み
の
問
題
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
が
直
ち
に
男
女
に
お
け
る
漢
語
の
使
川
能
力
の

差
に
な
る
と
は
、
筒
い
切
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

、

さ
て
、
今
回
の
調
査
に
お
い
て
先
ほ
ど
取
り
あ
げ
た
用
語
上
の
問
題
点
は
、

言
う
ま
で
も
な
く
、
用
語
に
関
す
る
よ
り
良
い
表
現
を
基
準
に
し
て
、
摘
摘
し

た
も
の
で
あ
っ
た
。
と
い
う
こ
と
は
、
謡
禦
に
関
す
る
生
徒
の
斐
現
能
力
を
考

え
る
に
当
っ
て
、
生
徒
の
譜
錘
の
質
が
、
質
的
に
よ
り
す
ぐ
れ
た
繭
錐
体
系
よ

り
も
、
い
か
に
劣
っ
て
い
る
か
を
Ⅲ
腿
に
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
が
、
こ

こ
に
一
つ
の
伽
魍
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
よ
う
。
と
い
う
の
は
、
生

徒
の
縞
繁
も
、
生
徒
の
語
錘
な
り
に
一
つ
の
体
系
で
あ
る
こ
と
に
変
り
は
な
い

か
ら
、
は
じ
め
か
ら
、
生
徒
の
譜
錘
自
体
に
即
し
て
、
奨
現
能
力
を
考
え
ろ
と

い
う
見
方
も
、
成
り
立
ち
う
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
経
済
力

を
見
る
の
に
、
資
本
の
多
寡
は
問
題
に
せ
ず
、
一
定
の
資
本
に
つ
い
て
そ
の

Ｐ
Ｂ
Ｓ
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す
る
。

○
礼
儀
の
腐
廃
か
ら
剛
鋼
劃
則
剣
社
会
の
不
良
化

○
強
制
的
に
礼
を
規
制
す
る
と
す
れ
ば
ｙ
礼
と
い
う
も
の
は
、
も
は
や
本
来

の
意
味
を
失
っ
て
形
式
主
義
、
噸
大
主
畿
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
。

。
○
こ
う
し
て
先
生
に
対
し
て
こ
の
場
で
出
来
る
だ
け
礼
儀
正
し
く
悶
劉
詞
ｕ
可

い
る
が
、
も
し
先
生
を
自
分
の
友
達
の
よ
う
に
思
っ
て
接
し
た
ら
ど
の
様

に
思
わ
れ
る
だ
ろ
う
。

○
だ
か
ら
人
格
形
成
の
た
め
に
も
そ
れ
（
礼
砿
）
は
各
人
が
当
然
自
発
的
に

施
行
す
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
思
う
。

○
中
学
の
時
は
先
生
と
生
徒
が
、
私
立
中
学
と
い
う
条
件
の
存
狂
も
あ
ろ
う

が
何
か
に
よ
っ
て
密
接
に
辿
が
り
、
自
分
の
考
え
、
脳
み
を
支
障
な
く
筒

え
、
又
先
生
自
体
も
お
も
し
ろ
み
が
あ
り
、
教
師
と
い
う
わ
く
に
と
じ
込

め
ら
れ
江
い
破
格
が
多
か
っ
た
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

傍
線
の
部
分
は
、
も
っ
と
や
さ
し
い
こ
と
ば
を
選
べ
ば
、
問
題
な
く
表
現
で
き

そ
う
な
箇
所
ば
か
り
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
用
法
が
一
般
の
慣
用
か
ら
は
ず
れ

気
味
で
適
当
で
な
い
。
し
か
し
、
一
口
に
誤
用
と
も
筒
い
切
れ
な
い
例
が
多
い

と
こ
ろ
Ｅ
却
っ
て
興
味
が
あ
る
例
で
も
あ
る
。
こ
れ
ら
が
灘
語
ば
か
り
で
あ

る
こ
と
は
、
十
分
注
怠
し
て
よ
か
ろ
う
。

②
騒
楠
成
に
関
し
て
の
問
題
例

○
先
生
は
沢
山
の
生
徒
で
挨
拶
を
き
っ
ち
り
す
る
の
が
邪
魔
く
さ
く
て
、

大
鎚
生
産
的
挨
拶
を
生
徒
に
か
え
し
て
く
だ
さ
る
の
な
ら
、
挨
拶
を
し
な

い
方
が
い
い
と
思
う
の
で
す
が
、

ジ

○
や
は
り
、
相
手
の
劉
劃
劃
矧
ど
い
う
と
大
げ
さ
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

こ
れ
が
う
ま
く
通
じ
あ
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

○
そ
の
よ
う
な
先
生
に
は
、
何
の
た
め
ら
い
も
舷
く
ど
こ
で
で
も
頭
礼
通
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

ｏ
棚
手
に
敬
意
又
は
麹
鯛
を
示
す
た
め
の
ア
イ
サ
ッ
、
そ
れ
は
ど
こ
の
閲
で

も
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
形
で
は
あ
る
が
、

○
こ
の
学
校
に
入
っ
て
最
初
に
大
い
な
る
相
違
を
感
じ
た
こ
と
が
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
そ
れ
が
先
生
の
鯛
釧
翻
鯛
で
あ
る
。

○
教
え
て
い
た
だ
い
た
教
生
先
生
に
は
、
先
生
と
し
て
、
又
顔
知
り
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
か
ら
、

Ｅ
３
 

生
徒
自
ら
の
造
語
と
し
て
、
右
の
傍
線
部
も
興
味
の
あ
る
も
の
で
は
あ
る
が
、

統
み
手
に
対
す
る
配
磁
の
足
ら
虻
い
自
分
勝
手
な
造
語
で
あ
る
と
い
う
点
に
、

や
は
り
抵
抗
が
感
じ
ら
れ
る
。
狐
語
か
多
い
点
は
Ｆ
先
に
挙
げ
た
例
と
同
様
で

あ
る
。

以
上
の
例
か
ら
、
少
な
く
と
も
、
漢
語
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ら
が
、
生
徒
の

○
正
し
い
劃
剰
燗
濁
に
よ
っ
て
行
う
。

○
一
つ
の
専
門
的
な
知
鐡
を
も
っ
て
成
立
す
る
純
然
た
る
聯
案
に
す
ぎ
な
い
。

（
中
略
）
と
こ
ろ
が
、
川
に
の
べ
た
よ
う
に
教
師
の
繩
鯛
鋼
類
似
が
あ
る

と
い
う
こ
と
は
、

○
今
は
劇
曲
調
封
の
世
で
す
か
ら
、
．

○
学
校
内
に
お
い
て
は
、
祖
倒
胴
制
ぞ
ま
も
る
の
は
あ
た
り
ま
え
と
思
い
ま

す
。

＝‐ 

９ 



つ
れ
に
川
当
柵
が
広
く
て
、
ど
こ
か
ら
が
円
の
内
部
に
肱
る
と
凡
て
よ
い
の
か
、

馳
界
が
は
っ
き
り
と
は
決
め
が
た
い
よ
う
肱
も
の
と
港
え
ら
れ
る
。
と
い
う
の

は
、
文
瀧
を
排
く
賜
合
、
用
謝
と
し
て
一
応
Ⅲ
い
る
こ
と
は
で
き
て
も
、
そ
の

用
法
に
Ⅲ
題
が
あ
る
と
か
、
辞
番
と
相
談
の
上
で
な
け
れ
ば
、
安
心
し
て
用
い

ら
れ
な
い
と
い
う
よ
う
な
こ
と
ば
ｌ
‐
見
方
次
第
で
は
、
表
現
語
蕊
で
あ
る
と

も
筒
え
る
し
．
嘘
い
と
’
蔵
え
る
よ
う
な
こ
と
ば
Ｉ
が
、
い
か
通
る
人
の
譲

梨
に
関
し
て
も
、
相
当
数
あ
る
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

今
川
の
生
徒
の
文
束
に
お
け
る
用
譜
上
の
問
皿
例
は
、
右
の
よ
う
な
意
味
で
、

生
徒
の
爽
現
砺
難
の
限
界
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
う
い
う
川
迦
例

が
、
生
徒
の
文
頑
に
少
な
く
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
は
、
二
つ
の
理
由
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
は
、
そ
の
文
率
が
、
三
十
分
以
内
と
い
う
時
川
の
制

限
内
に
お
い
て
排
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
辞
謝
の
助
け
を
借
る

こ
と
も
な
く
、
十
分
に
推
破
さ
れ
て
も
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

調
査
の
方
法
に
関
係
し
た
理
由
で
あ
る
が
、
辞
諜
を
利
用
す
る
能
力
は
、
譜

錘
に
関
す
る
表
現
能
力
か
ら
、
一
応
切
り
離
し
て
考
え
る
方
が
よ
い
と
思
う
か

ら
、
三
十
分
以
内
で
杏
か
せ
た
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
場
合
の
鯛
迩
に
は
、
ふ

さ
わ
し
い
条
件
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
も
う
一
つ
の
理
山
は
、
生
徒

の
譜
蕊
自
体
の
あ
り
方
に
側
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
現
に
教
育
を
受
け
て
い
る

《
俺
３
）

生
徒
の
姉
咽
梨
壮
は
、
一
般
の
成
人
に
比
し
て
、
珊
加
の
傾
向
が
著
し
い
の
で
、

そ
の
譜
漿
体
系
の
中
に
位
魁
を
占
め
よ
う
と
し
粒
が
ら
、
ま
だ
十
分
に
安
定
し

た
位
樋
が
与
え
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
、
境
界
線
上
の
こ
と
ば
の
数
そ
の
も
の

が
、
特
に
多
い
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

とお蔽指菜用きれい判のの定のら軍
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共
同
研
究
の
意
味
も
、
一
に
そ
の
点
に
か
か
っ
て
い
ろ
。
し
た
が
っ
て
、
そ
う

い
う
与
え
ら
れ
た
典
体
的
欺
文
章
に
つ
い
て
と
い
う
限
定
の
中
で
、
語
黎
に
関

す
る
表
現
能
力
を
い
か
に
考
え
、
い
か
な
る
形
で
そ
れ
を
取
り
あ
げ
る
か
と
い

う
こ
と
か
ら
、
問
題
に
し
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
⑮
ま
た
、
こ
う
い
う
表

現
能
力
の
調
査
と
い
う
問
題
は
、
ほ
と
ん
ど
未
朋
折
の
分
野
で
あ
る
か
ら
、
そ

れ
だ
け
に
、
今
回
与
え
ら
れ
て
い
る
供
・
ゾ
な
限
定
が
な
い
場
合
に
は
、
語
錘
に

関
す
る
表
現
能
力
の
調
査
に
関
し
て
、
他
に
い
か
な
る
方
法
が
あ
り
う
る
か
と

い
う
こ
と
、
つ
ま
り
、
こ
の
こ
と
に
関
す
る
調
森
方
法
一
般
の
問
題
に
つ
い
て

も
、
今
回
の
さ
さ
や
か
な
試
み
を
少
し
で
も
意
味
あ
ら
し
め
る
た
め
に
、
や
は

り
触
れ
て
お
き
た
い
と
思
う
。

今
川
の
調
査
が
、
生
徒
に
響
か
せ
た
具
体
的
な
文
章
を
賀
料
と
し
た
こ
と
、

し
た
が
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
に
直
接
与
え
ら
れ
て
い
る
の
は
、
越
的
に
は
必
ず
し

も
多
く
な
い
生
徒
た
ち
の
用
語
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
問
題
の
処
理
に

際
し
て
、
ま
ず
考
え
て
お
か
な
く
て
は
江
ら
江
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の

も
、
潅
現
能
力
を
測
る
一
つ
の
基
準
に
な
り
う
る
の
は
、
調
燕
の
対
象
と
な
る

（
鑓
Ｉ
）

言
語
主
体
が
表
現
し
う
る
譜
の
総
体
と
し
て
の
譜
奨
、
す
な
わ
ち
表
現
誠
、
梨
で

あ
っ
て
、
た
ま
た
ま
文
索
を
沸
く
に
当
た
っ
て
用
い
ら
れ
た
用
語
は
、
そ
の
一

部
分
を
占
め
る
に
す
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
今
回
の
よ
う
な
資

料
か
ら
、
語
桑
に
関
す
る
表
現
能
力
を
問
題
に
す
る
に
は
、
具
体
的
な
文
章
に

お
け
る
一
定
の
用
語
か
ら
、
い
か
に
し
て
、
・
能
力
判
定
の
基
鵡
と
な
る
表
現
語

漿
の
あ
り
方
老
推
測
す
る
か
と
い
う
問
題
が
、
ま
ず
解
決
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
Ｑ
と
い
っ
て
も
、
表
現
語
錘
は
個
人
の
能
力
の
問
題
で
あ
る
か
ら
、
か
り

に
鶴
多
く
の
生
徒
の
文
章
に
お
け
る
異
な
り
語
数
壱
全
部
鯛
ぺ
た
と
し
て
も
、

一
人
一
人
の
生
徒
の
表
現
譜
蘂
が
大
体
に
お
い
て
一
致
し
て
い
る
と
い
う
保
証

で
も
な
い
限
り
、
生
徒
の
変
現
語
蕊
を
把
握
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
そ
し

て
〈
表
現
譜
薬
に
綱
人
叢
の
少
な
く
な
い
こ
と
は
、
十
分
想
像
し
う
る
こ
と
で

あ
る
か
ら
、
こ
の
場
合
、
そ
う
い
う
方
法
は
無
趣
味
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な

ろ
う
。
ま
し
て
、
一
人
一
人
の
文
章
は
、
用
語
の
総
数
が
、
そ
の
表
現
語
蕊
の

お
そ
ら
く
何
十
分
の
一
に
し
か
当
ら
な
い
よ
う
な
短
い
も
の
で
し
か
江
い
（
い

ず
れ
も
、
千
二
百
一
一
十
五
字
諭
原
柵
用
紙
一
枚
以
内
）
か
ら
、
そ
れ
か
ら
一
人

一
人
の
表
現
語
漿
の
戯
を
知
る
こ
と
は
、
い
か
な
る
方
法
に
よ
っ
て
も
で
き
な

い
。
結
局
、
今
回
の
資
料
か
ら
、
表
現
語
梨
を
鉱
的
に
肥
擁
す
る
こ
と
は
、
不

可
能
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

、
そ
こ
で
、
鐙
的
な
把
握
が
だ
め
で
あ
れ
ば
、
賀
的
な
把
搬
で
も
で
き
は
し
な

い
か
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
は
、
あ
る
程
唆
ま
で
可
能
で
あ
る
と
魁

う
Ｐ
調
盃
の
資
料
は
限
ら
れ
て
い
て
も
、
そ
の
巾
に
、
用
法
に
お
い
て
間
魎
に

な
る
用
語
の
例
は
、
必
ず
し
も
少
唖
く
虻
か
つ
士
。
そ
し
て
、
そ
の
問
題
例
が

使
用
者
の
譜
禦
の
質
的
な
面
老
把
蝿
す
る
、
手
が
か
り
に
な
る
と
思
う
の
で
あ

る
。
作
文
の
評
価
な
ど
に
お
い
て
は
、
意
識
す
る
か
否
か
は
別
と
し
て
、
こ
れ

は
、
だ
れ
し
も
と
り
入
れ
て
い
る
一
つ
の
観
点
で
は
な
か
ろ
う
か
。

語
蕊
は
、
一
つ
一
つ
の
こ
と
ば
が
有
機
的
に
側
係
づ
け
ら
れ
て
い
る
一
つ
の

（
趨
凶
）

体
系
で
あ
る
か
ら
、
’
ご
く
簡
叩
化
し
て
、
・
そ
の
体
系
を
一
つ
の
円
に
土
と
璋
沁
て

み
る
と
、
そ
の
場
合
⑩
円
に
関
し
て
そ
の
内
部
と
外
総
と
を
ば
別
す
る
嘘
外
線

（
円
周
）
は
、
：
語
禦
の
戯
に
相
当
す
る
円
の
大
き
さ
に
は
あ
ま
り
関
係
な
く
、

合一
二．‐妃
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ん
ど
）
・
一
机
（
い
っ
た
ん
）
・
邪
蝿
（
じ
ゃ
ま
）
・
丁
寧
（
て
い
ね
い
）

・
人
人
（
お
と
な
）
・
坐
る
（
す
わ
る
）
。
下
さ
る
（
く
だ
さ
る
）
・
－
人

ｘ
 

（
ひ
と
り
）
。
入
る
（
は
い
る
）
・
厳
し
く
（
塾
）
ご
び
し
く
）
・
御
話
（
お
話
）

・
御
め
ん
ど
う
（
ご
め
ん
ど
う
）
・
乍
ら
（
な
が
ら
）
・
迄
（
ま
で
）
．
速

×
 

（
た
ら
）
・
於
い
て
（
お
い
て
）
・
於
て
（
お
い
て
）
・
…
・
・
・
し
て
見
る
（

ｘ
 

み
る
）
．
．
…
・
・
・
し
て
来
る
（
く
る
）
・
所
で
（
と
こ
ろ
で
）
．
何
も
（
な
に

も
）
．
即
ち
（
す
な
わ
ち
）
・
お
辞
儀
（
お
じ
ぎ
）
・
仕
方
（
し
か
た
）
・

俺
（
お
れ
）
・
奴
（
や
ｅ
・
加
川
に
（
い
か
に
）
・
二
人
（
ふ
た
り
）
・

一
寸
（
ち
ょ
っ
と
）
・
素
面
（
す
な
お
）

こ
れ
ら
の
表
記
は
、
当
用
醜
宇
制
定
の
趣
旨
に
そ
わ
な
い
か
ら
か
な
将
倉
に
し

た
ほ
う
が
よ
い
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
孤
の
表
記
は
教
科
書
が
そ
の
表
記
指
導

の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
新
聞
雑
誌
な
ど
一
般
社
会

に
お
け
る
徹
底
化
と
と
も
に
、
望
ま
し
い
方
向
に
む
か
う
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
巴
誤
用

又
ｘ
 

ｘ
 

ｘ
 

ｘ
 

事
（
実
）
際
・
接
飾
（
触
）
・
強
勢
（
制
）
・
全
々
（
然
）
・
期
（
機
）

ｘ
 

ｘ
 

ｘ
 

ｘ
 

会
・
時
機
（
期
）
・
感
事
（
じ
）
・
併
（
弊
）
害
・
利
個
（
己
）
的
・
結

ｘ
 

ｘ
 

ｘ
 

ｘ
 

極
（
同
）
・
既
制
（
成
）
・
礼
儀
（
催
）
・
俵
（
偽
）
善

（
ｂ
）
誤
字

ｘ
 

ｘ
 

ｘ
ｘ
 

ｘ
 

ｘ
ｘ
ｘ
 

帷
（
作
）
・
貧
（
質
）
・
擬
濾
（
環
境
）
・
宇
宙
（
術
）
・
機
、
催
、
僕

ｘ
 

ｘ
 

ｘ
 

ｘ
 

（
ぼ
く
）
・
難
（
難
）
・
展
（
展
）
・
鶇
（
幌
）
子
・
子
（
矛
）
厩
・
幼

（
三
）
字
の
表
記

二
一
一
〕
零
ｍ

鍵

こ
れ
は
、
「
高
校
生
の
文
章
表
現
能
力
」
を
テ
ー
マ
に
、
本
校
国
語
科
教
官

の
共
同
研
究
と
い
う
形
で
お
こ
な
っ
た
調
査
に
つ
い
て
の
、
語
錘
の
而
に
関
す

る
報
告
で
あ
る
。
今
回
の
調
査
は
、
生
徒
に
杏
か
せ
た
具
体
的
な
文
章
を
共
通

の
資
料
と
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
面
か
ら
、
表
現
能
力
を
問
題
に
し
よ
う
と
し
た

も
の
で
あ
る
か
ら
、
語
梨
に
関
す
る
表
現
能
力
を
調
べ
る
に
し
て
も
、
用
意
さ
れ

た
共
通
の
盗
料
に
つ
い
て
と
い
う
限
定
が
最
初
に
与
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、

雑
（
脈
）
・
会
◇
瓢
（
釈
）
・
道
（
逃
）
・
擁
（
抵
）
抗
・
閏
（
関
）
係

・
危
（
危
）
険

（
ｓ
璽
め
ら
れ
て
い
な
い
略
字
体

才
（
第
）
・
狭
（
機
）
・
佃
（
桐
）
・
ｒ
（
膝
）
・
転
（
職
）
，
仇
（
勘
）

文
字
を
正
し
く
番
く
こ
と
、
す
な
わ
ち
誤
字
を
評
か
な
い
こ
と
が
、
文
字
の

表
記
と
し
て
大
切
な
こ
と
で
あ
る
が
、
漢
字
の
新
字
体
の
制
定
に
よ
り
字
両

は
か
な
り
や
さ
し
く
な
っ
て
き
た
も
の
の
、
ま
だ
誤
字
を
使
っ
て
い
る
生
徒

の
多
い
の
は
、
今
後
た
え
ざ
る
指
導
の
必
要
を
物
語
っ
て
い
る
。

注、癖州醜態．「毯辨搾鮒溺蹄蛎紙鮒鯲魎麺穿羅舜趣鱸翻舩一’
３
市
川
孝
氏
。
「
段
落
。
、
文
段
通
め
ぐ
っ
て
」
（
『
商
謡
生
活
』
第
鯛
骨
昭
和
三
十
四
６

年
六
月
）

４
平
井
同
夫
氏
。
「
文
軍
採
点
毬
妙
趣
唖
錘
”
」
（
舗
談
社
）

５
文
部
省
・
「
国
語
科
学
刊
指
導
法
」
（
表
記
畑
）
（
昭
和
一
》
一
十
四
年
八
月
刊
）

ベータ

し



（
３
か
な
づ
か
い

ｘ
 

Ｏ
 

ｘ
 

Ｃ
 

ｘ
 

。

む
づ
か
し
い
（
む
ず
か
し
い
）
・
い
づ
れ
（
い
ず
れ
）
・
合
は
ず
（
合
わ
ず
）

×
Ｃ
 

失
ひ
（
失
い
）

な
ど
の
ご
と
く
、
「
雁
史
的
か
な
づ
か
い
」
の
混
用
が
見
ら
れ
、

ｘ
Ｃ
 

ｘ
 

ｃ
 

ｘ
 

Ｏ
 

そ
お
（
そ
う
）
。
．
…
：
の
と
う
り
（
と
お
り
）
・
お
う
い
（
お
お
い
）

な
ど
の
ご
と
く
、
オ
列
長
音
の
場
合
の
か
な
づ
か
い
の
誤
用
、
｜
‐
言
う
」
を
「

い
う
」
と
弁
か
な
い
で
「
ゆ
う
」
と
評
く
、
な
ど
の
基
本
的
な
か
な
づ
か
い
の

誤
り
が
ま
ま
見
ら
れ
る
が
、
全
体
的
に
見
て
「
現
代
か
な
づ
か
い
」
は
か
な
り

徹
底
し
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

（
ｂ
）
送
り
が
な

内
閣
告
示
第
一
号
（
冊
和
三
十
四
年
七
月
十
一
日
）
の
「
送
り
が
な
の
つ
け

方
」
の
趣
旨
徹
底
に
努
め
る
べ
き
で
あ
る
が
、
現
段
階
と
し
て
は
使
用
教
科
評

の
表
記
に
よ
る
と
し
て
、
教
科
好
の
表
記
法
か
ら
は
ず
れ
て
い
る
も
の
を
誤
り

と
認
め
る
と
き
、
侭
５
）

（
ｉ
）
動
詞
Ｏ
 

Ｃ
 

Ｃ
 

○
伴
っ
て
（
伜
な
っ
て
）
・
欠
せ
な
い
（
欠
か
せ
な
い
）
・
上
る
（
上
が
る
）

。
。

。

・
下
る
（
下
が
る
）
．
変
る
（
変
。
わ
る
）
・
決
っ
て
（
決
ま
っ
て
）

ｘ
 

ｘ
 

ｘ
 

ｏ
驚
ろ
く
（
驚
く
）
・
祷
る
し
む
（
特
し
む
）
・
感
ん
ず
る
（
感
ず
る
）

な
遅
さ
を
示
す
も
の
と
認
め
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
こ
の
事
実
は
、
平
井
氏

の
所
悦
と
合
致
し
て
い
る
と
み
な
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

（
二
）
語
の
表
記

（
、
）
形
容
詞
・
形
容
動
詞

ｘ
 

Ｏ
Ｏ
 

肱
の
ｏ

ｘ
 

○
清
々
し
く
（
す
が
す
が
し
く
）
。
空
々
し
い
（
一
て
ら
ぞ
ら
し
い
）
・
難
か

。
。

◎
 

し
い
（
む
ず
か
し
い
）
・
朧
な
（
朧
ん
な
）

な
ど
、
教
科
書
以
外
の
表
紀
に
彫
響
を
う
け
て
い
る
。
送
り
が
な
法
の
い
く
つ

も
の
基
本
的
準
則
と
そ
の
例
外
的
な
も
の
と
の
判
断
は
そ
う
明
快
に
は
い
か
ず
、

生
徒
の
指
導
に
も
む
ず
か
し
い
点
が
あ
る
こ
と
は
、
こ
の
感
想
文
の
随
所
に
多

く
の
問
胆
の
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

Ｇ
）
か
な
醤
き
に
し
た
方
が
よ
い
語

生
徒
の
文
章
に
は
左
に
か
か
げ
る
よ
う
な
覗
例
が
お
び
た
だ
し
く
兄
え
て
い

る
。沢
山
（
た
く
さ
ん
）
・
無
駄
な
（
む
だ
な
）
・
立
派
な
（
り
っ
ぱ
な
）
・

多
分
（
た
ぶ
ん
）
・
当
り
前
（
あ
た
り
ま
え
）
・
川
来
る
（
で
き
る
）
・
様

ｘ
 

ｘ
 

だ
（
よ
う
だ
）
・
会
さ
つ
、
合
さ
つ
、
挨
拶
（
あ
い
さ
つ
）
・
白
か
ら
（
お

の
ず
か
ら
）
．
空
々
し
い
（
そ
ら
ぞ
ら
し
い
）
・
今
川
（
き
ょ
う
）
・
沿
々

し
い
（
す
が
す
が
し
い
）
．
大
変
（
た
い
へ
ん
）
・
度
々
（
た
び
た
び
）
．

勿
論
（
も
ち
ろ
ん
）
・
等
（
な
ど
・
ら
）
・
稗
（
ほ
ど
）
．
従
っ
て
（
し
た

が
っ
て
）
・
大
抵
（
た
い
て
い
）
．
今
更
（
い
ま
さ
ら
）
・
将
殿
（
ふ
だ
ん
）

×
 

．
余
り
に
も
（
あ
ま
り
に
も
）
・
一
渚
に
（
い
っ
し
ょ
に
）
・
殆
ど
（
ほ
と

の
ご
と
く
、
送
り
が
な
を
落
と
し
た
り
、
余
分
に
送
っ
た
誤
り
が
見
え
、

（
耐
）
名
詞

ｘ
 

ｘ
 

ｏ
 

○
皆
ん
な
（
皆
．
み
ん
な
）
・
話
し
（
謡
）
．
向
う
（
可
こ
う
）
・
・
研

皆
ん
な
（
皆
。
み
ん
な
）
・
話
し
（
話
）
．
向
う
（
向
こ
う
）
・
深
り
（

。

深
ま
り
）

』冒凸Ｃ
Ｆ
 

５ 



年
に
多
く
、
主
凹
の
胆
Ⅲ
強
鯛
の
越
図
の
強
い
あ
ま
り
の
現
象
と
兄
ら
れ
、
全

体
と
し
て
は
、
そ
の
内
容
に
見
る
べ
き
も
の
の
あ
る
の
が
多
く
、
統
一
性
と
枕

尾
一
武
性
が
強
く
見
ら
れ
る
が
、
銃
み
手
に
い
ら
だ
た
し
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。

後
述
の
〔
五
〕
「
表
現
の
縦
机
と
衣
現
〃
」
の
爪
の
〈
肥
述
倣
〉
に
も
児
ら
れ

る
ご
と
く
、
大
体
一
○
○
名
中
六
笂
鈩
町
の
者
が
五
○
○
’
’
九
○
○
字
の
拙

述
城
を
示
し
て
い
る
が
、
段
落
の
き
り
方
の
耐
か
ら
み
る
と
、
段
落
を
つ
け
肱

い
三
○
鈩
川
に
つ
い
で
、
二
段
落
な
い
し
三
段
落
を
以
て
一
文
を
柵
成
し
て
い

る
も
の
が
四
六
軒
即
あ
っ
て
、
感
想
文
に
お
い
て
は
、
平
井
昌
夫
氏
も
挽
い
て

お
ら
れ
る
ご
と
く
、
「
対
象
や
フ
ン
イ
熱
や
立
勤
や
処
地
を
変
え
る
と
き
に
、

新
し
い
段
落
に
す
る
と
よ
い
」
（
花
２
）
の
で
あ
る
が
、
今
回
の
所
要
時
間
約
三
○

分
の
大
体
六
、
七
○
○
字
前
後
の
所
感
絶
述
に
お
い
て
は
、
改
行
即
段
落
と
い

う
形
態
上
か
ら
の
み
と
ら
え
る
の
は
妥
当
で
は
敵
い
が
届
３
》
、
生
徒
の
ぶ
す
ご

と
く
三
段
落
程
度
が
ま
ず
適
当
で
は
な
か
ろ
う
か
。

段
落
の
煙
さ
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り
災
い
と
縦
み
手
に
抵
抗
を
感
じ
さ
遮
る

が
、
段
藩
の
煙
さ
に
は
難
耶
が
な
い
。

平
井
氏
は
、
「
噸
想
や
随
想
の
文
章
で
は
、
一
つ
の
段
落
の
長
さ
が
商
宇
か

ら
一
一
百
字
く
ら
い
の
と
こ
ろ
が
難
み
や
す
い
段
落
の
川
安
に
虻
り
そ
う
で
あ

る
。
悦
明
や
論
税
の
文
章
で
は
、
百
五
十
字
か
ら
三
百
五
十
字
ぐ
ら
い
の
と
こ

ろ
が
、
あ
る
考
え
を
ま
と
め
て
述
べ
る
の
に
適
当
な
長
さ
の
段
落
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
ど
ん
な
孤
緬
の
文
章
で
も
、
一
つ
の
段
落
が
五
百
字
以
上
に
多
く
駈

る
と
、
読
み
手
は
そ
れ
を
見
た
だ
け
で
う
ん
ざ
り
し
て
し
ま
う
。
ア
メ
リ
カ
の

あ
る
邨
門
家
に
よ
る
と
、
英
譜
で
は
脱
明
文
の
一
つ
の
段
落
は
平
均
両
二
十
狐

澱
が
よ
い
と
し
て
い
る
。
こ
れ
を
日
本
磯
に
江
お
す
と
、
大
ざ
っ
ぱ
に
二
百
五

十
字
か
ら
三
百
五
十
字
ぐ
ら
い
の
兄
当
に
な
る
。
」
と
富
っ
て
お
ら
れ
、
ま
た

「
平
均
す
る
と
二
百
字
で
一
段
落
ぐ
ら
い
な
と
こ
ろ
、
い
く
ら
腿
く
て
も
四
百

字
以
上
に
江
ら
砥
い
よ
う
に
」
と
し
て
お
ら
れ
る
侭
Ｉ
〉
・

生
徒
は
一
段
落
を
大
体
何
宇
ぐ
ら
い
で
ま
と
め
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

三
八
六
字
以
上
の
も
の
が
五
五
例
、
二
八
一
字
よ
り
三
八
五
字
ま
で
の
も
の

が
六
二
例
あ
る
の
に
比
し
て
、
七
一
字
よ
り
一
七
五
字
ま
で
の
も
の
が
九
九
例

あ
っ
て
、
圧
倒
的
に
多
い
。
こ
の
こ
と
は
段
落
の
良
さ
の
適
当
さ
を
示
す
も
の

で
、
高
校
生
と
し
て
は
こ
こ
に
み
ら
れ
る
ご
と
き
、
一
Ｑ
Ｕ
字
か
ら
二
○
○
字

ぐ
ら
い
の
と
こ
ろ
が
、
こ
の
よ
う
な
感
想
文
の
考
え
を
ま
と
め
る
の
に
手
ご
ろ

諏系一
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３
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の
ご
と
く
句
点
は
ど
う
や
ら
打
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
読
点
に
つ
い
て
は
ほ
と

ん
ど
打
つ
こ
と
を
怠
り
、
読
み
手
に
扱
抗
を
感
じ
さ
せ
、
誤
解
を
さ
せ
や
す
い

も
の
が
一
一
○
例
見
ら
れ
る
。

こ
こ
に
（
Ａ
）
と
（
Ｂ
）
と
を
合
計
し
て
、
一
一
八
軒
Ｈ
の
者
が
句
胱
点
に
つ
い
て

不
硫
な
表
記
を
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
今
後
に
お
い
て
句
読
点
指
導
の
要
あ

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

（
ｂ
）
段
藩

脚
Ｚ
闇

四
止
茄
７

同
じ
文
章
の
中
で
も
、
亜
要
な
こ
と
を
の
べ
る
場
合
は
段
落
が
長
く
な
る
の

は
止
む
壱
得
な
い
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
段
落
無
視
の
傾
向
は
一
一
年
三
年
の
高
学

文
章
表
現
に
お
け
る
段
落
は
、
普
念
手
の
考
え
を
読
み
手
に
わ
か
り
や
す
く

す
る
た
め
の
表
現
方
法
で
あ
り
、
そ
の
思
想
の
内
容
の
く
ぎ
り
に
伜
な
っ
て
段

落
を
付
け
、
そ
の
段
落
ご
と
に
改
行
が
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
森
鮒
随
一
一
氏
も

説
か
れ
る
ご
と
く
、
段
落
の
長
さ
に
は
、
矛
盾
す
る
一
一
つ
の
条
件
が
あ
り
、
適
当

な
艮
さ
を
決
め
る
こ
と
が
、
な
か
な
か
む
ず
か
し
い
の
で
あ
る
。
論
理
的
条
件

を
玉
ん
じ
て
詳
細
に
所
感
を
の
べ
よ
う
と
す
れ
ば
、
段
落
は
畳
い
ほ
ど
よ
く
可
心

理
的
条
件
か
ら
み
て
読
み
易
さ
か
ら
は
短
い
こ
と
が
の
ぞ
ま
し
く
な
る
。
（
注
１
）

こ
の
調
査
に
お
い
て
は
左
の
図
の
よ
う
に
、
全
休
が
一
つ
づ
き
の
文
章
で
段
落

越
識
を
も
た
ず
に
諜
念
進
め
て
い
っ
た
者
が
三
○
軒
Ⅱ
あ
る
。

限
〆
尾
●
ソ
町
Ｄ
Ｈ
ｊ

Ⅲ
一
６
一
９

０
二
０

－
』
■
円
】

ｒ
』
■
『
』

３ 



￣￣ ロ
ロ
ー
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｏ
Ｉ
Ｐ
０
ｌ
０
Ｉ
０
０
Ｉ
Ｉ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
０
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
０
１
１
１
１
６
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
０
０
－
１
４
１
１
０
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
’
’
０
－
－
０
１
６
９
Ⅱ
１
６
Ⅱ
リ
ー
ー
↓
Ｉ
ｉ
ｌ

②
調
査
目
標
限
ら
れ
た
短
時
間
の
中
に
、
撰
求
に
従
っ
て
懸
想
を
ま
と

め
文
章
に
表
現
す
る
能
力
を
、
炎
組
、
語
鹸
、
文
法
、
お
鋲
ぴ
炎
現
刀
等

の
観
点
か
ら
考
察
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

③
調
盃
対
象

卿
方
法

Ｉ
講
話
終
了
後
、
直
坊
に
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
に
お
い
て
各
拠
柾
の
手
で
、
原

稿
用
紙
（
鵠
Ｘ
韻
Ⅱ
】
圏
⑫
宇
結
）
を
一
枚
ず
つ
渡
し
、
三
十
分
間
と
限

っ
て
学
校
長
に
所
感
を
述
べ
る
と
い
う
形
式
で
稗
か
せ
た
。
そ
の
間
、
拙

依
は
な
ん
ら
の
注
意
指
示
を
も
与
え
ず
、
時
間
が
終
っ
て
す
ぐ
に
腿
咄
さ

せ
た
。
追
加
用
紙
を
求
め
る
者
は
な
か
っ
た
。

２
調
査
の
た
め
に
一
○
○
名
を
抽
出
し
た
。
幾
列
表
に
茂
り
男
子
生
徒
は

１
．
６
．
Ｍ
．
肥
・
皿
さ
ら
に
は
２
．
７
の
順
に
、
女
子
雄
徒
は
郡
・
別

・
妬
・
牡
・
妬
さ
ら
に
は
”
・
鑓
の
順
と
し
、
各
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
と
も
平

均
せ
し
め
た
。

一
○
○
籍
の
感
想
文
を
皿
じ
て
、
当
附
属
高
等
学
校
生
徒
の
表
記
の
能
力
が

ど
の
程
度
で
あ
る
か
、
そ
の
概
略
を
考
察
し
、
今
後
の
学
習
指
導
に
謝
し
た
い

と
忠
う
。
表
記
に
つ
い
て
は
、

日
文
章
の
表
紐
同
語
の
表
細
目
字
の
表
細

の
三
項
目
に
分
類
し
て
考
察
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
。

（
３
句
読
点

次
の
側
に
お
い
て
、
（
Ａ
）
の
ご
と
く
、
文
章
を
笹
い
て
い
く
途
上
に
お
い
て
、

句
点
に
つ
い
て
は
全
く
と
い
っ
て
よ
い
程
に
無
関
心
で
句
点
を
打
つ
べ
き
箇

所
を
読
点
で
す
ま
せ
て
い
る
と
い
う
の
が
、
筒
一
一
一
に
若
干
見
ら
れ
、
ま
た
（
Ｂ
）

３
綱
戒
対
象
と
な
っ
た
一
○
○
枚
の
原
稿
川
紙
に
紐
さ
れ
た
生
徒
氏
名
は

調
査
中
は
抹
消
し
、
し
か
も
順
序
を
み
だ
し
て
綴
じ
な
お
し
、
両
一
・
二

二
一
一
の
別
な
く
、
調
議
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の
観
点
に
立
っ
て
全
学
年
逢
述
し

繩
査
・
評
価
を
試
み
た
。

４
こ
の
調
査
に
は
圃
譜
科
教
官
五
名
が
当
た
り
、
そ
の
考
察
と
執
舗
の
分

担
は
左
の
と
お
り
で
あ
る
。

△
〕
は
じ
め
に
（
橘
健
二
）

ロ
ー
〕
表
記
（
橘
健
二
）

（
’
一
一
〕
語
漿
（
川
口
発
二
）

〔
四
〕
文
法
（
井
川
服
子
）

〔
五
〕
表
現
力
（
小
西
昇
・
中
村
章
太
郎
）
、
〈
〕
お
わ
り
に
（
榊
健
二
）

Ｆ~、

可1２

こ
）
文
章
の
表
記

記

２－ 



当
校
国
語
科
教
官
の
共
同
研
究
課
凹
と
し
て
、
「
廠
校
生
の
文
章
表
現
能
力

に
関
す
る
調
査
と
そ
の
考
察
」
を
設
定
し
た
が
、
現
在
に
お
い
て
は
未
だ
予
硫

調
査
の
段
階
に
あ
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
に
、
一
つ
の
実
態
調

査
を
通
し
て
当
校
生
徒
の
文
章
表
現
の
能
力
の
状
態
と
そ
の
傾
向
を
つ
か
も
う

と
試
み
た
。

⑩
問
題
昭
和
三
十
四
年
十
月
八
日
当
枝
生
徒
全
員
の
定
期
合
同
集
会
に

お
け
る
約
一
一
十
分
間
の
学
校
長
講
話
の
後
、
一
一
一
十
分
間
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
に

お
い
て
学
校
長
に
答
え
る
と
い
う
立
場
で
生
徒
各
自
の
所
見
を
拙
述
さ

せ
た
。

二
〕
は
じ
め
に

高
校
生
の
文
章
表
現
能
力
に
関
す
る
調
査
と
そ
の
考
察

ｌ
「
■
１
１
１

…
「

〔
一
〕
当
校
に
お
い
て
生
徒
の
先
生
に
対
す
る
礼
が
十
分
に
行
わ
れ
て
い

な
い
こ
と
は
、
外
来
者
の
注
意
を
ひ
く
よ
う
な
状
態
に
あ
る
。

Ｃ
ｌ
〕
も
っ
と
も
礼
儀
作
法
は
人
間
生
活
の
実
態
に
印
し
た
も
の
だ
か
ら
、

時
代
や
社
会
と
と
も
に
変
わ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

〔
三
〕
教
師
と
生
徒
と
の
関
係
も
、
生
徒
が
先
生
を
え
ら
ん
で
そ
の
教
え

を
受
け
た
塾
の
教
育
と
今
の
公
教
育
の
学
校
と
は
述
っ
て
き
て
い
る
。

窒
一
塞
鐘

山井中中橘

健
二

西
昇

村
章
太
郎

田
康
子

口
尭
二

１ 



研究紀要第３集

１，和35年10月25,印IMll

llH和35年11月１日発行

奈良ilf紐寺町

:奈良女子大学文学部

附属中学校・高等学校

印刷三笠印刷}１１版社


	2010年02月18日10時38分08秒.pdf
	2010年02月18日10時41分35秒.pdf
	2010年02月18日10時44分31秒.pdf
	2010年02月18日10時47分36秒.pdf
	2010年02月18日10時50分19秒.pdf
	2010年02月18日10時54分01秒.pdf
	2010年02月18日10時55分46秒.pdf

